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収録内容

1. この業績目録には,滋賀県立琵琶湖博物館の学芸職員の1997年1月から1998年3月ま

での内容が収録されています.

2. この業績目録には,次の項目に該当する業績を収録しました.

1. 印刷物

a.論文など

b.その他の印刷物

C.前号に掲載されなかった前年までの印刷物

2.研究活動に関する業績

a.学会講演

b.研究プロジェクト

C.学会役貝,学会誌レフリーなど

d.学生指導,講義など

3.博物館活動に関する業績

a.交流 ･サービス活動に関する業績

b.博物館情報活動に関する業績

C.博物館資料整備活動に関する業績

d.博物館展示活動に関する業績

e.博物館企画調整活動に関する業績

4.人事に関すること



川那部浩哉 KAWANABE,Hiroya 生態 学 (理 学 博 士)

館長

1 印刷物

a 論文など
川那部浩哉 ･栗本英世.1997,歴史的生命体､琵琶湖へのいざない.みんぱく,1997(2):2-7.

川那部活裁,1997,タラル ･ユネス国際生物科学連合事務局長の表敬訪問.学術の動向,1997(3):88-89.

Kawanabe,H.,Hori,M.&Nagoshi,M.ed.,1997,FishCommunitiesinLikeTanganyika.,Kyoto
UniversityPress,Kyoto,7+298pp.

Kawanabe,H.,1997,Preface.ed.byKawanabe,H.,Hori,M.&Nagoshi,M.FishCommunitiesinbke

Tanganyika.,1-2,KyotoUniversityPress,Kyoto.
川那部活我,1997,生物多様性の科学.学士会会報,815:12ト125.

Yuma,M.&Kawanabe,H.ed.,1997,EcologicalfactorspromotingbiodiversityinlakesBiwa,Baikal,

TanganyikaandMalawi.119pp.CentreforEcologicalResearch,KyotoUniversity,Otsu.
川那部活我,1997,アジア地域の環境保全.学術月報,50:80-81.

Kawanabe,H.&Leveque,C.,1997,Indicatorsofecosystemhealth.BiodiversityBulletin,3:ll.
川那部活哉.1997,応用生態工学序説編集委員全編,｢応用生態工学序説一生態学と土木工学の融合を目指して｣につ
いて.河川,1997(9):60-61.

川那部活哉,1997,生物界における-と(二と)多,モルフォロギア.ゲーテと自然科学,19:2-ll.
川那部活我,1997,生物界にみる関係性と多様性.日本ファジー学会誌.9:817-825.

Hanasato,H.&Kawanabe,H.,1998,ReportoftheJointMeetingoftheSILWorkingGroupinlnlandwater

BiodiversityandoftheWorkingGroupofSTARonFreshwaterundertheDiversitas.SILNEWS,24:
5.

Kada,Y.&Kawanabe,H.,1998,InternationalConferenceonAncientlakes:TheirBiologicalandCultural
Diversities.SILNEWS,24:8.

Kawanabe,H.,1998,Tamiiilnoue,anObituary.Biologylntemational,36:44-45.
川那部活哉 ･遊磨正秀編,1998,琵琶湖沿岸域における環境変動とそれに対する生物群集の動態研究成果報告書.京都
大学生態学研究センター,大津,701か .

川那部活哉,1998,生物と文化の多様性(序論).嘉田由紀子 ･森野泰起 ･中井克樹 ･牧野久美 ･川崎真紀子編 ｢世界
古代湖会議 ICAL●97古代湖における生物と文化の多様性｣,琵琶湖博物館,草津,pp.108.

川那部活我,1998,臨海臨湖実験所白書を読んで.道端粛編 ｢平成10年度国立大学臨海臨湖実験所白書 :臨海臨湖実験
所における教育研究の現状と公開臨海臨湖実習の実績｣,国立大学臨海臨湖実験所長会議,向島,pp.51-53.

川那部活哉,1998,資料目録の刊行にあたって.琵琶湖博物館編 ｢琵琶湖博物館資料目録(魚類標本1)｣,琵琶湖博物

館,草津, rp.1:1.

川那部活裁,1998,生物多様性の科学.毛利秀雄編 ｢岡崎国立共同研究機構基礎生物学研究所外部点検評価報告書一

分子環境生物学 ･植物科学を中心にして-｣, 基碇生物学研究所,岡崎,31-37.

b その他の印刷物
川那部活哉,1997,1997年わたしのキーワード:華麗なる沈潜.京都新臥 (1月1日).

川那部浩哉 ･近藤功,1997,湖と人が共にいきるよりよい関係をめざして.潤,120:ll-23.

川那部活裁,1997,｢人間と湖のつきあい方｣を考えられる場になれば - I.滋賀民報,(1月5日).
川那部活裁,1997,究琶湖の環境再生.中日新軌 (1月9日).

川那部活裁,1997,1996年読書アンケート.みすず,430:65-66.

川耶部活裁,1997,琵琶湖は自然遺産と同時に文化遺産だと思いますね.SUN,45:1.
川那部活哉,1997,ごあいさつ.琵琶湖博物館乳 1997,｢博物館ができるまで｣,支琶湖博物館.草津,pp.1
川那部活哉,1997,今月のことば:問いの世界には自由がある､答えの世界には自由がない.小学校時報,1997(547):
ii.

川那部活哉 ･TalalYounes,1997,生物多様性は､命の賑わいそのものです.水上二己夫他編 ｢琵琶湖博物館だより

うみんど (湖人)｣,琵琶湖博物館,草津,2:2-3.

川那部活裁,1997,｢色眼鏡｣を掛けて ｢多色｣をみよう.Security,85:1.
川那部活裁,1997.琵琶湖からの発信.MagazinesToday/Ecology,Y24,Y28-29.
川那部活哉,1997,はじめに.遊磨正秀 ･養田由紀子 ･藤岡康弘編 ｢水辺の遊びにみる生物相の時代変遷と意識変化 :

住民参加による三世代調査報告書｣,完琶湖博物館研究調査報告,琵琶湖博物館,草津,9:V.

川那部活鼓,1997,不思議なひと.土倉九三氏追悼文集編集委員会 ｢追悼土倉九三｣,219-221,土倉事務所,京都.

JlI那部活裁,1997,ごあいさつ.宮本真二 ･7ント●リ11･ロシタ-･脇田健一編,1997, ｢琵琶湖博物館企画展示古代湖の世界

展示解説書 ･世界の古代湖ガイド｣,琵琶湖博物館,草津,pp.1
川那部活哉 ･高橋裕 ･宮村忠 ･守田優 ･奥田重俊 ･北村真一,1997,河川事業と生物(上).にほんのかわ,77:4-30.

川那部活哉 ･高橋裕 ･宮村忠 ･守田便 ･奥田重俊 ･北村真一,1997,河川事業と生物(下).にほんのかわ,78:4-30.

川那部活哉,1997,宇治分校のころ.京都総合研究所編 ｢京都大学の世紀1897-1997｣,71-75,紫翠会出版,京都.
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川那部活裁,1997,-動物生態学者のみた依田恭二さん.滋賀県立大学環境科学部依田先生追悼の会実行委員全編｢依

田先生を偲んで｣,滋賀県立大学環境科学部依EB先生追悼の会実行委員会,彦根.

川那部浩我,1997,関西の博物館1滋賀県立琵琶湖博物館 館長インタビュー.Culture,EnergyandLife,41:11ト
112.

小川四良 ･川那部活哉,1997,沖島の漁業の変遷など.水上二己夫他編 ｢琵琶湖博物館だより うみんど (湖人)｣,
琵琶湖博物館,草津,(3):2-3.

川那部活哉,1997,背丈が縮んだ弁.電気学会誌,117:587.

川那郡浩哉,1997,はじめに.地球環境関西フォーラム編 ｢生物多様性と地球環境問題 :21世紀の環境都市関西を拓
く｣,地球環境関西フォーラム,大阪 ,1-2.

川那部活哉 ･藤島陽一,1997,"唆昧"のすすめ-魚の生態に見た競争と共存の原理.公研,35(9):42-57.
横山俊夫 ･三浦国雄 ･遊磨正秀 ･藤井譲治 ･川那部活哉編,1997,安定社会の総合研究 :ことがおこる ･つづく/なか
だちをめぐって.京都ゼミナールハウス,京北,181Ip.

川那部浩我,1997,｢もの｣は ｢こと｣が作りあげる.横山俊夫 ･三浦国雄 ･遊磨正秀 ･藤井謙治 ･川那部活哉編｢安
定社会の総合研究 :ことがおこる ･つづく/なかだちをめぐって｣,京都ゼミナールハウス,京北 ,12-20.

JH那部活哉,1997,年報の発刊にあたって.滋賀県立琵琶湖博物館年報,1:1-2.
川那部活哉 ･嘉田由紀子,1997,館長に聞く:世界古代湖会議をおわって.水上二己夫他編 ｢琵琶湖博物館だより う
みんど (湖人)｣,琵琶湖博物館,草津,(4):2-3,

川那部浩哉,1997,琵琶湖博物館での一年.人現フォーラム,3:1.
川那部活哉,1997,ごあいさつ.琵琶湖博物館編 ｢琵琶湖博物館開館 1周年企画展私とあなたの琵琶湖アルバム｣,琵

琶湖博物館,草津,pp.1.
川那部活哉,1997,応用生態工学研究会会長川那部活哉氏に開く.環境新聞,(10月22日).
川那部活哉,1997,伝統新時代 :着物を安く大衆化を､着こなし多様化も.京都新聞,(11月8日).
川那部活哉,1998,生物多様性の喪失を食い止め､さらには生物自身の手で多様性を増やさせよう.KDDテクニカル
ジャーナル,31:1.

川那部活哉,1998,湖と魚たちと音楽と1,ウォールデン湖を訪ねて.Jupiter,48:4-5.
川那部活裁,1998,1997年読書アンケート.みすず,442:75-76.

川那部活我,1998,世界の湖の生物と文化と博物館.博物館研究,33(1):9-14.
みなみらんほう･川那部活哉,1998,湖はだれのもの? 水上二己夫他編 ｢琵琶湖博物館だより うみんど (湖人)｣,

琵琶湖博物館,草津,(5):2-3.
川那部活哉,1998,審査員コメント.Challenge21!｢あなたの提言｣,日本育英会,東京,1:7.
川那部活我,1998,推薦のことば.コ-エン著,重走南素子 ･瀬野裕美 ･高須夫悟訳 ｢新 ｢人口論｣生態学的アプロ
ーチ｣ ,カバー蓑.

川那部活裁,1998,湖と魚たちと音楽と2, <マス>とく金の魚>.Jupiter,49:4-5.
川那部活我,1998,いま,池田さんの ｢失言｣を思う.雇対協だより Lが,58:13.
川那部活裁,1998,アンケートに答える.吉川寛編 ｢基礎生物学振興に関する70の提言｣,生命科学の教育 ･研究振

興に関する委員会 ｢基礎生物学｣検討サブグループ,奈良 ,62-64.
川那部浩哉,1998,Lがキャンパス通信 :琵琶湖博物館長川那部活哉さん,"参加型"まずは成功.京都新聞(滋賀),(4
月4日).

川那部活我,1998,開会式挨拶.嘉田由紀子 ･森野泰起 ･中井克樹 ･牧野久美 ･川崎真紀子編 ｢世界古代湖会議
ICAL●97古代湖における生物と文化の多様性｣ ,琵琶湖博物館,草津 ,74-76.

川那部活哉 ･千地方道 ･井倉孝 ･木村滋 編,1998,滋賀県立琵琶湖博物館総合案内.琵琶湖博物館,草津,111Ip.

川那部活裁,1998,滋賀県立琵琶湖博物館について.川那部活哉 ･千地方道 ･井倉孝 ･木村滋編 ｢滋賀県立琵琶湖博物

館総合案内｣,琵琶湖博物館,草津,pp.3.

C 琵琶湖博物館業組集第1号に掲載 されなかった1996年度以前の印刷物

2 研究活動に関する業績
a 学会講演
川那部活哉,1997(9月1日),西太平洋 ･アジア地域における生物多様性国際共同研究の現状.生物多様性条約会議,(カ
ナダ-モントリオール).

川那部活我,1998(3月5日),生物多様性の地域研究について.OECDメガサイエンスフォーラム,(ストックフォルム).
川那部活我,1998(3月26日),生物多様性の西太平洋 ･アジア地域のネットワーク､付 日本の取り組み.生物多様性科
学国際共同研究計画科学委員会,(メキシコ･シティ).

[会長挨拶]

川那部活裁,1997(3月28日),日本生態学会総会,北海道大学.

b 研究プロジェク ト
文部省創成的基礎研究 ｢地球環境撹乱下における生物多様性の保全及び生命情報の維持管理に関する総合的基礎研究｣,

研究代表者.

日本学術振興会重点研究国際協力事業プロジェクト｢生物多様性と生態複合｣,研究分担者.
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C 学会役員､学会誌 レフリーなど

日本生態学会会長.

応用生態工学研究会会長.

国際理論応用陸水学会(SIL)日本代表 同生物多様性委員会委員長.
国際古代湖生物学会 (SIAL)会長.

生物多様性科学国際共同研究計画(DⅣERSITAS)科学委員会委月.

生物多様性科学国際共同研究計画(DⅣERSITAS)淡水生物多様性部会部会長.

生物多様性科学国際共同研究計画(DIVERSITAS)西太平洋 .アジア地域国際ネットワーク(DrWPA)委員長.

AfricanJournalofTropicalHydrobiologyandFisheries編集委員.

Environmenta一BiologyofFishes,BiologicalScienceTokyo編集委員.
internationalJoumalofEcologyandEnvironmentalBiology編集委員.

d 学生指斗､講義など

e 受賞
1997,アメリカ芸術科学アカデミー(AmericanAcademyofArtsandSciences)外国人名誉会員.
1997,世界科学協会(InstituteMondialdesSciences)会員.

3 博物館事業に関する半紙
a 交流 ･サービス活動に関する集組
[挨拶]

1997(1月18日),里山交流会 ･報告会.琵琶湖博物館,琵琶湖博物館.
1997(3月8日),今､なぜ博物館なのか :その理念､実践と限界.琵琶湖博物館シンポジウム,琵琶湖博物館,琵琶湖博
物館.

1997(4月4日),地球環境大賞顕彰制度贈呈式.日本工業新聞社,東京プリンスホテル.
1997(4月24日),地球環境関西フォーラム100人委員会.地球環境関西フォーラム,リーガロイヤルNCB.
1997(4月26El),第4回博物館入門セミナー,琵琶湖博物館,琵琶湖博物館.
1997(6月20E]),第6回生態学琵琶湖賞授賞式,滋賀県企画県民部企画課,滋賀県立大学.

1997(9月14日),世界水資源会議.長良川河口堰建設をやめさせる市民会譲,脊中の里ホール.
1997(10月12日)公開シンポジウム ｢多様性のサイエンス :遺伝子 ･生態 ･文化｣.創成的基礎研究 :｢地球環境撹乱
下にける生物多様性の保全及び生命情報の維持管理に関する総合的基礎研究｣,東京大学山上会館.

1997(10月19日),
館.

1997(10月26日),
博物館.

1997(11月6日),
1997(11月12日),

1997(11月27日),

1997(11月30日),

琵琶湖博物館開館1周年記念 ｢琵琶湖とひととの未来考｣シンポジウム.重吉琶湖博物館,琵琶湖博物

琵琶湖博物館企画展 ｢私とあなたの琵琶湖アルバム｣写真提供者とのつどい.琵琶湖博物館,琵琶湖

第7回生態学究琶湖井,滋賀県企画県民部企画課,琵琶湖博物館.

第13回京都賞基礎科学部門ワークショップ生物多様性の保全.(財)稲盛財団,国立京都国際会館.

林冠ゴンドラ開所式.北海道苫小牧演習林,林冠観測用ゴンドラ現地.

平成9年度Challenge!21｢あなたの提言｣表彰式,日本育英会,日本育英会会議室.

[講演】

1997(1月9日), ｢もの｣は ｢こと｣が作り上げる.第8回京都国際セミナー,-ことがおこる/つづく/なかだちをめぐ

って-,京都府ゼミナールハウス,京都府ゼミナールハウス.

1997(1月22日),琵琶湖の岸に想う.立命館理工学振興会,立命館BKCコア･ステーション.

1997(1月30日),世界の湖と文化と博物館.日本博物館協会,琵琶湖博物館.
1997(2月6日),-動物学者から見た依田さん.依田教授追悼式,滋賀県立大学交流センター.

1997(2月7日),生態学について.近畿シンクタンク協議会,琵琶湖博物館.

1997(3月4日),琵琶湖と彦根.彦根南ロータリークラブ,彦根商工会議所.
1997(3月11日),生態学に関する<大きな>話.京都府生物教育会例会,琵琶湖博物館.
1997(3月20日),湖と人間.近畿生きがいづくり講演会,茸琶湖博物館会議室.
1997(4月21日),琵琶湖博物館の目指すもの.平成9年度第1回県政モニター全体会譲,滋賀県広報課,滋賀県庁新館大
会議室.

1997(4月25日),琵琶湖の環境保全と人と自然文化遺産.滋賀県市町村議会議長会議,滋賀県企画県民部企画課,エス
トピアホテル.

1997(5月4日),生物多様性の危横.多治見市生涯学習センターオープン記念講演,多治見市図書館,多治見市図書館.
1997(5月31日),生物界における自然(しぜん)と自然(じねん).大谷大学学術講演会,大谷大学.

1997(6月23日),生物と文化の多様性.世界古代湖会議,琵琶湖博物館,琵琶湖博物館.
1997(8月7日),茸琶湖総合開発計画<終了>にあたって思う.琵琶湖総合開発計画終了記念会,近畿地方建設局,大津
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プリンスホテル.

1997(8月22日),淡水の魚と私.平成9年度南但馬自然学校指導者講座皿,南但馬自然学校,南但馬自然学校.
1997(9月16日),生態系の概念について.水資源開発公団,水資源開発公団本社.

1997(9月19日),生物多様性について.滋賀県琵琶湖環境部研修,滋賀県茸琶湖環境部,茸琶湖博物館.

1997(10月7日),琵琶湖のほとりにきて.八日市市民大学,八日市市教育委員会,八日市文化芸術会館.
1997(10月16日),応用生態工学研究会にあたって思う.応用生態工学発足記念会,応用生態工学会,東京ダイヤモンド
ホテル.

1997(10月18日),井上民二さんと私.井上民二さん追悼の会,京都大学農学部.

1997(11月8日),郷土の魚と湖と人.滋賀県立草津東高校創立20周年記念式典,滋賀県立草津東高校創立20周年記念実
行委員会,滋賀県立草津東高校.

1997(11月14日),ネットワークの現状と今後.生物多様性科学国際共同研究,西太平洋アジア地域ネットワークシンポ
ジウム ･ワークショッフ ＼台湾).

1997(11月26日),唆味の生態学.放送大学.

1997(12月3日),くらしと自然保護と生態学.海洋セミナー宇佐特別講演会,高知大学海洋生物教育研究センター,土
佐市社会福祉センター.

1997(12月4日),くらし､環境､生態系.第2回大月エコロジースクール,宿毛高橋大月分校 ･大月町教育委員会,大月
町役場.

1997(12月7日),川の変化と魚たち.第8回自然保護セミナー,自然観察指導員熊本県連絡会,熊本学園大学.
1998(1月23日),生物多様性のを考える.建設省土木研究所第25回講演会,建設省土木研究所,建設省土木研究所.

1998(2月8日),淡水魚の立場から環境を考える-アユより愛を込めて-.淡海生涯カレッジ修了式,滋賀県生涯学習課,
彦根市文化プラザ(エコーホール).

1998(2月10日),ことが<ゆらぐ>とくもどる>のか､<安定社会>ではそうなのか､また<なかだち>とは､くゆら

ぎ>を<もどす>ための､ものか､その逆はないのか､その他､その他のこと.第9京都国際セミナー,京都ゼ
ミナールハウス,京都ゼミナールハウス.

1998(2月21日),生物多様性の科学. ｢分子生態学 ･分子環境生物学｣ワークショップ,岡崎国立共同研究機構,岡崎
国立共同研究積構基礎生物学研究所.

1998(3月2日),生態系について.第3回国内研修,LEADジャパン･プログラム,慶応義塾大学湘南キャンパス.

b 博物館情報活動に関する業績

C 博物館資料整備活動に関する業績

d 博物館展示活動に関する業績

e 博物館企画調整事業に関する業績

4 人事に関すること
岡崎国立共同研究機構評議員.

国立基碇生物学研究所評議員.

学術審議会地球環境部全委員.

日本ユネスコ国内委員会自然科学小委員会委員.

文化財保護審議会専門委員会委員.

京都帝文化財保護審議会委員.

京郡市文化財保護審議会委員.

世界自然保護基金仙WF)日本委員会常任理事.

日本自然保護財団理事.

国際生態学日本センター理事.

日本自然保護協会評議員.

日本自然保護協会河川問題特別委員会委員長.

日本学術振興会未来開拓学術研究推進事業 ｢アジア地域の環境保全｣推進委員会 委員長.

科学技術財団戦略的基礎研究 ｢地球変動のメカニズム｣研究アドバイザー.

国際生物学賞委員会委員.

生態学琵琶湖賞運営委員会委員.

毎日出版文化賞委員会委員.

地球環境大賞顕彰制度委員会委員.

日経アジア国際大賞選考委員会委員.

京都賞生物科学審査委員会委員.

京都貴専門委員会委員長.

環日本海アカデミック-フォーラム顧問.
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｢琵琶湖の総合的な保全のための計画調査｣総合委員会委員.

｢要吉琶湖の総合的な保全のための計画調査｣自然的環境 ･景観部会委員会部会長.

- 9-



中島経夫 NAKAJIMA,Tsuneo 魚類形態学 (理学博士)

研究部湖沼研究系専門学芸員 事業部情報センター科長

1 印刷物

a 論文など
中島経夫,1997,粟津遺跡のコイ科魚類遺体と古茸琶湖層群.化石研究会会誌,30(1):13-15.

b その他の印刷物

中島経夫,1997,琵琶湖に想う.滋賀の社会と経済,(83):2-3.

中島経夫,1997,クセノキプリスの咽頭歯.Duel.

中島経夫他,1998,琵琶湖博物館魚類標本登録 ･管理マニュアル.琵琶湖博物館資料目録1号 魚類標本:pp.3-8.
溝口浩之 ･木戸裕子 ･福井武洋 ･南次男 ･中島経夫,1998.琵琶湖博物館魚類標本目録(1).琵琶湖博物館資料目録1号

魚類標本 1:pp.9-135.

C 琵琶湖博物館業績集第1号に掲載されなかった1996年度以前の印刷物
中島経夫,1997,コイ科魚類の咽頭歯からわかる地球の歴史.第6回生態学究琶湖井報告書,滋賀県,pp.60-72.

Nakajima,T.,1997,Earthhistoryfoundbyfossilizedcyprinidpharyngealteeth.Reportofthe1996BiwakoPrizeforEcology,

ShigaPrefecturaJGoverment,Otsu,ppl59-74.

2 研究活動に関する業練
a 学会講演
中井克樹 ･中島径夫 ･前畑改善,1997(6月24日),古代湖としての完琶湖 生態系の現状.世界古代湖会議 古代湖に

おける生物と文化の多様性,琵琶湖博物館.

中島経夫 ･木戸裕子,1997(6月27日).古代における､人類活動の琵琶湖魚類相への影響.世界古代湖会譲 古代湖に

おける生物と文化の多様性,茸琶湖博物館.

b 研究プロジェクト
琵琶湖博物館総合研究 ｢東アジアの中の茸琶湖､その成立と人間生態系の比較研究｣,研究代表者.

琵琶湖博物館総合研究 ｢博物館資料の整理 ･保管と利用に関する研究｣,研究分担者.

琵琶湖博物館専門研究 ｢コイ科魚類の咽頭歯に関する研究｣.
日本学術振興会未来開拓学術研究推進事業 ｢アジア地域の環境保全 地球環境情報収集の方法の確立｣,研究分担者.

C 学会役員､学会誌レフリーなど

｢LakeandPeople｣レフリー2件.

d 学生指導､講義など
1997(12月15日),滋賀県立大学講義,滋賀の自然史.

e 受賞など

3 博物館事業に関する業紙

a 交流 ･サービス活動に関する業紙
1997(1月23日),琵琶湖博物館と琵琶湖の自然史.旭化成守山支社開発会議講演会,旭化成守山支社.

1997(3月15日),琵琶湖と三方湖-コイ科魚類の咽頭歯と縄文人.三方町立郷土資料館 ･三方町立図書館主催 講座 ｢発

見と考古学｣,三方町立図書館.

1997(9月2日),琵琶湖の環境と生き物たち.第3回滋賀県農業土木技術者研修会,琵琶湖博物館.

1997(9月19日),支琶湖博物館の研究活動.科学技術と経済の会見学会,琵琶湖博物館.

1997(10月9日),琵琶湖の固有種の誕生.東山中学見学会講演,琵琶湖博物館.

1997(10月26E]),古琵琶湖層群の化石の採集会.琵琶湖博物館フィール ド観察会,三重県阿山郡大山田村.

1998(3月7日､3月14日),咽頭歯から見た地球の歴史を探る.琵琶湖博物館講座,琵琶湖博物館.

b 博物館情報活動に関する集組
茸琶湖博物館情報システム,魚類標本登録データベ一一スの設計.

C 博物館資料整備活動に関する染織
琵琶湖博物館魚類標本登録作業,12,918件登録.

d 博物館展示活動に関する集耕
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琵琶湖博物館企画展示 ｢博物館ができるまで｣.｢琵琶湖博物館準備室｣コーナー企画 .制作.

e 博物館企画調整事業に関する業績
世界古代湖会議実行委員会企画委員.

｢LakeandPeaople｣編集委員.

4 人事に関すること
1997年(4月1日),文琶湖博物館専門学芸員兼事業部情報センター科長.
1997年(6月1日).琵琶湖博物館総括学芸員兼事業部情報センター科長事務取扱い.
1997年(4月25日)-1999年(3月31日),滋賀県立大学大学院開設準備委員会専門部会特別専門委員.
1997年(12月1日),滋賀県立大学非常勤講師.

(1997年11月8日-19日),中華人民共和国北京市出張.
(1998年2月20日～3月3日),中華人民共和国武漢市出張.
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楠岡泰 KUSUOKA,Yasishi 微生物生態学 (理学博士)

研究部湖沼研究系主任学芸員 総務部企画調整課

1 印刷物

a 論文など
KusuokaY･,1997.ComparisonofzooplanktoninthepelaglCandliuoralzonesofLakeTanganyika.EcologlCaland

LimnologlCalStudyonL血eTanganyikaanditsAdjacentRegionsX,32-33.

Nakai,K･,Kusuoka,Y･良Yamasaki,H･,1997,Molluscanfaunaon山eZambiancoastorLakeTanganyika.,EcologlCaland

LimnologlCalStudyonLakeTanganyikaanditsAdjacentRegionsX,28-29.

b その他の印刷物

楠岡象 1997,琵琶湖博物館展).三の変遷.琵琶湖博物館編, ｢博物館ができるまで｣,茸琶湖博物館,草津,pp.19-23_
楠間奏,1997.C展示室 ｢湖の環境と人びとのくらし｣ができるまで.高橋啓一編,｢琵琶湖博物館開館までのあゆみ｣,
琵琶湖博物館,草津,pp.132-134.

C 琵琶湖博物館業績集第1号に掲載されなかった1996年度以前の印刷物
中西正己 ･占都城太郎 ･関野樹 ･野崎健太郎 ･永田俊 .高井賢治 ･小川敏幸 ･川幡佳一 ･清水研助 ･中野伸一 ･楠岡

泰 ･芳賀裕樹,1996, ｢茸琶湖における浮遊生物群集食物網動態と生物多様性｣.平成5-7年度文部省科学研究

費総合研究(A)｢生物多様性維持 ･利用のための保全地域理論｣研究成果報告書,PP.14-16.

2 研究活動に関する蕪雑

a学会講演
辻彰洋 ･中村由起子 ･楠岡泰 ･鳥本昇,1997,富栄養化についての生態系モデル実験と実践(1).日本理科教育学会第47

回全国大会,(上越大会).

中村由起子 ･辻彰洋 ･楠同番 ･鳥本昇,1997,富栄養化についての生態系モデル実験と実践(2).日本理科教育学会第47

回全国大会,(上越大会).

b 研究プロジェクト
琵琶湖博物館総合研究 ｢琵琶湖沿岸域の生態系と動態に関する研究上 研究分担者.

琵琶湖博物館総合研究 ｢水田生態系と人間活動に関する研究｣,研究分担者.

琵琶湖博物館共同研究 ｢社会的要因が内湖の生物環境に与える影響｣,研究分担者.

琵琶湖博物館共同研究 ｢屋外展示空間の生物群集と環境の変化のモニタリング上 研究分担者.

琵琶湖博物館共同研究 ｢琵琶湖生態系の長期的変遷｣.研究分担者.

C 学会役員､学会誌レフリーなど
日本陸水学会レフリー1件.

d 学生指導､講義など

e 受賞など

3 博物館事#に関する業紙
a 交流 ･サー
1997(1月15日),

1997(7月21日),

1997(7月21日),

1997(10月12日),

1997(10月26日),

1997(11月27日),

ビス活動に関する業組

鳥丸半島の水鳥.琵琶湖博物館ミュージアム観察会,茸琶湖博物館.

ミクロな生き物観察会.琵琶湖博物館ミュージアム観察会,琵琶湖博物館.

琵琶湖の魚は何を食べているか.琵琶湖博物館ミュージアム観察会,琵琶湖博物館.

秋の打見岳 植物観察会.琵琶湖博物館フィールド扱察会,琵琶湖博物館.

秋の里山観察会.琵琶湖博物館ミュージアム観察会,琵琶湖博物館.

ProcessandProblemsofMakingtheLakeBiwaMuseumExhibi(S.国際協力事業団(JICA)博物館技術コ-

ス,琵琶湖博物館.

1998(2月8E]),琵琶湖の水鳥かんきつ会.茸琶湖博物館ミュージ7ム観察会,琵琶湖博物館

b 博物館情報活動に関する業紋

C 博物館資料整備活動に.関する業紙
1997,琵琶湖のプランクトン写真頒影.
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d 博物館展示活動に関する#績
琵琶湖博物館企画展示 ｢博物館ができるまで｣,｢琵琶湖博物館の展示の変遷｣コーナー企画 ･制作.
琵琶湖博物館企画展示 ｢博物館ができるまで｣, ｢世界の湖沼展示ができるまで｣コーナー企画 ･制作.

e 博物館企画調整事#に関する業組
琵琶湖博物館広報主担当.

博物館実習計画および実施統括.

｢世界古代湖会議｣広報主担当.

4 人車に関すること
｢琵琶湖の総合的な保全のための計画調査｣(国土庁ほか)自然的環境 ･景観部会委員.
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ロシター･アンドリュIROSSITER,Andrew 国際湖沼学 ･魚類学 (動物学博士)

研究部湖沼研究系主任学芸員 総務部企画調整課

1 印刷物

a 論文など
Rossiter,A.&Yamagishi,S.,1997,GeographicaldifferencesinthesocialsystemOfalekkingcichlidfish･Kawanabe,H･,

Hori,M.&Nagoshi,M･(eds･)FishCommunitiesinLakeTanganyika･,KyotoUniversityPress,Kyoto,pp･193-218l

b その他の印刷物

C 琵琶湖博物館業績集第1号に掲載されなかった,1996年度以前の印刷物

Post-meetlngmLernationalcorrespondence,ChiefeditoroflCALBiologyvolume,etc.

Beamish,F.W.H.,Jebbink,I.A.,RossiLer,A.&Noakes,D.LG.,1996,Growthstrategyoflakesturgeoninanorthern

river.CanadianJoumalofFisheriesandAquaticSciences.53:481-489.

YanaglSaWa,Y.,Ochi,H.,&Rossiter,A･,1996,tntra-buccalfeedingofyounglnanundescritxdTanganyikancichlid,

MLIcTOdonLochromLIssp.EnvironmentalBiologyofFishes.47:1911207.

Rossiter.A.,Beamish,F.W.H.&Noakes.D.LG.,1995,Validationofage-estimationforlakesturgeon.AcL'penseT

fuyescens.TransactionsoftheAmericanFisheriesSociety.127:777-781.

Rossiler,A.,1995,TTIeCichlidfishassemblagesofLakeTanganyika:Ecology,txhaviourandevolutionofitsspeciesflocks･

AdyancesinEcologlCalResearch･26:1871252.

Rossiter,A.,1994,Territory.mattngSuccess,aJldtheindividualmaleinalekkingcichlidfish.Jarman,P.I.&Rossiter,A.

(eds).AnimalSocieties:IndiyidualS,heractions,andOrganisation. KyoLOUniversityPress.pp43-55.

Rossiter,A.,1994,hdividualsandcomplexitywithinanimalsocieties.Jaman,P.J.&Rossiter,A.(eds).Animal

SocieLies:Individuals,Interactions.andOrgaJlisation.KyotoUniversityPress.pp275-278.

Jarman,P.J.&Rossiler,A.,1994,hdividualsandinteractions.Jaman,P.J.良Rossiler,A.(eds).AnimalSocieties:

Individuals.Interactions,aTLdOrganisaLion･KyotoUniversityPress.pp3-10･

Rossiter,A.,1993,Species,species,everywhere.hkeTaJlganyikaanditslife.EnvironmentalBiologyofFishes.37:97-
101.

Rossiter,A.,1993,Diversityinmatingtacticswithintheectodinecichlidfishes.Kawanatx,H.良Yuma,M.(eds).Stable

Societies-An EcologicalPerspective:BiodiyersltyinLakeTanganyika.DoguraPress,Kyoto.ppI55-167.

Rossiter,A.,1993,EcologlCalcomplexlty-rlrStacknowledge,thenunravel.Cohen,J･E･,Kawanatx,H.&Iwasaki,K･

(eds).MutualismandCommunityOrganization.Behavioural,Theoretical,andF∝山一WebApproaches.Oxford

UniversityPress.pp339-349･

Rossiter,A.,1993,Comparativestudiesofthecyprichomini(Pisces:Cichlidae)･Nagoshi,M･,Yanagisawa,Y･皮Kawanabe,

H.(eds).EcologyandLimnologyofLakeTaJlgaJlyikaVnl･p25.

Rossiter,A.,1993,StudiesoftheEctodini(Pisces:Cichlidae).Nagoshi,M.,Yanagisawa,Y.皮Kawanatx,H.(eds).Ecology

aJldLimnologyofLakeTanganyikaVIII･p26-27･

Rossiter,A.,1993,TTlebreedingbehaviourofOphEhaJmotjlap)'aI)asuEus.Nagoshi.M･.YanaglSaWa,Y･&Kawanabe,H･

(eds).EcologyandLimnologyofLakeTanganyikaVtII.p28.

Rossiter,A.,1993,ThelekmatingsystemofXeL70EiJapL'aochlogenys･Nagoshi,M･,Yanagisawa,Y･&Kawanabe,H･(eds)･

EcologyandLimnologyofLakeTanganyikaVIII･p29･

Rossiler,A.,1993,FurtherstudiesonthebreedinghabitsofAuJonocTaJ7uSdewL'ndEL･Nagoshi,M.,YanaglSaWa,Y･良

Kawanabe,H.(eds).EcologyandLimnologyofLakeTanganyikaVllⅠ.p30.

Rossiter,A.,1993,Predatoreffectsonthesocialstructureofalet-formlngCichlid.Nagoshi,M.,YaJlagISaWa,Y･&

Kawanabe,H.(eds).EcologyandLimnologyofLakeTangaJlyikaVIII,p31A

Rossiter,A.,1993,Studiesonthebiologyoftheshell-dwellingcichlid,NeolamptDJogusmuJEL'(ascjaEus･Nagoshi,M･,

Yanagisawa,Y.良Kawanabe,H･(eds)･EcologyandLimnologyofLheTangaTLyikaVItI･p32･
Rossiter,A.&Shapola,R.,1993,AlgalproductivityaTLdspeciescompositionalongadepthgradieminLakeTanganyika･

Nagoshi,M.,Yanagisawa,Y･皮Kawanabe,H･(eds)･EcologyandLimnologyofLakeTanganyikaVIIl･
Rossiter,A.,1991,Lun2LrSpaWnlngSynChronellyinafreshwaterfish.Naturwissenschaften･78:182-185･
Rossiter,A.,1991,EcologyinJapan-PresentslateandhtLlreperspectives.JournaloftheS∝ielyforResearchesin
PopulalionEcology･48:23-30･

Rossiter,A,,1990,Ecology,enyironment,andeconomics:APandoranperspective･Kawanabe,H･,Ohgushi,T･&Higashi,
M.(eds).EcologyforTomorrowIPP1691189.

Rossiler,A.,1989.SubstratumSelectionanditsroleinthemicrodistributionofanet･splnnlngCaddislarva.Physiologyand
Ecology,Japan･26:39-53･

Rossiter,A..1989,FactorsinnuencingthedistributionofflydTOPSyChelarvae(Trichoptera:Hydropsychidae)TTleEcology
ofJapaJleSeAquaticInsects.TokaiUniversityPress.pp30-40.

Rossiter,Aリ1989,rmeabundanceandmicrodistributionofr∝k-dwellingfishesalWonzyePoint,southernLakeTanganyika･
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Kawanabc,H.(ed･).EcologyaJldLimnologyofLakeTanganyikaVt･.pp67-68･
Rossiter,A.,1989,ObservationsonthereproductivebehaviourofOphEhaJmotjJapiayentTalL'S(Pisces,Cichlidae).

Kawanabe,H.(ed.).EcologyandLirrnologyofL止eTanganyikaVl.p71.

RossiLer,A..1989,TTIeinnuenceofterritoryandnestmaintenanceonthereproductivesuccessoftwocolourformsof

CaJJocJ7TOmissp.Kawanabe,H･(ed.)･EcologyandLimnologyofLakeTangaJlyikaVI.p72.

Rossiter,A..1989,GTOWLhandsurvivoTShipinbroodsofNeoJampTOJogusmooTJ']'･Kawanabe,H･(ed･)･Ecologyand

LimnologyofLakeTaJlganyikaVI.p73.

Rossiter,A.,1989,EnergyallocationandreproductivesuccessinthecichlidfishAuJonocTanuSdewJ'ndti.Kawanabe,H.(ed･)･

EcologyandLimnologyoHAkeTanganyikaVl.p74.

Rossiler,A.,1989,Asun/eyoftheTrichopleralarvaeofasouthem LakeTangaJlyikainnow.Kawanabe,H.(ed.).Ecology

andLimnologyofLakeTanganyikaVI.p82.

Rossiter,A.,1989,EmergencepatternsofaquaticinsectsataLakeTanganyikashore.Kawanabe,H.(ed.).Ecologyand

LimnologyofLakeTanganyikaVl.p83.

Hori.M･,Rossiter,A･&Sato.T･,1989,AbundaJICeandmicrodistribuLionofrock-dwellingcichlidfishesatKasenga.

southem LakeTanganyika･Kawanatx,H･(ed･)･EcologyandLimnologyofLakeTanganyikaVI.pp63-66.

Rossiter,A.,1988,Amodifiedsurbersampler,ofuseinmonitorlngthemicrodislribulionorbenlhicinvertebrates.

PhysiologyandEcologyJapam 25:38-42.

Rossiter,A.,1986,hdefenceor24D:¶leJapaneseEphemeropterasituation.Antenna10:59160.

Rossiter,A.,1986,Evolutionary''classics''mayself-destrucLNature322:315-316.

Tanida,K.,Kobayashi,M･&RossiLer,Aリ1985,AporlablecurTen【veocltymeterforfielduse.JapaneseJournalof

Limnology46:219-221.

2 研究活動に関する業績

a 学会講演
Kohara,M･,Rossiter,A･良YanaglSaWa,Y･,1997,MorphometricdifferencesamongmemtxrsoftheJapaneseJninogobius

speciescomplex.日本魚類学会年会,横須賀市博物館.

b 研究プロジェクト
文部省科学研究費 ｢環瑚樵の魚の群集の構成と種の加入パターン｣,研究分担者.

文部省科学研究費 ｢日本産ヨシノポリ類複数種群の生態と進化｣.
琵琶湖博物館専門研究 ｢魚類群集におけるモルフォスペースの概念｣.
琵琶湖博物館共同研究 ｢FishcommunitystruC【ureinLakesandoceans｣,研究代表者.

C学会役員､学会誌レフリーなど
ICALIPre･mee11ngCOOrdinalionandcommunicationwithinternationalattendeesDuring一meellngCOOrdination,masterof

ceremoniesatofficialfunctions,internationalproblem-solver,post･Sessionsocialeventorganiser
世界古代湖会議バイオロジー版編集主幹.

世界古代湖会議バイオロジー版投稿論文査読.

d 学生指導､講義など

o 受賞など

3 博物館事#に関する#績
a 交流 ･サービス活動に関する集線
国外訪問者案内 (随時).

世界古代湖会議セレモニー司会者.

b 博物館情報活動に関する業績
FM滋賀EIRadio,MusicBreeze｢琵琶湖への想い｣.

C博物館資料整備活動に関する業績

d 博物館展示活動に関する業績
琵琶湖博物館企画展示 ｢古代湖の世界｣ 展示解説書 ･世界の古代湖ガイド翻訳校正.

e 博物館企画調整事業に関する業績
世界古代湖会議企画委員会企画委月.

ドイツハノーバー万国博覧会環境基金 ｢リビングレイクスプロジェクト｣折衝担当.
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4 人事に関すること
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松田征也 MATSUDA,Masanari 淡水貝類生態学淡水魚類繁殖学

研究部湖沼研究系学芸員 事業部展示科

1 印刷物

ar論文など
紀平肇 ･松田征也,1997,オバエポシガイInveTSJ'densbTaJ7dL'E(KobelL,1879),日本の希少な野生水生生物に関する基礎

資料(Ⅳ).日本水産保護協会編,東京,pp.18-21.

福原修一 ･紀平肇 ･松田征也 ･田部雅昭 ･近藤高貴,1997,オグラヌマガイの繁殖期.貝類学雑誌.56(4):299-304.

松田征也,1998,月額 生物環境とその変化 社会的要因が内湖の生物環境に与える影響,p.10.

b その他の印刷物

松田征也,1997,琵琶湖の魚と環境(4)イサザ.大津赤十字病院編 ｢日赤おおっ｣,大津赤十字病院,大津,(196):1.

松田征也,1997,琵琶湖の魚と環境(7)ほてじゃこ.大津赤十字病院編 ｢日赤おおっ｣,大津赤十字病院,大津,(199):
1.

松田征也,1997.頬琵琶湖の魚と環境(9)カワニナ.大津赤十字病院編 ｢日赤おおっ｣,大津赤十字病院,大津,(201):
1.

松田征也,1998,C展示室淡水の生き物たち.川那部活哉 ･千地方道 ･井倉孝 ･木村滋編 ｢滋賀県立珪琶湖博物館総令

案内｣,琵琶湖博物館,草津,pp.72-85.
前畑改善 ･秋山簾光 ･藤岡康弘 ･桑原雅之 ･松田征也,1997,松田征也編 ｢水族企画展 ブラジルの淡水魚｣リーフレ

ット,琵琶湖博物館,草津,8pp.

前畑改善 ･秋山旋光 ･藤岡康弘 ･桑原雅之 ･松田征也,1997,松田征也編 ｢水族企画展 古代湖の世界｣リーフレット,

琵琶湖博物館,草津,8pp.

前畑改善 ･秋山庚光 ･藤岡康弘 ･桑原雅之 ･松田征也,1997.松田征也編 ｢水族企画展 北海道の淡水魚｣リーフレッ

ト,琵琶湖博物館,草津,8pp.

C 琵琶湖博物館蕪雑集第1号に掲載 されなかった1996年度以前の印刷物

2 研究活動に関する半紙
a 学会講演
松田征也 ･標本慶子 ･御薬袋聡,1997(6月4日),性腺刺激ホルモンを用いたスゴモロコの繁殖.第63回近畿ブロック水

族館飼育係研修会,(秩)串本海中公園センター.

中井克樹 ･松田征也 ･上西 実,1998(2月28日-3月1日),茸琶湖におけるカワヒバリガイの分布拡大.日本貝類学会平

成10年度大会.名古屋大学理学部.

b 研究プロジェクト
琵琶湖博物館捻合研究

充琶湖博物館総合研究

琵琶湖博物館総合研究

琵琶湖博物館共同研究

琵琶湖博物館共同研究

琵琶湖博物館専門研究

｢水田生態系と人間活動に関する総合研究｣,研究分担者.

｢博物館資料の整理と保管と利用に関する研究｣,研究分担者.

｢東アジアの中の琵琶湖､その成立と人間生態系に関する総合研究｣,研究分担者

｢社会的要因が内湖の生物環境に与える影響｣,研究分担者.

｢日本産希少淡水魚の遺伝的多様性の研究｣,研究分担者.

｢ビワコミズシタダミの生態学的研究｣.

C 学会役員､学会誌 レフリーなど

d 学生指導､講義など

e 受賞など

3 博物館事業に関する業績
a 交流 ･サービス活動に関する業績
1997(7月12日),淡水魚入門講座一講義編一日本の淡水魚の現状と保全.茸琶湖博物館講座,琵琶湖博物館.

1997(7月21日),八幡市の淡水生物について.八幡市青年会議所.

1997(10月4日),日本の淡水魚の現状と保全.同志社大学公開講座,同志社大学田辺校地.

1997(8月30日),びわ湖の貝を調べてみよう.琵琶湖博物館ミュージアム観察会,琵琶湖博物館.

1998(3月1日),水辺の月を調べようフィールドレポーター交流会.結果報告と講評.

1998(2月13日),滋賀県理科助手教員研修.

1998(3月7日),水族館探検隊.琵琶湖博物館探検,琵琶湖博物館.
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b 博物館情報活動に関する業績
1997,滋賀県立琵琶湖博物館貝類標本データベースの画面設計

C 博物館資料整備活動に関する業績

淡水産貝類標本資料登録準備作業.5,767種 約10,500点.

北海道産淡水魚類.17種約100点.

世界の淡水月標本類の体系的収集.

寄贈貝類標本に関する資料整備.

d 博物館展示活動に関する蕪雑
琵琶湖博物館水族企画展示 ｢ブラジルの淡水魚｣.企画 ･魚類収集 ･実施.

1琵琶湖博物館水族企画展示 ｢北海道の淡水魚｣.企画 ･魚類収集 ･実施.

琵琶湖博物館水族展示カメ池改修工事企画レイアウト作成.

e 博物館企画調整事業に関する業績

4 人事に関すること
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戸田孝 TODA,Takashi 水圏地球物理学 (理学博士)

研究部湖沼研究系学芸員 事業部情報センター

1 印刷物

a 論文など
Toda,T.,1997,SatelliteTTlermalRemoteSensingintheBrTEX193ATea.777eJapLineSeJoumaJof'LjmnoJogy,57(4-2):553-
558.

b その他の印刷物
戸田孝,1997,風が吹けば桶屋がもうかる?!.水上二己夫他編 は壱琶湖博物館だより うみんど (湖人)｣,琵琶湖博

物館,草津,(3):7.

高見滞清隆 ･戸田孝 ･浅井勝利 ･山脇一幸 ･名倉香子,1997,ミュージアムのホ-ムページ､どうしてますか.月刊ミ

ュゼ,24:8-10.

戸田孝,1997,回転実験室製作経過.琵琶湖博物館編, ｢博物館ができるまで｣,完琶湖博物館,草津,pp.52-55
戸田孝 ･演尾研児,1998,資料整理と情報システム.水上二己夫他編 ｢琵琶湖博物館だより うみんど (湖人)｣.琵
琶湖博物館,草津,(6):4-5.

C 琵琶湖博物館#績集第1号に掲載されなかった1996年度以前の印刷物

2 研究活動に関する業績

a 学会講演
戸田孝,1997(5月30日),琵琶湖博物館の回転実験圭一湖流力学の理解のために.陸水物理研究会第19回大会,別府ビ
ーコンプラザ.

大西行雄 ･松井一幸 ･戸田孝,1997(6月28日),湖環境への理解をうながすプロセスとしての情報ネットワークづくり.

世界古代湖会談,琵琶湖博物館.

戸田孝 ･松井一幸,1997(11月23日),ビワコタス｢通信ネットワークを用いた住民参加型気象観測.滋賀大学国際シン

ポジウム●97,大津市生涯学習センター.

b 研究プロジェクト

茸琶湖博物館総合研究 ｢琵琶湖沿岸生態系の構造と動態に関する研究｣,研究分担者.

琵琶湖博物館共同研究 ｢住民参加による気象情報の収集と分析に関する研究｣,研究分担者.

琵琶湖博物館専門研究 ｢琵琶湖水流動の微細構造の研究手法の検討｣.

C 学会役員､学会誌レフリーなど
日本陸水学会編集委員.

陸水学雑誌のレフリー2件.

d 学生指導､講義など

1997(8月7日),博物館実習.琵琶湖博物館の情報事業.

e 受賞など

3 1書物舘嘉#に関する業績
a 交流 ･サービス活動に関する#績
1997(1月30日),討諌 ｢博物館におけるコンピュータ活用とマルチメディア｣事例発表.日本博物館協会博物館指導者

協議会庶務部門,琵琶湖博物館.

1997(8月5日),回転実験室応用編.琵琶湖博物館ミュージアム観察会,琵琶湖博物館.

b 博物館情報活動に関する#績
1琵琶湖博物館情報システム賃貸借期限満了枚器の更新にあたっての内部ニーズのとりまとめ.

琵琶湖博物館情報システムソフトウェア追加開発にあたっての内部ニーズのとりまとめ.

琵琶湖博物館情報システムの運転管理.

琵琶湖博物館ホームページの内容更新.

琵琶湖博物館Fax情報捷供システムの内容更新.

琵琶湖博物館情報利用量の運営.

C博物館栄料整備活動に関する集紙
日本の湖沼風景撮影(池田湖および周辺小湖沼).
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d 博物館展示活動に関する業紙
琵琶湖博物館企画展示 ｢博物館ができるまで｣,｢直様云実験室つくりのウラ話｣コーナー企画 ･制作.

e 博物館企画調整事業に関する業紙
1997年6月,｢世界古代湖会議｣映像機器操作担当.

4 人事に関すること
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芦谷美奈子 AS川YA,Minako 水生植物生態学

研究部湖沼研究系学芸員 事業部展示科

1 印刷物

a論文など

b その他の印刷物
芦谷美奈子 ･染川香港,1997,アレ,コレためして !ディスカバリー.月刊ミュゼ,26:10-13.

芦谷美奈子,1997,ディスカバリー ･ルームができるまで.高橋啓一編, ｢琵琶湖博物館開館までのあゆみ｣,琵琶湖

博物館,草津,pp.145-147.
芦谷美奈子他,1997,デイスカバT)- ･ルーム ｢ザリガニ｣の作り方.茸琶湖博物館編, ｢博物館ができるまで｣,罪

琶湖博物館,草津,pp.65-67.

芦谷美奈子 ･芳賀裕樹,1997,展示解説編 ｢ティテイカカ湖｣.宮本真二 ･7ント◆.Jll･ロシト ･脇田健一編, ｢琵琶湖博物
館企画展示古代湖の世界展示解説書 ･世界の古代湖ガイド上 琵琶湖博物館,草津,pp.9-12.

芦谷美奈子 ･芳賀裕樹,1997,世界の古代湖ガイド｢ティテイカカ湖｣.宮本真二 ･7ンドリ1-･ロシタ-･脇田健一編, ｢琵
琶湖博物館企画展示古代湖の世界展示解説書 ･世界の古代湖ガイド｣,琵琶湖博物館,草津,pp.65-74.

芦谷美奈子,1998,ベンチャーズもの三点,thet,(58):9.

芦谷美奈子,1998,ディスカバリー ･ルーム.川那部活哉 ･千地万造 ･井倉孝 ･木村滋編 ｢滋賀県立琵琶湖博物館総合

案内｣,莞琶湖博物館,草津,pp.88-づ3.

芦谷美奈子,1998, ｢地蔵川の水生植物｣.米原町教育委員会 ｢ハリヨ生態調査報告書｣,18-22.

C 琵琶湖博物館業績集第1号に掲載されなかった1996年度以前の印刷物

2 研究活動に関する業績
a 学会講演
芦谷美奈子,1997(1月25日),イバラモにおける雄株と雌株の動態について,種子植物談話会,大阪市立自然史博物館.

b 研究プロジェクト
琵琶湖博物館総合研究 ｢琵琶湖沿岸域の生態系と動態に関する研究｣,研究分担者.

琵琶湖博物館総合研究 ｢水田生態系と人間活動に関する研究｣,研究分担者.

琵琶湖博物館総合研究 ｢東アジアの中の琵琶湖,その成立と自然 ･人間生態系に関する研究｣,研究分担者.

琵琶湖博物館共同研究 ｢子ども博物館の展示と利剛 二関する研究｣,研究代表者.

琵琶湖博物館共同研究 ｢社会的要因が内湖の生物環境に与える影響｣,研究分担者.

琵琶湖博物館共同研究 ｢屋外展示空間の生物群集と環境の変化のモニタリング｣,研究分担者.

琵琶湖博物館専門研究 ｢イバラモの雌雄比および雌雄分布とシュート成長に関する研究｣.
米原町教育委員会委託調査 ｢地蔵川のハリヨ調査｣,水生植物担当.

C 学会役員､学会誌レフリーなど

d 学生指導､講義など

e 受賞など

3 博物館事#に関する業績

a 交流 ･サービス活動に関する業績
1997(8月7日),米原町ハリヨ探検 (水草観察).米原町教育委員会主催,米原町醒井公民館.

1997(12月11日),琵琶湖博物館の情報システムについて.日本博物館協会研究協議会 (歴史系),国立民族学博物館.

1997(12月25日),琵琶湖の環境について.志賀堅田ライオンズクラブ,琵琶湖博物館.

1998(3月19日),ヨシ帯の生態学一植物としてのヨシを中心に一.近江八幡市役所.

1997(8月9日),来館者調査 (指導とまとめ).琵琶湖博物館学芸員実習.

1997(3月9日),ヨシ笛をつくってみよう.琵琶湖博物館ミュージアム観察会,琵琶湖博物館.

1998(3月14日),ヨシ笛をつくろう.琵琶湖博物館体験学習のB,茸琶湖博物館.

b 博物館情報活動に関する業績

C博物館資料整備活動に関する業紙
映像資料 ｢中国洞庭湖の漁業一変わりゆく漁法と養殖｣監修,ドキュメンタリージャパン (樵),琵琶湖博物館.
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映像資料 ｢水辺の植物 トトラと暮らす. (南アメリカ ･ティテイカカ湖)｣監修, ドキュメンタリージャパン (秩),

先琶湖博物館.

d 博物館展示活動に関する蕪雑
琵琶湖博物館企画展示 ｢博物館ができるまで｣, ｢ディスカバリー ･ルームができるまで｣コーナー企画 ･制作.
完琶湖博物館企画展示 ｢古代湖の世界｣, ｢ティテイカカ湖｣コーナー企画 ･制作.

e 博物館企画調整事業に関する業績
｢世界古代湖会議｣広報担当および要旨翻訳(部分担当).

4 人事に関すること
滋賀県淡海環境保全事業財団,ヨシ群落減退地域原因調査研究会委員.

滋賀県彦根土木事務所,琵琶湖河川再生事業に関する地域協議会委員.

滋賀県長浜土木事務所,琵琶湖河川再生事業に関する地域協議会委員.
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中藤容子 NAKATO,Yoko 人文地理学 (民俗生態学)

研究部湖沼研究系学芸員 事業部情報センタ-

1 印刷物
a論文など

b その他の印刷物

中藤容子,1997,新撰淡海′ト開襟其の二 ｢ナガシモチのオトリ｣.met52(1/2):9.

中藤容子,1997,琵琶湖博物館収蔵の民具たち.琵琶湖博物館編, ｢博物館ができるまで｣,琵琶湖博物館,草津,

pp.70-71.
中藤容子,1997,子どもと水,水辺の遊びとその道具.茸琶湖博物館編 ｢琵琶湖博物館開館 1周年企画展私とあなたの

茸琶湖アルバム｣,茸琶湖博物館,草津,pp.54158.
前畑改善 ･秋山旋光 ･桑原雅之 ･中藤容子 ･桑村邦彦 ･松田征也,1997,北海道の人びととサケとの関わりの歴史.松

田征也編 ｢水族企画展 北海道の淡水魚｣リーフレット,琵琶湖博物館.草津,pp.1.

C 琵琶湖博物館業績集第1号に掲載されなかった1996年度以前の印刷物

2 研究活動に関する業紙

a 学会講演

b 研究プロジェクト
琵琶湖博物館共同研究 ｢社会的要因が内湖の生物環境に与える影響｣,研究分担者.

琵琶湖博物館専門研究 ｢近江の民具から見た人々の暮らしの多様性｣.

C 学会役員､学会誌レフリーなど
近江八幡市教育委員会 ｢近江八幡の火祭り調査｣調査員.

d 学生指導､講義など

e 受賞など

3 博物館事業に関する業績
a 交流 ･サ-ビス活動に関する業績
1997(2月22日),歴史展示の舞台裏.琵琶湖博物館探検,琵琶湖博物館.
1997(12月6日), ｢湖と人の歴史｣民俗資料をめぐる博物館の活動.琵琶湖博物館入門セミナー,珪琶湖博物館.

1998(1月31日), ｢琵琶湖の民俗 ･民族 ･みんぞく｣琵琶湖水系の漁具-展示室と収蔵庫を巡って-.琵琶湖博物館博

物館講座,究琶湖博物館.

b 博物館情報活動に関する集線
琵琶湖博物館民俗データベースの整備.

琵琶湖博物館画像データベース(民具)の斐備.

C博物館資料整備活動に関する業紙
琵琶湖博物館所蔵民具資料の修復保存処理指導(元興寺文化財研究所).

琵琶湖博物館所蔵民具資料の再登録 ･整理.

d 博物館展示活動に関する#雑
琵琶湖博物館企画展示 ｢博物館ができるまで｣, ｢琵琶湖博物館年表｣および ｢琵琶湖博物館収蔵の民具たち｣コーナ

ー企画 ･制作.

琵琶湖博物館B展示室 ｢琵琶湖の漁具｣コーナー,琵琶湖の漁具データベースの整備.

e 博物館企画調整事業に関する業組

4 人事に関すること
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中井克樹 NAKAl,Katsuki 動物生態学 (理学博士)

研究部湖沼研究系学芸技師 総務部企画調整課

1 印刷物

a 論文など
遊磨正秀 ･田中哲夫 ･竹門康弘 ･中井克樹 ･測側祐一 ･小原明人 ･今泉其知子 ･佐藤浩 .土井田幸郎.1997,瀬田月輪

大池における魚類群集の変遷-12年間の生物学実習の結果より一.Bulle血 ofShigaUniversityorMedicalScience
(GeneralEducation),8:19-36.

Nakai,K.,1997,PreliminaryinvestigationofthelittoralzoneecosystemofLakeBaikal.速磨正秀 ･川那部活哉編,BBTM

湖(琵琶湖 ･パイカル湖 ･タンガニイカ湖 ･マラウイ湖)生態系における生物多様性促進機構の比較研究,pp.25-
28.

Nakai,K･,Kusuoka,Y･&Yamasaki,H･,1997,MolluscanfaunaontheZambiancoastofLakeTanganyika.Hori,M.(ed.),

EcologlCalandLimnologlCalStudyonLkeTanganyikaanditsAdjacentRegionsX,28-29.

Nakai,K･,1997,Distributionandabundanceoflarge-sizedmolluscsandemptyshellsofNeolhaumatanganylCenSeOnthe

sandybouomofsoulhemL止eTanganyika･Hori,M･(ed･).Ecologica一andLimnologicalStudyonLakeTanganyika
anditsAdjacentRegionsX,30-31.

養田由紀子 ･中井克樹編,1997, ｢世界古代湖会議-古代湖における生物と文化の多様性｣要旨集.世界古代湖会議実

行委員会,258pp.

中井克樹 ･成田哲也 ･遊磨正秀,1998,琵琶湖沿岸域における底生動物群集.川那部活哉 ･達磨正秀編平成7-9年度文

部省科学研究費基盤研究(ち)(2)｢琵琶湖沿岸域における環境変動とそれに対する生物群集の動態｣研究成果報告

書,pp.9-26.

遊磨正秀 ･中井克樹,1998,トウヨシノポリの遡上行動と琵琶湖の水位変動.川那部活哉 ･達磨正秀編,平成7-9年

度文部省科学研究費基盤研究(B)(2)｢琵琶湖沿岸域における環境変動とそれに対する生物群集の動態｣研究成果

報告書,pp.27-38.
中井克樹,1998,琵琶湖における外来種の現状と間選点-とくにカワヒバリガイと ｢バス間蓮｣について-.川那部活
哉 ･遊磨正秀編平成7-9年度文部省科学研究費基盤研究(B)(2)｢羊毛琶湖沿岸域における環境変動とそれに対す

る生物群集の動態｣研究成果報告書,pp.63-70.(関西自然保護機構横閑話,18:87-94,1996;の再録)

蓑田由紀子 ･森野泰起 ･中井克樹 ･牧野久美 ･川崎真紀子編,1998,｢世界古代湖会議-古代湖における生物と文化の
多様性｣報告書.世界古代湖会議実行委員会.225pp.

b その他の印刷物

中井克樹,1997,古代湖 ･生物 ･人.水上二己夫他編 ｢琵琶湖博物館だより うみんど (湖人)｣,琵琶湖博物館,草

津,(3):4-5.
中井克樹,1997,古代湖ってなに?宮本真二 ･7ント◆リ1-･ロシ1-･脇田健一編,｢琵琶湖博物館企画展示古代湖の世界展示
解説書 ･世界の古代湖ガイド｣,茸琶湖博物鼠 草津,pp.3-4.

桑原雅之 ･中井克樹,1997,バイカル湖.宮本真二 ･7ント◆.)ll･ロシ1-･脇田健一鼠 ｢琵琶湖博物館企画展示古代湖の世

界展示解説書 ･世界の古代湖ガイド上 琵琶湖博物館,草津,pp.5･8.

養田由紀子 ･中井克樹 ･山崎博史,1997,アフリカ大地溝帯の湖-タンガニーカ湖,マラウイ湖/ニアサ湖,ヴィクト

リア湖.宮本真二 ･7ント●.Jr･ロシ1-･脇EB健一編, ｢茸琶湖博物館企画展示古代湖の世界展示解説書 ･世界の古代

湖ガイド｣,琵琶湖博物館,草津,pp.13-18.

桑原雅之 ･中井克樹,1997,バイカル湖.宮本真二 ･7ント●リ1-･恥卜･脇田健一編, ｢琵琶湖博物館企画展示古代湖の世

界展示解説書 ･世界の古代湖ガイド上 琵琶湖博物館,草津,pp.21-28.

中井克樹,1997,アフリカ大地溝帯と古代湖.宮本真二 ･7ント◆.Jll･｡･)卜 ･脇田健一編,｢琵琶湖博物館企画展示古代湖
の世界展示解説書 ･世界の古代湖ガイド｣,琵琶湖博物館,草津,pp.33-34.

高田由紀子 ･中井克樹 ･山崎博史,1997.タンガニーカ湖.宮本真二 ･アンドリ㌻･ロシト･脇田健一編, ｢琵琶湖博物館企

画展示古代湖の世界展示解説書 ･世界の古代湖ガイド｣,琵琶湖博物館,草津,pp.35-42.
養田由紀子 ･中井克樹,1997,マラウイ(ニアサ)潤.宮本真二 ･7ン｢リ1-･ロシト ･脇田健一編,｢琵琶湖博物館企画展示古
代湖の世界展示解説書 ･世界の古代湖ガイド｣,完琶湖博物館,草津,pp.43-48.

蓑田由紀子 ･中井克樹 ･中島経夫,1997,琵琶湖.宮本其二 ･T/ドリ1-･ロシタ-･脇田健一編, ｢琵琶湖博物館企画展示古

代湖の世界展示解説書 ･世界の古代湖ガイド｣,琵琶湖博物館,草津,pp.49-56.

牧野久美 ･中井克樹,1997,キネレット(ガリラヤ)湖.宮本真二 ･7ント●.)r･ロシト･脇田健一編, ｢琵琶湖博物館企画展示

古代湖の世界展示解説書 ･世界の古代湖ガイ･ド｣,琵琶湖博物館,草津,pp.57-64.
嘉田由紀子 ･前畑改善 ･秋山簾光 ･松田征也 ･中井克樹 ･桑村邦彦 ･桑原雅之,桑原雅之鼠 1997,｢水族企画展 古
代湖の世界一個性的な生き物たち-｣リーフレット,琵琶湖博物館,草津,8pp.

中井克樹,1997,カタツムリ調査の手引き.身近な環境調査資料集(生物調査1993年-1997年).琵琶湖博物館,草津,

pp.38-40(1994年印刷物の再録).

中井克樹,1997,琵琶湖博物館準備室平成6年度参加型調査 ｢カタツムリ調査｣の結果(参加着用).身近な環境調査資

料集(生物調査1993年-1997年),茸琶湖博物館,草津,pp.50-53(1994年印刷物の再録).

中井克樹,1997,琵琶湖博物館準備室平成6年度参加型調査 ｢カタツムリ調査｣の結果-中間報告.身近な環境調査資
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料集(生物調査1993年-1997年),茸琶湖博物館,草津,pp.55-76(1994年印刷物の再録).

中井克樹,1998.水中から見た茸琶湖バス事情.TDPANGLBR(つりトップ別冊)Vol.I:76-77.

中井克樹,1998, ｢水ガメ｣から ｢母なる湖｣へ.瀬戸内海,No.13:4.

中井克樹,1998,フィールドへ出よう! 滋賀県のカタツムリ.水上二己夫他編 ｢琵琶湖博物館だより うみんど (潤

人)｣,琵琶湖博物館,草津,(6):7.

C 詑琶湖博物館業績集第1号に掲載されなかった1996年度以前の印刷物

2 研究活動に関する業績

a 学会講演
中井克樹,1997(3月27日),カワヒバリガイなど淡水棲移入種の影響と対策.日本生態学会第44回大会,北海道大学.

中井克樹 ･中島経夫 ･前畑改善,1997年(6月24日),古代湖としての琵琶湖-生態系の現状.世界古代湖会議,琵琶湖

博物館.

Timoshkin,0.A.,Wada,E.,Kawakatsu,M,Nakai,K.良Nishino,M.,1997年(6月24日),BiodiversityofLakeBiwa-New

findingsandprospectsforreseaTCh.世界古代湖会謙,琵琶湖博物館.
中井克樹 ･松田征也 ･上西実,1998年(2月28日).琵琶湖におけるカワヒバリガイの分布拡大.日本貝類学会平成10年

度大会,名古屋大学.

b 研究プロジェク ト
琵琶湖博物館捻合研究 ｢琵琶湖沿岸域の生態系と動態に関する研究｣,研究分担者,

琵琶湖博物館総合研究 ｢水田生態系と人間活動に関する研究｣,研究分担者.

茸琶湖博物館総合研究 ｢東アジアの中の琵琶湖,その成立と自然 ･人間生態系に関する研究｣,研究分担者.

琵琶湖博物館共同研究 ｢屋外展示空間の生物群集と環境の変化のモニタリング｣,研究分担者.

琵琶湖博物館専門研究 ｢琵琶湖における外来生物に関する研究｣.
平成7-9年度文部省科学研究費基盤研究B(2)｢重吉琶湖沿岸域における環境変動とそれに対する生物群集の動態｣,柿

究分担者.

文部省創成的基礎研究(新プロジェクト)｢地球環境撹乱下における生物多様性の保全及び生命情報の維持管理に関する

総合的基礎研究｣,湖沼研究珪(バイカル湖)研究協力者.

トヨタ財団 ｢アフリカ･マラウイ湖周辺の人々の湖沼生活文化に根ざした生態系保全の方法開発に関する研究｣,研究

分担者.

C 学会役員､学会誌レフリーなど
世界古代湖会議実行委員会企画委員.

El本BICER協議会将来構想検討委員会幹事.

BICER,BDPandDrWPAJointInternationalSymposlumOnLakeBaikal,Vice-SecretaryOfLocalOrganizingCommiuee.

山口貝類同好会査読協力員.

世界古代湖会謙論文集投稿論文査読.

d 学生指導､講義など

1997,滋賀医科大学生物学実習(1年生対象 ･動物生態学).

1997,生物学特論(1年生対象 ･陸水生物学).

1997,生物学特論(2年生対象 ･陸水生物学).

e 受賞など

3 博物館事#に関する業績
a 交流 ･サービス活動に関する集紙
1997(4月23日).琵琶湖のシジミのはなし-日本のシジミ/琵琶湖の貝.瀬田シジミまつり,琵琶湖博物館.

1997(8月24日),琵琶湖の生態系とその現状.関西自然科学研究会,琵琶湖博物館.

1997(11月11日),琵琶湖の生きものたち-最近の話蓮-.大阪府下水道事業促進協議会水質管理部会研修会,琵琶湖博

物館.

1997(11月13日),琵琶湖の生きものたちとその現状.京都大学大学院人間 ･環境研究科公開講座(第2回)1997｢地中 ･

水中から見た自然と人とのかかわり｣,京都大学人間･環境研究科.

1998(2月9El),琵琶湖における外来生物に関する研究(専門研究発表).琵琶湖博物館研究セミナー,琵琶湖博物館.

1998(2月19日),琵琶湖の環境の現状と保全-大型生物の視点から-.瀬戸内海環境保全協会賛助会員研修会,琵琶湖
博物館.

1998(2月23日),里山の生きもの-カタツムリ.KBS京都ラジオ ｢西村寿-のめざましラジオ｣今日のお客さま.

1998(3月10日),カワヒバリガイを追う.NHKラジオジャパン ｢コラム｣.
1997(8月23-24日),琵琶湖博物館夏休み相談室貝類担当.琵琶湖博物館
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1997(8月30日),琵琶湖の貝を調べてみよう.琵琶湖博物館ミュージアム観察会,支琶湖博物館.

b 博物館情報活動に関する集紬
写真データベース(世界の古代湖)データ入力.

C 博物館資料整備活動に関する業績
琵琶湖博物館貝類標本データベースの画面設計.

世界の淡水貝類標本類の体系的収集.

寄贈月額標本に関する資料整備.

d 博物館展示活動に関する業練
琵琶湖博物館企画展示 ｢博物館ができるまで｣.｢世界の湖沼展示ができるまで｣コーナー企画 ･制作.
琵琶湖博物館企画展示

琵琶湖博物館企画展示

琵琶湖博物館企画展示

琵琶湖博物館企画展示

琵琶湖博物館企画展示

茸琶湖博物館企画展示

琵琶湖博物館企画展示

琵琶湖博物館企画展示

琵琶湖博物館企画展示

琵琶湖博物館企画展示

琵琶湖博物館企画展示

琵琶湖博物館企画展示

琵琶湖博物館企画展示

琵琶湖博物館企画展示

｢古代油の世界｣
｢古代湖の世界｣

｢古代湖の世界｣

｢古代湖の世界｣

｢古代湖の世界｣

｢古代湖の世界｣

｢古代湖の世界｣

｢古代湖の世界｣

｢古代湖の世界｣

｢古代湖の世界｣

｢古代湖の世界｣

｢古代湖の世界｣

｢古代湖の世界｣

｢古代湖の世界｣

｢古代湖の世界｣企画 ･制作.

造型 ｢エントランスゾーン｣コーナー企画 ･制作‥

造型 ｢シンボルオブジェ｣コーナー企画 ･制作.

パネル ｢古代湖分布マップ｣コーナー企画 ･制作.

模型 ｢古代湖ジオグラフィックショーケース｣コーナー企画 ･制作.

ビデオ ｢古代湖ダイナミックビジョン｣コーナー企画 ･制作.

ジオラマ ｢バイカル湖の水中世界｣コーナー企画 ･制作.

ビデオ ｢パイカルアザラシ｣コーナー企画 ･制作.

パネル ｢アフリカ大地溝帯の湖｣コーナー企画 ･制作,

パネル ｢カワスズメの多様性｣コーナー企画 ･制作.

ジオラマ ｢タンガニーカ湖の水中世界｣コーナー企画 ･制作.

ビデオ ｢カワスズメの子育て｣.琵琶湖博物館企画展示 ｢古代湖の世界｣
ビデオ ｢カワスズメのエサのとり方｣コーナー企画 ･制作.

操作パネル ｢いろいろな形の歯｣コーナー企画 ･制作.

完琶湖博物館水族企画展 ｢古代湖の世界一個性的な生き物たち-｣,展示水族解説板企画 ･制作.

茸琶湖博物館水族企画展 ｢古代湖の世界一個性的な生き物たち-｣,パネル ｢古代湖-生物進化の舞台-｣コーナー企
画 ･制作.

e 博物館企画調整事業に関する業練
世界古代湖会議実行委員会企画委員.

4 人事に関すること
環境庁希少野生動植物種保存推進員.

平成9年度環境庁自然環境保全基礎調査検討会検討員(無脊椎動物分科会).

滋賀県生きもの絵合調査委員会専門委員(魚 ･貝類部会).

建設省関東地方建設局利根川下流工事事務所利根川下流ヤマトシジミ検討会委員.

1997(7月30日-8月20日),ロシア連邦 ･バイカル湖出張,文部省創成的基礎研究(新プロジェクト),｢地球環境撹乱下
における生物多様性の保全及び生命情報の維持管理に関する総合的基礎研究｣,湖沼研究班(バイカル湖)研究協

力者として.
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牧野久実 MAKINO,Kumi 民族学考古学

研究部湖沼研究系学芸技師 総務部企画調整課

1 印刷物

a 論文など
牧野久美,1997,｢イスラエル人考古学者の心のふるさと､ハツオール｣.月刊みるとす(21):20-23.
牧野久美,1997,｢聖書の民族は証明できる?｣.月刊みるとす,(23):3ト37.
牧野久美,1997, ｢注目される古代湖キネレット｣.月刊みるとす,(26):44-47.

牧野久美,1997,｢水と平和､そして文化｣.月刊みるとす,(29):4ト44.
牧野久美,1997, ｢水と平和､そして文化(その2)｣.月刊みるとす,(30):4ト45.

伊藤栄明 ･石黒真木夫 ･上EEl澄江 ･牧野久美,1998, ｢ヌジ人名資料からの系図の復元について｣.シンポジウム人文

科学における数量的分析,(3):5-10.

b その他の印刷物

牧野久美,1997,キネレット湖･琵琶湖博物館企画展示 ｢古代湖の世界｣ 展示解説書 ･世界の古代湖ガイド,pp.57-
64.

牧野久美,1997, ｢丸子船の陰の立役者｣.水上二己夫他端 ｢琵琶湖博物館だより うみんど (湖人)｣,琵琶湖博物

館,草津,(2):6.

C 琵琶湖博物館#績集第1号に掲載 されなかった1996年度以前の印刷物

2 研究活動に関する業績
a学会講演
牧野久美,1997(6月24日-6月28日),世界古代湖会議ポスター発表 ｢船大工のネットワーク｣.琵琶湖博物館.

伊藤栄明 ･石黒真木夫 ･上田澄江 ･牧野久美,1998(3月9日), ｢ヌジ人名資料からの系図の復元について｣.シンポジ

ウム人文科学における数量的分析(3),文部省統計数理研究所.

b 研究プロジェクト
文部省科学研究費重点領域研究 ｢古代社会の人口復元｣,研究分担者.

科学研究費助成研究 ｢遺跡土軌 二含まれる有横遺物の採集 ･分析法の開発｣,研究分担者.

笹Jlly団助成研究 ｢木造船の保存処掛 こ関する研究｣,研究分担者.

C 学会役員､学会誌レフリーなど
牧野久美,1997(6月24日),世界古代湖会議分科会座長.

牧野久美,1998(4月1日)-2000(3月31日),国立民族学博物館協力者.

牧野久美,1998.世界古代湖会議出版物レフリー2件.

d 学生指導､講義など

e 受賞など

3 博物館事業に関する業績
a 交流 ･サービス活動に関する#績
1997(2月26日)丸子船について.近鼓地区教育研究研修会,琵琶湖博物館.

1997(3月24日)湖と遺跡.犬上郡教育振興協諌会文化財部会例会,完琶湖博物館.

1997(8月28日)丸子船につい｣.県総合教育センター社会科体験講座,琵琶湖博物館.

1997(9月4日)丸子船について.兵庫県教育研究研修会,琵琶湖博物館.

1997(11月2相 )丸子船について.京都府立東宇治高等学校セミナー,琵琶湖博物館.

1997(12月5日)丸子船について.大阪府教育委員会文化財保護課セミナー,琵琶湖博物館.

1998(2月7日)丸子船について.滋賀県立大津口高等学校セミナー,琵琶湖博物館.

b 博物館情報活動に関する#績

C 博物館栄料整備活動に関する業績
琵琶湖木造船模型製作.

d 博物館展示活動に関する業績
琵琶湖博物館企画展 ｢世界の古代湖｣, ｢世界の文化的古代湖｣コーナー企画 ･制作.
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e 博物館企画調整事業に関する業紙
世界古代湖会議企画委員会企画委員.

4 人事に関すること
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芳賀裕樹 HAGA,Hiroki 湖沼学 (理学博士)

研究部湖沼研究系学芸技師 事業部情報センター

1 印刷物

a 論文など

b その他の印刷物
芳賀裕樹他,1997,-琵琶湖の琵琶湖らしさを理解するために- ｢世界の湖沼｣展示ができるまで.茸琶湖博物館編,

｢博物館ができるまで｣,琵琶湖博物鼠 草津,pp.57-59.
芳賀裕樹 ･芦谷美奈子,1997,展示解説編ティテイカカ湖.宮本真二 ･7ン｢.)11･ロシト･脇田健一鼠 ｢重吉琶湖博物館企

画展示古代湖の世界展示解説書 ･世界の古代湖ガイド｣,琵琶湖博物館,草津,pp.9-12.
芳賀裕樹 ･芦谷美奈子,1997,世界の古代湖ガイドティテイカカ湖.宮本真二 ･7ント◆.71-･ロシト ･脇田健一編, ｢琵琶湖

博物館企画展示古代湖の世界展示解説書 ･世界の古代湖ガイド｣,琵琶湖博物館,草津,pp.65-74.
芳賀裕樹,1997,琵琶湖博物館における画像データベース.珪琶湖博物館 1周年企画展｢あなたと私の琵琶湖アルバム｣
展示ガイド,pp.102-103.

芳賀裕樹,1997,湖水と物質の動きを調べる.川那部活哉 ･千地万造 ･井倉孝 ･木村滋編 ｢滋賀県立琵琶湖博物館総合

案内｣,琵琶湖博物鼠 草津,pp.64.

C 琵琶湖博物館業績集 1号に掲載されなかった1996年度以前の印刷物

2 研究活動に関する業績

a 学会講演

b 研究プロジェクト
琵琶湖博物館総合研究 ｢琵琶湖沿岸生態系の構造と動態に関する研究｣,研究代表者.

琵琶湖博物館専門研究 ｢琵琶湖湖水に於ける溶存有機物､特に溶存アミノ酸の挙動について｣.
米原町教育委員会委託調査 ｢米原町のハリヨ調査｣,分担研究者.

米原町教育委員会委託調査 ｢地蔵川の水質｣,分担研究者.

C 学会役員､学会誌レフリーなど

d 学生指串､講義など

3 博物館事業に関する業績
a 交流 ･サービス活動に関する業績

1997(1月15日),烏丸半島の水鳥.琵琶湖博物館ミュージアム観察会,琵琶湖博物館.

1997(7月2日,5日),水際の生態.支琶湖博物館入門セミナー,琵琶湖博物館.

1997(7月27日),琵琶湖の魚は何を食べているか.琵琶湖博物館ミュージアム観察会,琵琶湖博物館.

1997(7月),ミクロな生きもの観察会.琵琶湖博物館ミュージアム観察会,琵琶湖博物館.

b 情報活動に関する業績
静止画データベースの設計 ･運用 ･資料登録に関する事業統括

(静止)画像データベース(一般公開用)の設計.

静止画資料のフォトCD化に関すること.
静止画資料(フイルム)の整理方針の策定ならびに実務.

動画資料の情報利用量ビデオ･オン･デマンドシステムへの登録 ･運用.

琵琶湖博物館静止画資料収集に関する事業競括.

琵琶湖博物館動画資料整理.629件登録.

動画資料 ｢今月のびわ湖｣11本製作.

動画資料の購入に関すること.

博物館への寄贈を希望する動画資料の内容についてのレポート作成に関すること.

C 資料整備活動に関する業績
収蔵庫の環境測定に関すること.

d 展示活動に関する業績
茸琶湖博物館企画展示 ｢博物館ができるまで｣.｢世界の湖沼展示ができるまで｣コーナー企画 ･制作.
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琵琶湖博物館企画展示 ｢古代湖の世界｣,｢ティテイカカ湖｣コーナー企画 ･制作.
琵琶湖博物館企画展示 ｢あなたと私の琵琶湖アルバム｣,画像データベースコーナー企画 ･制作.

e 企画調整事業
｢世界古代湖会議｣映像横器操作担当.

4 人事に関すること
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亀田佳代子 KAMEDA,Kayoko 鳥類生態学 (理学博士)

研究部湖沼研究系学芸技師 事業部交流センター

1 印刷物

a 論文など

b その他の印刷物
亀田佳代子,1998,フィールドへ出よう!｢あなたもフィールドレポーターになってみませんか?｣.水上二己夫他編

｢琵琶湖博物館だより うみんど (湖人)｣,琵琶湖博物館,草津,(5):7.

亀田佳代子,1997, ｢ミルクで子育てをするキジバト｣.日本野鳥の会京都支部会報(8S):20.

亀田佳代子ほか,1997,世界の古代湖ガイド｢ティテイカカ湖｣.宮本真二 ･7ント◆.ll-･ロシター･脇田健一編, ｢琵琶湖博

物館企画展示古代湖の世界展示解説書 ･世界の古代湖ガイド｣,琵琶湖博物館,草津,pp.69-70.

C 琵琶湖博物館#績集第1号に掲載されなかった1996年度以前の印刷物

2 研究活動に関する業績
a 学会講演

亀田佳代子 ･東正彦 ･山村則男 ･安部琢哉,1997(3月28日),ミルク給餌をする鳥のクラッチサイズ理論.第44回日本

生態学会大会,札幌.

亀田佳代子,1997(9月21日),マレーシアにおけるクリイロバンケンモドキRJu'noTd7aCJ)Jorophaeusの繁殖記録.1997年
度日本鳥学会大会,新潟.

b 研究プロジェクト
琵琶湖博物館総合研究 ｢水田生態系と人間活動に関する総合研究.｣,研究分担者.

琵琶湖博物館共同研究 ｢社会的要因が内湖の生物環境に与える影響｣,研究分担者.

琵琶湖博物館共同研究 ｢屋外展示空間の生物群集と環境の変化のモニタリング｣,研究分担者.

琵琶湖博物館専門研究 ｢琵琶湖周辺に生息する鳥類の生態学的研究｣.

C 学会役員､学会誌 レフリーなど
日本鳥学会選挙管理委員.

鳥(strix(日本野鳥の会学術誌))レフリー1件.

d 学生指導､統裁など

e 受賞など

3 博物館事#に関する業績
a 交流 ･サービス活動に関する業績
1997(7月4日),身近な鳥のくらしや子育て.草津市立常盤小学校 ｢鳥や花と心を結ぶ常盤っ子の集い｣,草津市志那中

町.

1997(7月12日),身近な鳥の生態-ミルクで子育てをするキジバトの繁殖様式一.びわ科学懇談会第21回公開懇談会,

彦根市滋賀県立大学.

1997(10月27日),身近な鳥と人とのかかわり.信楽町立信楽中学校 ｢環境教育講演会｣,甲賀郡信楽町.

1997(10月15日),Ntd(衛星第2野鳥百景 ｢キジバト｣.解説 ･撮影.

1997(12月7日),身近な環境調査一一層 琶湖博物館のとりくみ.地学団体研究会京都支部会 ｢我々の身近な環境を考える｣,

京都市伏見区京都教育大学.

1997(12月13日),第6回チャレンジクラブ-茸琶湖 ･草津ウオッチングパート4-.くさつチャレンジクラブ,草津市下

物琵琶湖博物館.

1997(1月15日),鳥丸半島の水息 琵琶湖博物館ミュージアム観察会,琵琶湖博物館.

1997(7月2日,5日),水際の生態学.琵琶湖博物館入門セミナー,琵琶湖博物館.

1998(1月10日,24日),水鳥に親しもう.琵琶湖博物館体験学習の日,琵琶湖博物館

1998(2月8日),琵琶湖の水鳥かんきつ会.琵琶湖博物館ミュージアム観察会,琵琶湖博物館

1998(3月1日),フィールドレポーター交流会.琵琶湖博物館フィールドレポーター,琵琶湖博物館.
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b 博物館情報活動に関する業紙

C 博物館貸料整備活動に関する業績

d 博物館展示活動に関する#績

琵琶湖博物館C展示いきものコレクション ｢滋賀の鳥｣引き出しの展示作成 ･写真受け入れ.

e 博物館企画調整事業に関する#績

4 人事に関すること
滋賀県生きもの総合調査委員会専門委員(鳥類部会),滋賀県自然保護課.
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里口保文 SATOGUCHt,Yasu仙mi 火山灰屠序学 (理学博士)

研究部湖沼研究系学芸技師 事業部資料科

1 印刷物

a 論文など
里口保文,1997,上絵層群の火山灰層序及び上総 ･大阪 ･魚沼層群のテフロゾーンの比較.地球科学,51:104-Ilる.

吉川周作 ･三田村宗樹 ･内山高 ･長橋良隆 ･槻木玲美 ･EdySunarudi･里口保文 ･橋本走樹 ･山本岩雄 ･田中里志 ･山崎
博史 ･佐藤隆春 ･市J廿秀之,1997,大阪狭山市狭山池堆積物における液状化跡.地質学雑誌,loョ:982-989.

里口保文 ･吉川周作,1998,野洲川の火山灰.甲西町朝国の野洲川河床足跡化石調査報告,甲西町教育委員会,pp.19-
23

b その他の印刷物

C 琵琶湖博物館業績集第1号に掲載されなかった1996年度以前の印刷物

Nakayama,K.,Yoshikawa.S.,Nagahashi,Y･,Satoguchi,Y･,Kono,K･,1994,ApyroclasticnowdepsltiT)terCalatedillthe

UpperCenozoicTokaiCoup,centralJapaTI/meJoumaloftheGeologlCalSocietyofJapan･,100:880-883.
里口保文,1995,上総層群中･下部の火山灰層序.地質学雑誌,101:767-782.

Satoguchi,Y.,1996,TephrosLraLigTaPhyofQuatemarySystemsintheBosoPeninsula,Japan.ProceedingsontheResearchof

straLOtyPefortheLower-MiddlePleistoceneboundary,24-35.
星口保文 ･吉川周作 ･笹尾英嗣 ･長橋良隆,1996,静岡県の鮮新一更新続掛川層群上部の火山灰層とその広域対比.也

球科学,50:483-500.

吉川周作 ･里口保文 ･長橋良隆,1996,第三紀 ･第四紀境界層準の広域火山灰層一福田 ･辻又川 ･Kd38火山灰層-.也

質学雑誌,102:2581270.

三田村宗樹 ･吉川周作 ･里口保文 ･内山高 ･EdySunardi･橋本定樹 ･山本岩雄 .田中里志 ･山崎博史 ･佐藤隆春 ･市川

秀之,1995,大阪狭山市狭山池北堤体の崩壊断面について.Proceedingsofthe5thSymposiumonGeo-
Envi∫onmentsandGeo-1ech山cs,45-50.

2 研究活動に関する業績

a学会講演
里口保文,1997,掛川層群の火山灰層.化石研究会学術大会,静岡県清水市.

b 研究プロジェクト
琵琶湖博物銘共同研究 ｢琵琶湖周辺域における過去一万年間の自然環境と人間活動の変遷｣,研究分担者.

琵琶湖博物館共同研究 ｢古琵琶湖官許の足跡化石調査とその研究法の開発｣,研究分担者.

究琶湖博物館専門研究 ｢古文琶湖層群とその同時代の堆積局に挟在する火山灰層の対比｣.

C 学会役且､学会誌レフリーなど

d 学生指導､講義など

e 受賞
1997,日本地質学会研究奨励賞.

3 博物館事#に関する業績
a 交流 ･サービス活動に関する業績
1997(5月7日,5月10日),琵琶湖のおいたち.琵琶湖博物館入門セミナー前期,琵琶湖博物館.

1997(11月19日,11月22日),大地の歴史.琵琶湖博物館入門セミナー後期,茸琶湖博物館.

1997(12月14日),地層のできかた.琵琶湖博物館ミュージアム観察会,琵琶湖博物館.

1997,水上二己夫他編 ｢琵琶湖博物館だより うみんど (湖人)｣,琵琶湖博物館,草津,(3-6)企画.

b 博物館付報活動に関する業績

C博物館賛料整備活動に関する#紙
地学収蔵庫資料整理マニュアル.

d 博物館展示活動に関する業細
平成10年度琵琶湖博物館企画展示 ｢絶滅と進化,動物化石が語る東アジア500万年｣.企画副担当.
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e 博物館企画調整事#に関する業績

4 人事に関すること

1997(4月1日),滋賀県技術吏員に任命､琵琶湖博物館学芸技師,滋賀県知事.
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嘉田由紀子 KADA,Yukiko 環境社会学 ･文化人類学 (農学博士)

研究部集水域研究系総括学芸員 総務部企画調整課長

1 印刷物

a 論文など
遊磨正秀 ･養田由紀子 ･藤岡正弘,1997,水辺の遊びに見る生物相の時代変遷と意識変化.完琶湖博物館研究調査報告

書,(9):pp,1-207.

嘉田由紀子,1997,写真が語る環境の変遷.琵琶湖博物館編 ｢琵琶湖博物館開館1周年企画展私とあなたの琵琶湖アル

バム｣,琵琶湖博物館,草津,PP.6-53.

嘉田由紀子,1997,生活実践からつむぎ出される重層的所有観一余呉湖周辺の共有資源の利用と管理.環境社会学研究,

3:72-85.

嘉田由紀子,1997,ウンコ･オシッコを水に流さない精神文化をもとめて-住民参加の水環境カルテ調査から-.水情

報,17(10):3-6.

嘉田由紀子,1997,都市化に伴う環境認識の変速一映像による小さな物言告-.青木保他編,｢岩波講座 ｢文化人類学｣
2｣,岩波書店,東京,pp.1-33.

高田由紀子,1997,多様なかかわりを忘れた二十世紀子日本.京都総合研究所婿, ｢京都大学の世紀子1897-1997｣,

(秩)紫翠会出版,京都,pp.54-58.

遊磨正秀 ･嘉田由紀子 ･中山節子,1998,身近な水辺環境における ｢人一水辺一生物｣間の相互作用一滋賀県余呉湖

周辺の事例から-.環境技術,27(4):289-295.

b その他の印刷物

斉田由紀子,1997,琵琶湖は展示可能か?-琵琶湖博物館開館直後の一学芸員のつぶやき-.民博通信,76:1-16.

嘉田由紀子 ･中井克樹 (棉),1997,｢世界古代湖会議-古代湖における生物と文化の多様性｣要旨集.世界古代湖会
議実行委員会,258pp.

斉田由紀子,1997,昭和39年5月10日:富江家生活情景再現展示ができるまで.琵琶湖博物館編,｢博物館ができるまで｣,
完琶湖博物館,草津,pp.42-48.

嘉田由紀子,1997,村落社会のもつ共有資源管理機能-その東アジア的生態構造のかかわりで-.シンポジウム東アジ

ア社会の構造と変動一伝統 ･変革 ･課選一,東北大学大学院情報科学研究札 仙台,pp.10-ll.

達磨正秀 ･田中敏博 ･蓑田由紀子,1997,8年目のホタルダス.私たちのホタル,8:4-18.

小川四良 ･川那部活哉 ･蓑田由定子,1997,沖島の漁業の変遷など-小川四良さんを訪ねて- (対談).水上二己夫他

編 ｢琵琶湖博物館だより うみんど (湖人)｣,琵琶湖博物館,草津,(3):4-5.

川那部活哉 ･蓑田由紀子,1997,館長にきく!一世界古代湖会議をおわって- (対談).水上二己夫他編 ｢重吉琶湖博物

館だより うみんど (湖人)｣,琵琶湖博物館,草津,(4):2-3.

嘉田由紀子 ･前畑改善 ･秋山廉光 ･松田征也 ･中井克樹 ･桑村邦彦 ･桑原雅之,桑原雅之編,1997,｢水族企画展 古
代湖の世界一個性的な生き物たち-｣リーフレット,琵琶湖博物鼠 草津,8pp.

養田由紀子 ･今森光彦,1997,琵琶湖からのメッセージ (対談).日立,2:2-8

斉田由紀子,1997,尿は捨廻酒一身辺の野性-.まほら,ll:20-21.

嘉田由紀子,1997,古代湖における生物と文化の多様性.mECNewsLelter,30:5.

嘉田由紀子,1997,TTLeirBiologicalandCulturalDiversities.n_ECNewsLetter,30:5.

嘉田由紀子,1997,伝達人.cRCコミュニケーション,347:3-4.

高田由紀子,1997, ｢写真でたどるマラウイ今昔 :1946vs1996｣.宮本真二 ･7ント●リン･ロシター･脇田健一編, ｢琵琶湖博

物館企画展示古代湖の世界展示解説書 ･世界の古代湖ガイド｣,重吉琶湖博物館,草津,pp.18-20.

嘉田由紀子 .中井克樹 ･山崎博史,1997,タンガニーカ湖.宮本真二 ･7ン｢'h-･ロシター･脇田健一編, ｢茸琶湖博物館企

画展示古代湖の世界展示解説書 ･世界の古代湖ガイド｣,琵琶湖博物館,草津,pp.35-42.

嘉田由紀子 ･中井克樹,1997,マラウイ(ニアサ)潤.宮本真二 ･7ント◆リr･ロシト ･脇田健一編, ｢琵琶湖博物館企画展示古

代湖の世界展示解説書 ･世界の古代湖ガイド｣,琵琶湖博物館,草津,pp.43-48.

嘉田由紀子 ･中井克樹 ･中島経夫,1997,琵琶湖.宮本真二 ･7ン｢.)i-･ロシ1-･脇田健一鼠 ｢琵琶湖博物館企画展示古

代湖の世界展示解説書 ･世界の古代湖ガイド｣,琵琶湖博物鼠 草津,pp.49-56.

嘉田由紀子 ･内田臣-,1997,ボーデン湖.宮本真二 ･7ン｢.h一･U･)卜 ･脇田健一編, ｢琵琶湖博物館企画展示古代湖の

世界展示解説書 ･世界の古代湖ガイド｣,琵琶湖博物館.草津,pp.75-80.

フレネット,J.J.嘉田由紀子 ･内田臣-,1997,レマン湖.宮本臭二 ･7ン｢.).1-･｡シト ･脇田健一編, ｢琵琶湖博物

館企画展示古代湖の世界展示解説書 ･世界の古代湖ガイド｣,完琶湖博物館,草津,pp.81-86.

養田由紀子,1997,｢世界の古代湖｣マラウイ湖.京都新札 (1月23日).

- 35 -



養田由紀子,1997,博物館の自分化.京都新聞,(3月5日).

蓑田由紀子,1997,ある父親の嘆き.京都新開,(5月1日).

嘉田由紀子,1997,アフリカの湖国から届いた丸木舟.中日新聞,(5月10日).

嘉田由紀子,1997,｢琵琶湖とともに｣第9部明日へ.京都新聞,(6月10日).
養田由紀子,1997, ｢口こみ｣の力.京都新開,(8月27日).

嘉田由紀子,1997,1枚の写真から.京都新開,(10月30日).

養田由紀子.1997,暮らしを社会を変える.京都新聞,(11月27日).

嘉田由紀子,1997,チムエムエ君の悩み.京都新開,(12月26日).

嘉田由紀子,1997,湖の自然と人のかかわりを"環境展示",琵琶湖博物館 (インタビュー).BIO-City,10:66-72.

横山裕道 ･養田由紀子 ･薬師寺泰蔵,1997,エクセレントな地球環境を考える (座談会記録).縁,76:3-15.

蓑田由紀子 ･中井克軌 1998,琵琶湖に暮らす一前野写真館-. ｢びわこ7●ック上 pp.75-90.
蓑田由紀子 ･森野泰起 ･中井克樹 ･牧野久美 ･川崎真紀子(編),1998, ｢世界古代湖会議-古代湖における生物と文化

の多様性｣報告書.世界古代湖会議実行委員会,225pp.

C 琵琶湖博物館業績集第1号に掲載 されなかった1996年度以前の印刷物

英田由紀子,1992,大潮(タイ7-)-江南水郷の中心.滋賀県琵琶湖研究所編 ｢世界の湖｣,人文書院,東京,pp.32-
35.

第田由紀子,1994,関係性をあらわす博物館.初等理科教育,28(13):9.

養田由紀子ほか,1992,座談会参加型博物館を考える-(仮)びわこ博物館がうごきはじめました.美しい自然,51:3-
9.

嘉田由紀子,1992,環境問題を考える-びわ湖とわたしたち-びわ湖の自然環境.生涯学習通信講座,3(I):I-12.

嘉田由紀子,1992,環境問題を考える-びわ湖とわたしたち-びわ湖の歴史的遺産.生涯学習通信講座,3(2):1113.

嘉田由紀子,1992,環境問題を考える-びわ湖とわたしたち-変容したびわ湖.生涯学習通信講座,3(3):ト12.

嘉田由紀子,1992,環境問題を考える-びわ湖とわたしたち-びわ湖の水と水環境.生涯学習通信講座,3(4):H l.

高田由紀子,1992,環境問題を考える-びわ湖とわたしたち一私たちに何ができるのか?.生涯学習通信講座,3(5):

-I-12.

嘉田由紀子,1993,2600人全員にいただいた箕です. ｢私たちのホタル｣,4:ll-12.

嘉田由紀子,1993,アメリカ･メンド一夕湖における富栄養化とのたたかい-その100年の下水処理の歴史を採る-.

下水文化研究会講演集,(I):288-297.

嘉田由紀子,

嘉田由紀子,

嘉田由紀子,

寮田由紀子,

嘉田由紀子,

高田由紀子,

養田由紀子,

1994,川と生き物と人間.いちいがし,77:10-ll.

1995,環境問題と下水文化-その生活文化論的アプローチ-.下水文化研究,7:4-28

1996,7年目の ｢しつこくホタルダス｣.私たちのホタル,7:4-21.
1996,フォトニュース.ホタルのお宿,24:8.

1996,長浜市米川あたり.共済広報,296:16.

1996,農村の暮らしと水.琵琶湖博物館展示展示ガイド,60-76.

1996,ホタルと人と環境と.琵琶湖博物館展示展示ガイド,98-99.

嘉EEl由紀子,1996,近畿と琵琶湖.琵琶湖博物館編 ｢琵琶湖博物館展示展示ガイド｣,琵琶湖博物館,草津,pp.100-

101.

長谷川公一 ･蓑田由紀子,1996,r生活世界の環境学｣長谷川公一氏の書評にこたえて (対談).ソシオロジー,127:
132-136.

2.研究活動に関する業績
a 学会講演

轟田由紀子,1997(2月),生活環境主義とは?-その理論と実践のいれこ構造について-.第10回環境倫理研究会,学士

会館,東京.

Kada,Yukiko,1997(June24),EnvironmentalHistoryofLakeBiwaDuringthePast100YearsOfModemization･lnLernalional

ConferenceorAncientLakes,LakeBiwaMuseum.

高田由紀子,1997,村落社会のもつ共有資源管理機能-その東アジア的生態構造のかかわりで一.シンポジウム東アジ

ア社会の構造と変動一伝統 ･変革 ･課題-,東北大学.

Kada,Yukiko,1998(Mar.20),Socio-CulturalBackgroundorSuslainabililyoHapaneseRuralSociety.tnlernational

ConrerenceonAgroecology,巴himeUniv･

b 研究プロジェクト
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琵琶湖博物館共同研究 ｢生活と科学の接点としての環境調査の手法開発に関する研究｣,研究分担者.

琵琶湖博物館専門研究 ｢湖沼文化をめぐる比較文化論的研究｣.
トヨタ財団 ｢アフリカ･マラウイ湖周辺の人びとの湖沼にかかわる生活文化に根ざした生態系保全の方法開発に関する

研究一琵琶湖地域との比較の視点を含めて-｣.
笹川科学研究助成金 ｢住民参加による水環境調査結果のデータベース化と博物館展示への展開に関する方法論的研究｣.

C 学会役員､学会誌レフリーなど
｢世界古代湖会議｣実行委員会企画委員.

日本村落研究学会理事.

国際交流委貞会委員長.

日本社会学会編集委員,レフェリー2件.

日本環境社会学会,レフェリー1件.

日本エコミュージアム学会理事.

d 学生指導､講義など
講義京都大学大学院人間環境学研究科非常勤講師 (地域文化環境論).

講義滋賀県立大学非常勤講師 (地域生活論).

学生指斗国際交流基金派遣中国留学生修士課程学生指導 (張雲暁)指導テーマ :託琶湖周辺の生活文化に根ざした環境

保全に関する研究.

学生指導京都教育大学大学院修士課程学生指導 (祭世蓉)指導テーマ :生涯学習時代における地域博物館.

e 受賞

3 博物館事業に関する業績

a 交流 ･サービス活動に関する蕪雑

1997,水上二己夫他編 ｢琵琶湖博物館だより うみんど (湖人)｣,完琶湖博物館,草津,(3-6)企画.

1997(2月),生活環境主義とは?-その理論と実践のいれこ構造について-.第10回環境倫理研究会,学士会館本郷分館.

1997(4月),利用の視点から博物館を考える-.ミュージアム利用研究会,琵琶湖博物館,草津市.

1997(4月),琵琶湖一暮らし･風俗風景-.BBC開局25周年特別番組,びわこ放送.

1997(4月),生活文化の多様性と生態系一余呉湖の事例より-.余呉湖生態系保全シンポジウム,国民宿舎余呉湖荘別館,

余呉町.

1997(6月),余呉湖は誰のものか?-湖をめぐる生活実践と上下流葛藤の生活環境史-.松阪大学.

1997(6月),生活世界が病んでいる20世紀末の日本.琵琶湖博物館,草津市.

1997(7月),1次産業の多面的機能は?.琵琶湖博物館,草津市.

1997(7月),水辺の遊び文化から､水辺保全を考える.生物 ･文化多様性アジアフォーラム,新宿三井ビル.

1997(7月),トヨタ財団第7回市民研究コンクール第4回選考委員会,安田火災海上本社ビル.

1997(8月),琵琶湖一人と水とのかかわり-.浄土宗青年会中央研修会,滋賀県.

1997(9月),水と環境と文化.第5回水資源に関するシンポジウム,日本学術会議.

1997(9月),日本における住民生活と環境間瓢 こついて. ｢東アジア｣シンポジウム,東北大学青葉記念会館.

1997(9月),400万年の歴史から見たびわ湖の価値.水環境シンポジウム,滋賀県立女性センター,近江八幡市.

1997(9月),琵琶湖の水文化と展示.1997年水環境セミナー,琵琶湖博物館,革津市.

1997(10月),琵琶湖博物館の現状と課題.第3回産業技術博物館構想ワーキンググループ,琵琶湖博物館,草津市.

1997(10月),平成9年度奈良国立文化財研究所調査研究指導員会.平城宮跡資料館,奈良市.

1998(1月),生活現場から見る環境変遷への気づき.全国国語教育研究大会,京都会鼠 京都市.

1998(1月),琵琶湖博物館の情報収集とデータベース化 成安造形大学公開講座,京都リサーチパーク西地区サイエンス

センタービル,京都市.

1998(1月),世界の湖と琵琶湖.山中比叡平学区国際理解講座,山中比叡平公民館,大津市.

1998(2月),NHKニュースパーク関西 ｢この人にインタビュー｣ .琵琶湖博物館について.NHK大阪放送局,大阪市.

1998(2月),21世紀子に向けてのびわ湖周辺の生活文化.今津住民講座 ｢森と湖と家族｣,今津東コミュニティセンター,

今津町.

1998(2月),今もとめられるまちづくりとは.彦根市田附地区土地利用調整推進事業新兵会,田附町公民館,彦根市.

1998(2月),地域特性を自覚化するプロセスとしての調査研究一琵琶湖研究の経験から-.平成9年度地域科学技術政策

研究会.科学技術庁,東京都.

1998(2月),生活世界の環境学.滋賀県レイカデイア大学,滋賀県立長寿社会福祉センター,草津市.
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1998(3月),生活が変わると琵琶湖も変わる.甲良町小川原地区学習会,小川原公民館,甲良町

1998(3月),環境社会学からみる里山.日本生態学会自由集会,法然院,京都.

b 博物館情報活動に関する業組
写真が語る環境変遷.今昔写真キャプション156点.

｢写真で見る生活史｣.写真収集 ･追加登録 (5000点).

C 博物館資料整備活動に関する業績

d 博物館展示活動に関する業組
琵琶湖博物館企画展示 ｢博物館 ､iできるまで｣.｢民家の移築｣コーナー企画 ･制作.
琵琶湖博物館企画展示 ｢古代湖の世界｣.コーナー企画 ･制作.

琵琶湖博物館企画展示 ｢私とあなたの琵琶湖アルバム｣.企画 ･制作.

e 博物館企画調整嘉#に関する半紙

4 人事に関すること
環境庁自然環境保全審議会委員.

国土庁国土審議会専門委員 (近畿圏整備特別委員会).

建設省河川審議会環境教育小委員会委員.

京滋奈三広域交涜圏検討委員会委員.

滋賀県立大学研究交流財団評議員.

奈良国立文化財研究所調査研究指導員全委員.

青森県総合運動講演遺跡ゾーン公開活用専門委員会 (三内丸山遺跡).

草津市総合計画審議会委員.

トヨタ財団市民研究コンクール選考委員.
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草加伸吾 KUSAKA,Shingo 森林生態学 ･森林水文学

研究部集水域研究系主任学芸員 事業部交流センター

1 印刷物
a 論文など

b その他の印刷物

草加伸吾,1997,滋賀県立琵琶湖博物館紹介一屋外展示を中心に-.石楠花,(10):1-4.

C 琵琶湖博物館業組集第1号に掲載 されなかった1996年度以前の印刷物
草加伸吾,1995,(仮称)滋賀県立琵琶湖博物館について.楓,14(49):ll-14.

草加伸吾,1995,琵琶湖の水は森から生まれる.湖国と文化,(74):82-85.

2 研究活動に関する業紙

a 学会講演
草加伸吾 ･浜端悦治,1997(to月),｢朽木実験集水域の土壌の現状上 ｢森林伐採が環境に及ぼす影響｣中間報告会,
琵琶湖問題に関する試験研究棟関連絡会議主催研究会,朽木いきものふれあいの里センター.

草加伸吾 ･浜端悦治,1998(3月), ｢森林土壌の水質形成過程 (Ⅱ)-伐採前後の大雨流出時における水質比較 (伐採l

年目)｣.第45回El本生態学会大会,京都大学.

b 研究プロジェクト
琵琶湖博物館共同研究 ｢屋外展示空間の生物群集と環境の変化のモニタリング｣,研究代表者.

琵琶湖博物館専門研究 ｢植生と水質調節一降雨流出時の水質変化の組成解析｣.
琵琶湖研究所プロジェクト研究 ｢森林伐採が環境に及ぼす影響｣のサブプロジェクト｢森林土壌での水質形成過程の把

握｣,研究分担者.

C 学会役員､学会誌 レフリーなど

d 学生指導､講義など

e 受賞

3 博物館事業に関する業績
a 交流 ･サービス活動に関する集紙
1997(11月7日),｢博物館の森の観察 (秋編)｣.博物館の屋外展示にて,琵琶湖博物館フィール ド観察会,茸琶湖博
物館.

b 博物館情報活動に関する業績

C博物館賛料整備活動に関する業練

d 博物館展示活動に関する業績
琵琶湖博物館企画展示 ｢博物館ができるまで｣.｢レプリカ展示のできるまで｣コーナー一部分担.
屋外展示太古の森の施行.

e 博物館企画調整事業に関する業績

4 人事に関すること
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高橋啓一 TAKAHASHJ,Keiichi 古脊椎動物学 (歯学博士)

研究部集水域研究系主任学芸員 事業部展示科長心得

1 印刷物

a 論文など
高橋啓一 ･岡村言明,1997,古琵琶湖層群から産出したウマ類上腕骨.地質学雑誌,103(4):39ト393.

岡村喜明 ･高橋啓一 ･黒川明 ･滋賀県足跡研究会,1997,古珪琶湖層群産足跡化石とその調査 ･研究法.化石研究会会

誌,30(1):1-10,

岡村喜明 ･北林栄一 ･高橋啓一,1997,大分県における足跡化石の予察的調査.化石研究会会誌,30(2):55-65.

岡村喜明 ･高橋啓一,1998,下坂中町遺跡からの足跡について.長浜市埋蔵文化財調査資料,23:39-42.

b その他の印刷物

高橋啓一,1997,開館した琵琶湖博物館.地団研会誌 ｢そくほう｣,(1月IE]).

高橋啓一,1997,日Lが-の名前のついた象化石.Duet,54(5,6):9.

高橋啓一,1997,地域に根ざして世界に発進する展示をめざして.展示学,24:52-53.

高橋啓一,1997,博物館なれど準備室.展示学,24:59.

高橋啓一編,1997, ｢琵琶湖博物館開館までのあゆみ｣,託琶湖博物館,草津,pp.254
高橋啓一,1998,50万年前にびわ湖にツルの足跡.滋賀民報,(2月22日).

高橋啓一.1998,書評 ｢恐竜復元｣.地球科学,52:167.

高橋啓一,1998,A展示室 琵琶湖のおいたち.川那部活哉 ･千地万遥 ･井倉孝 .木村滋編 ｢滋賀県立茸琶湖博物館結

合案内｣,琵琶湖博物館,草津,pp.8-23.

C 琵琶湖博物館業紙集第1号に掲載 されなかった1996年度以前の印刷物

2 研究活動に関する業績

a 学会講演
小西省吾 ･高橋啓一 ･大島浩,1997,アケポノゾウ多賀標本の骨格復元.日本古生物学会第146回例会,豊橋市自然史

博物館.

後藤道冶 ･高橋啓一 ･樽野博幸,1997,博物館展示のこれからのあり方.日本古生物学会第146匝Ⅰ例会シンポジウム,

豊橋市自然史博物館.

H.Saegusa,K.,TakahashiandK･.Namatsu,1997.RelativedensitiesofstegodonsandelephantsinSouthChina:dothesedata

support山egeneralislvs･specialisthypothesis?,7thlntemationalmleriologlCalCongress,Acapulco,Mexico･
高橋啓一 ･生津恵子,1997,鮮新一更新続における東アジアの長鼻類化石の分布とその問題点.日本地質学会第104回

例会,九州大学.

b 研究プロジェクト
詫琶湖博物館稔合研究, ｢東アジアの中の琵琶湖,その成立と人間生態系に関する総合研究｣.研究分担者.

琵琶湖博物館共同研究, ｢古琵琶湖層群の足跡化石調査とその研究法の開発｣.研究代表者.

C 学会役員､学会誌 レフリーなど

化石研究会評議員.

地学団体研究会全国運営委員.

日本地質学会第104回例会座長.

d 学生指尊､講義など
1997,多賀町産アケポノゾウ骨格組立復元指導.

1998,多賀町産カズサジカ骨格組立復元指導.

e 受賞

3 博物館事業に関する業績
a 交流 ･サービス活動に関する業績
1997,琵琶湖のおいたち.能登川青年会議所例会,五個荘町農村整備改善センター.

1997(8月12日),足跡から何がわかるのか.甲西町博物館準備室夏季啓発講座,甲西町公民館.

1997(10月14日),琵琶湖のおいたちをさぐる,滋賀県警友会,大津市.

1998(3月13日),琵琶湖博物館の建設経過について.山形県立博物館第3回新設博物館勉強会,山形県立博物館.

1997(5月7日,10日), ｢琵琶湖のおいたち｣.琵琶湖博物館入門セミナー,完琶湖博物館.

1997(10月4日,11日,25日),博物館講座 ｢骨の化石の研究法｣.
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1997(10月26日),フィールド観察会 ｢古琵琶湖層群の化石の採集会｣.琵琶湖博物館フィールド観察会,三重県大山田

村.

1997,水上二己夫他端 ｢琵琶湖博物館だより うみんど (湖人)｣,琵琶湖博物館,草津,(3-6)企画.

1997, ｢貸出標本の利用の手引き｣リーフレット企画 ･制作

b 博物館情報活動に関する業練

C博物館資料整備活動に関する業績

d 博物館展示活動に関する業績
1997,子供用ガイドブック ｢どこでも博物館をさがせ｣.企画.

e 博物館企画調整事業に関する業績
｢琵琶湖と人との未来考シンポジウム｣.分科会司会.

4 人事に関すること
1997(4月1日),研究部主任学芸員､事業部展示科長心得 (兼務).滋賀県知事.

1997(4月1日),甲西町博物館建設審議会委員.甲西町長.

1997(4月1日),大津市科学館運営協議会委員.大津市教育委員会.

1997(4月1日),多賀町博物館開設準備委員会委員.多賀町教育委員会.

- 4 1 -



内田臣- UCH旧A,Shigekazu 水生昆虫分類学 (理学博士)

研究部集水域研究系主任学芸員 事業部資料科

1 印刷物

a 論文など

b その他の印刷物
内田臣-,1997,故河野光子博士のカワゲラ類標本などの受贈.琵琶湖博物館編,｢博物館ができるまで｣,琵琶湖博
物館,草津,pp.68.

内田臣一,1997,ボーデン湖.宮本真二 ･7ント◆.Jr･ロシト･脇田健一編, ｢琵琶湖博物館企画展示古代湖の世界展示解説

書 ･世界の古代湖ガイド｣,琵琶湖博物館,草津,pp.75-77.
内田臣一,1997,レマン湖.官本真二 ･7ンドリ1-･ロシト･脇田健一編,｢壬壱琶湖博物館企画展示古代湖の世界展示解説書 ･
世界の古代湖ガイド｣,発琶湖博物館,草津,pp.81-84.

内EEl臣-,1998,今月の虫(表紙説明)シタカワゲラ属の一種MesyaESjasp.インセクタリウム,35:47.
内田臣-,1998,巻頭言.鴨と蛍のまち,滋賀県山東町,9:1.

C 託琶湖博物館業繊集第1号に掲載 されなかった1996年度以前の印刷物

2 研究活動に関する#紙
a 学会講演
内EEl臣-,1997(5月11日),Tadamus属(アミメカワゲラ科)2種の分類.第2回カワゲラ懇談会 ･第180回水生昆虫談話会,
東京都あきる野市.

久保田意明 ･稲田和久 ･内田臣-,1997(8月30日),KaszabL'adJ'gJ'taLa(アミメカワゲラ科)の雌と幼虫が判明.第21回水生
昆虫研究会,余呉町ウッディパル余呉.

b 研究プロジェクト
琵琶湖博物館総合研究 ｢博物館資料の整理 ･保管と利用に関する研究｣,研究代表者.

琵琶湖博物館共同研究 ｢琵琶湖水系産 トンボ類の分布と生態｣,研究代表者.

琵琶湖博物館専門研究 ｢日本産カワゲラ科昆虫の分類学的再検討｣.

C 学会役員､学会誌 レフリーなど
JapaneseJoumalofEnLomology(日本昆虫学会)英文論文レフリー1件.

d 学生指導､講義など

e 受賞

3 博物館事業に関する業紙

a 交流 ･サービス活動に関する業績
1997(3月2日),分類体系を組み立てる方法について3学派間の遠い(学説の紹介).輯蛤研究会第23匡l総会,珪琶湖博物館.

1997(6月4日),川の水環境を生物で探る.長野県総合教育センター環境教育研修講座,塩尻市.

1998(1月14日),川の自然と治水 ･利水.愛知工業大学土木工学科特別講義,皇田市.

1997(8月23124日),茸琶湖博物館夏休み相談室昆虫担当.琵琶湖博物館.

1998(1月24日),川と虫.琵琶湖博物館入門セミナー,完琶湖博物館.

1998(3月26-28日),淡水生物学講座水生昆虫入門.琵琶湖博物館専門講座,琵琶湖博物館.

1997(1月lト12日､3月8-9日､5月24-25日､7月12-13日､9月13-14日､11月8-9日)-1998(1月10-11日､3月14-15日),

関西水生昆虫談話会第7-14回例会世話人.長浜･奈良･由良川･京都･大津･三田･京都･兵庫県村岡町.

1997(8月29-31日),第21回水生昆虫研究会会場世話人.余呉町ウッディパル余呉.

b 博物館情報活動に関する業紙

1997(2月20日),収蔵品データベースの整備経緯-生物分野を例として(講演).地域博物館情報システムの開発と利用に
関する共同研究第2回研究会,琵琶湖博物館.

1997,｢アカトンボの秘密｣.ビデオ制作.

C 博物館資料整備活動に関する業紙

日本産水生昆虫液浸標本約2000点採集 ･整理.琵琶湖博物館.

142-



d 博物館展示活動に関する業紙
琵琶湖博物館企画展示 ｢博物館ができるまで｣
琵琶湖博物館企画展示 ｢博物館ができるまで｣
琵琶湖博物館企画展示 ｢博物館ができるまで｣

｢私の博物館作り｣コーナー企画 ･制作.

｢博物館で調べる｣コーナー企画 ･制作.

｢日本の博物館｣｣(新横浜ラーメン博物館.金沢文庫,相模原市立博
物館)コーナー企画 ･制作.

琵琶湖博物館企画展示 ｢近江はトンボの宝庫｣.実施設計.

e 博物館企画調整事業に関する業紙

4 人事に関すること

- 4 3 -



脇田健一 WAKITA,Kennichi 社会学

研究部集水域研究系主任学芸員 事業部展示科

1 印刷物
a 論文など
脇田健一,1997,変身する主婦. "変身の社会学" (宮原活二郎､荻野昌弘編),世界思想社,京軌 pp.58-86.

b その他の印刷物

脇田健一,1997,｢沖島の伝統食｣ができるまで.茸琶湖博物館編, ｢博物館ができるまで｣,完琶湖博物館,草津.
pp.49-52.

中島経夫 ･脇田健一,1997,洞庭湖.宮本真二 ･7ント●リ1-･Ul)1-･脇EB健一編, ｢琵琶湖博物館企画展示古代湖の世界展

示解説書 ･世界の古代湖ガイド｣,琵琶湖博物館,草津,pp.29-32

脇田健一,1997,｢関係｣について考える.水上二己夫他編 ｢茸琶湖博物館だより うみんど (湖人)｣,茸琶湖博物
館,草津,(2):6.

脇田健一,1997,暮らしから消えた水との ｢つながり｣.プチフール,(28):49.

森田恒之 ･郷力憲治 ･脇田健一 ･朝治武,1997,展示をつくる論理 (座談会).季刊リバティ,2-14.

C 琵琶湖博物館業紙集第1号に掲載されなかった1996年度以前の印刷物

2 研究活動に関する業績
a 学会講演
脇田健一,1997,｢何が問題 なのか?｣環境運動と環境政策のズレ-滋賀県琵琶湖の石けん運動をもとに一一.環境社
会学会,東京.

b 研究プロジェクト

C 学会役員､学会誌レフリーなど

d 学生指導､講義など

e 受賞

3 博物館事業に関する業練

a 交流 ･サ-ビス活動に関する#雑

b 博物館情報活動に関する蕪雑

C 博物館賛料整備活動に関する集紙

d 博物館展示活動に関する業績

e 博物館企画調整事業に関する業績

4 人事に関すること

- 44 -



フ レネ ッ ト,ジ ャン-ジ ャ ック FRENE巾'E,Jean-Jacques 生態系プロセス

研究部集水域研究系主任学芸員 事業部展示科

1 印刷物

a論文など
Kumagai,M.,Jiao,C.,Nakajima,T･,Frenette,J･-J･,Nakano,S･,1997,Mixingandcyanobacterialbloomsinalake･,

IntemationalLiegeColoquiumonOceanHydrodynamics,Liege,France,【abslract】.

Hayakawa,K.,Quesada,A.,Freneue,J･-J･,NakaJIO,SリOgawa,T.,Kumagai,M.,Jiao,C.,Nakajima,T.,1997,Resultsfrom

theAkanoyBayEnclosureExperimenLS･DiumalnucLuationsofphotosynthesisandstructureoforganicmauer,

JapaneseSocietyofLimnologyMeeting,Nara,Japan,labstracL].

NakaJIO,S.,Nakajima,T.,Kumagai,M･,Jiao,C..Hayakawa,K.,Freneue,J.lJ.,Quesada,A.,1997,ResultsfromtheAkanoy

BayEnclosureExperiments:Phyloplank【onabundance,structure,andtemporaryftuctualionsofenvironmentalfactors.

JapaneseSocietyofLimnologyMeeting,NaraJapaJl,labstract].

Macintyre,S･,Frenette,J･-JリVincent,W･F･,1998,VerticalMixingandLightSupplytoPhy10Plankton･(女eanSciences

Meeling,SamDiego,USA,【abstracけ

b その他の印刷物
Frenette,J.-J.,1998,わたしの逸品-ラン藻.水上二己夫他編 ｢琵琶湖博物館だより うみんど (湖人)｣,琵琶湖博物

館,草津,(5):5.

Frenette,J.-I.,1997,LakeBiwaMuseum-Specialexhibitsaboutancientlakes-englishinterpretationLakeBiwaMuseum -

PemlanentexhibitsvisiLOr'sguide:englishinterpretation(inprogress)LakeBiwaMuseumpublications-production
committee

c 琵琶湖博物館業績集第1号に掲載されなかった1996年度以前の印刷物
Freneue,I.-J.,Dodson,日 .,1980,丘tudespa【io-lemporelledesmouvementsdel･ombledefontaine(Salvelinusfonlinalis)

dansunlacacide.lelacTantaTe,QJebec:CanadianConferenceForFisheriesResearch,Montreal,Canada,【abstract].

Moreau,G･,Ba,beau,C･,FrenetteJ･-J･,Saint-Onge,J.,Simoneau,M･,1983,Zinc,manganese,andstrontiuminopercula

aJldscalesofbrooktrout(Salvelinusfontinalis)asindicatorsoflakeacidirlCation･Can.J･Fish.Aquat.Sci.,(40):
1685-1691.

Moreau,G.,BaJtXau,C.,Frenetle,J.-J･,Levesque,F.,SainトOnge,∫.,Simoneau,M.,1983,Influencedesprecipitalionsacides

surlespopulalionsdetmitesmoucheleeS(Salvelinusfontinalis)dupaTCdesLaurenlides.CENTREAU,Cre-83/02:

Rapport血M･E･Q∴145p･

Frenelte,J.-I.,Dodson,I.I.,1984,BrooktTOul(Salvelinusfonlinalis)populationstructureinacidifiedlacTantare,qlebec.

Can.I.Fish.Aquat.Sci.,(41):865-877.

Talbot,L.,Dupont,J.,Freneue,∫.-I.,GrimaTd,Y･,Jacques,G.,Richard,Y.,1984,Acidprecipilationin(かibecanditseffect

ontheaquaticenvironment:Directiondesrelevesaqualiques.Ministeredel'EnvironnemenLduQJibec:35p.

Frenelle,J.-I..Dodson,I.I.,1984,Structuredepopulationetdistributionspatio-temporelledel●ombledefontaine

(Salvelinusfonlinalis)dan≦unlacacide.lelap.Tanlari:Masterthesis:UniversiteLaval,76p.

Frenette,I.-J.,Richard,YHMoreau,G.,1985,Effetdel●aciditedeslacsduqlebecsurlafauneichtyologique:unerevue.

Symposiumintemationalsurlespricipitationsacides,Muskoka,Canada,【abslraCt].

Frenette,I.-I.,Richard,Y.,Moreau,G.,1985,Effetdel'aciditedeslacsduQlebecSUTlafauneichtyologique:unerevue.

DiTeCtiondesrelevisaquatiques,minisLeredel'EnvironnementduQJitxc,publicationnoPA-20.Envirodoqno85045,

30p.inflCommunicationspresenteesparleMinistとre血l'EnvironnementduQ】ebecausymposiuminternationalsur

lesprecipilalionsacides:Muskoka'85"･

Frenette,J･-J･,Richard,Y･,Moreau,GH1986,Fishresponsestoacid.ilyin伽6beclakes･areview:Water,air,aJldsoil
pollution,30(ト2):461-476･

Frenelte,I.-I.,1986,Effetdel●aciditisurlescoJTmunautesichtyologlqueS血Timiscamingue:OneenJdesynthesede171acs.

ConfirencelnternalionaledesLim∫10logistesd.ExpressionFran9aise,Qlibcc,Canada..labstract】.

Frenette,I.-I.,1986.E山deduniveaud●acidili血391acsduTimiscamingue.DirectiondesrelevesaquatlqueS,Ministerede

l.Enyironnemenlduqlebec,publicationnoPA-24,Enyirodoqno86051,gop.

Frenelte,J.lJり1986.Effetdel'aciditisurlescommunautesichtyologiquesde17lacsduTimiscamingue.Directiondesreleves

aquatiques,ministとredellEnvironnement血qletxc,publicationnoPA-23,Enyirodoqno86050,102p.

Frenette,I.-I.,1987,ImpactofacidificationonspeciesrichnessaJldproductivltyOfmesothermicfishcommunitiesin

qlebec.Canada:IntemationalConferenceonAcidRain,Lisbon,Portugal,【abstract1.

145-



Freneue,J｣.,Dodson,J.∫.,1987,Effetdel●aciditesurlescommunautesichlyOlogiquesde361acsduTemiscamingue:

Bureaudecoordinationdelarechercheet血舶veloppementenvironnemenLMinistere血1.EnvironnementduQJebec.

96p.

Frenette,J.lJリDodson,J.∫.,1987,EffetdeI-aciditesurlescommunautesichlyologiquesduTimiscamingue:une6mde

synthesetb531acs:Bureaudecoordinationdelarechercheeldudiveloppementenenvironnement･Ministere(k

l'Environnement血qlebec,126p.

Freneue,I.-Jリ 1987,Impactdesfacteursreliesal●acidificalionsu√lescommunaulisichLyOlogiquesadorajaune

(Stizosledionvitreum)etagrandbrochet(Esoxlucius):MinistereduLoisir,delaChasseetdelaPeche.Directiondes

espとcesd'eaufraiche,54p･

Freneue,J.-I.,Dodson,J.Jリ1988,ImpactofacidificationonspeciesrichnessandproductivltyOfmesothermicfish

communitiesinQJitxc,Canada.ln:"Acidrain:ScientificandTechnicalAdvances"(Eds.byPerry,R.,Harrison,R.

M.,Bell,I.N.a.,Lester,J.N.):SelperLtd.,PublicationsDivision,London,821pages,pp.489-496.

Veillet,P.,Frenette,∫.-I.,1989,EhJdeduniveaud'acidile血49lacsaTouladi(Salvelinusnamaycush)delaMauricie:

MinistereduLoisir,delaChasseeldelaPeche.DirectionregionaledelaMauricie,75p.

Pope,G･,Tarissanls,M･C･,DesgTangeS,J･LリFrenette,J･-J･,Verreault,G･,1989,Effetsdesfacteursbiotiquesetabiotiques

surlaslruclureellesrelationslrophiquesdescomnunautesplancloniquesetbenthiques:revuedeshypothとses.

techJlicalreport:CamSci･HaJieut･Aquat,(1687),yiii+59p･

Massicotte,a.,Frenelte,J.-I.,1989,ImpactdeI.acidit丘surlesstades血viedldorajaune(Stizostedionvitreum):protocole

expirimenlal.MinistereduLoisir,delaChasseetdelaPeche･Directionrdgionale由Rouyn-Noranda,Servicedes

itudesecologlqueS:43p.

Frenette,J.-I.,Baby,M.-C･,Dodson,J･J･,Demers,S･,Legendre,L･,1990,MacrozooplanktongrazlngOnbacteriainan

oligotrophiclake,LakeTanlari.NATt)AdvancedStudylnsliluteonIndividualCellandParticleAnalysISin

Oceanography,MaTatea,Italy,labstract]･

Frenette,J.-I.,Demers,S.,1991,Useofnowcytometryinthestudyoftrophicrelationshipindifferenlenvironments:

adyantagesanddisadvanlageS･Microbialecologyofpelagicenvironmentsworkshop,Helsing6r,Denmark,【abstract].

Frenette,J.-J.,Veillet,P.,Ouellette,G.,Dodson,∫.J.,1991,Evaluationdelabiomasseichlyologiqueparechosondage

hydroacoustique:uneeludedefaisabiliti:QJebec,MinistereduLoisir,delaChasseetdelaPeche.Servicedesespeces

dleaufraTche:technicalreport91(23):85p･

Lavoie,N.,Frenetle,J.-J.,1991,CaraclerisationdescommunautisichlyologhiqueslaTVaires(klariviとreChaudiere.

CRESL:MinislとreduLoisirdelaChasseet血laPeche,43p.

Lavoie,N.,Frenette,J.-∫.,199l,Carac【erisation血1■habitatautrefoisfrequenliparlebarrayi(Moronesaxatilis)damsle

neuveSaint-Laurenl.CRESL:Minislere血LoisiTdelaChasseetdelaPeche,52p.

Auclair,I.C.,Frenette,J.-J.,Dodson,I.Jリ1993,ZooplanktoncommunitystmctureinsoulhwestemqJetxclakes:theroles

ofacidityandpredation.∫.PlanktonRes･,(15):1103-1128･

LoveJOy,C･,Vincent,W･F･,Frenelte,J･-J･,Dodson,J･J.,1993,Microbialgradientsinaturbidestuary:Applicationofa

newmelh∝Horprotozoancommunityanalysis･Limnol･OceanOgr･,(38):1293-1303･

Frenelte,J.-J.,Demers,S.,Legendre,L,Dodson,J･J･,1993,Lackofagreementamongmodelsforestimatlngthe

photosyntheticparameters･LimnoLOceanogr･.(38):679-687.

Vincent,W.F.,BertraJld,N.,Frenette,J･-J･,1994,Pho10adaptalion10intermiuen(lightacrosstheSt.lawrenceEstuary

freshwater-saltwatertransitionzone.Mar.Ecol.Frog.Ser.,(110):283-292.

Freneue,J.-J.,Demers.S.,Legendre,L Boule,M･,Dodson.J･J･,1994,Mixing,Stratificationandthefateofprlmary

productioninanoligotrophicmultibasinlakesystem(QJebec,Canada).I.Plankton.Res.,(16):1095-I115.
Frenette,I.-I.,Vincent,W.F.,Legendre,L,Nagata,T･,1994,TyphoonfoTCILlgandthelight-dependentuptakeofcarbon
andnitrogeninLakeBiwa･ASLO,Miami,USA,labstract]･

Endoh.S.,Okumura,Y.,Tsuda,R.,Tanaka,Y.,Kimoto,T.,Hashitani,H.,Seike,Y.,Okumura,M.,Fujinaga,K.,Sato,T･,
Nakanishi,M.,Sekino,TリNagala,TリFreneue,J.-J.,Vincenl,W.F.,Legendre,L.,Ura叱J.,Kawabata,K.,1995,
2:SomeresultsofBiwakoTransportExperiment(Brn三X'93)-Biogeochemicalchangesduetothehorizontaltransport
beLweentheNorthandtheSouthBasinsofLakeBiwa,in:''ReportsoftheSymposiaatthe59LhConferenceofthe
JapaneseS∝ietyorLimnologyH･Jpn･J･Limnol･,(56):151-156.

Frenette,∫.-J.,Vincent,W.F.,Dodson,∫.J.,Lovejoy,C.,1995,Size-dependentvariationsinmicroplank10nCOmmunlty
structureacrosstheSt-LawrenceRivertransitionregion.Mar.Ecol.Frog.Ser.,(120):99-i10.

FreneueJ.-I.,Vincent,W.F.,Legendre,L,NagaLa,T..1995,Size-dependantuptakeofcaLrbonandnitrogenUnderdifferent
mixingregimes.GRm,Montreal,Canada,【abslract】･

Frenelle,トJ.,Vincent,W.F.,Legendre,L.,Nagata,T.,Kumagai,M.,1995,Erreclsorlyphoon-inducedmixlngOnPlankton
inLakeBiwa:comparaisonbetweenbasins.JapaneseSocietyofLimnologyMeeting,Nagoya,Japan.labstract].

Frenette,I.lJ.,Vincent,W.F"Legendre,L,1995,BiologicalresponsesLOtyphoon-inducedmixinglntwomOrPhologICally

146-



dislinc【basinsofLakeBiwa.Nor山AmericanLakeManagementSociety(NALMS),Toronto,Canada,【abslraC叶

Vincent,W.F.,DodsonI.J.,Bertrand,N.,Frenette,J･-J.,1996,Photosyntheticandbacterialproductiongradientsina

larvalfishnursery:theSl-LawenceRivertransitionzone.Mar.Ecol.Frog.Ser.,(139):227-238.

Freneue,J.-I.,Demers,S.,Legendre,L,Boule,M.,1996,Size-relatedphotosyntheLiccharacteristicsofphytoplankton

duringperiodsofmixingandstratificationinanoligotrophicmultibasinlakesystem.I.PlanktonRes.(18):45161.

Frene【【e,∫.-J.,Vincen【,W.F.,Legendre,L Nagala,T.,1996,Size-dependentphyloplanktonresponsestoavariablemixing

regime(LakeBiwa,Japan).J･PlanktonRes･,(18):371-391

Nagata,T,Ogawa,T.,Frenelte,LJ･,Legendre,L･,Vincenl,W･F･,1996,Uncoupledresponsesorbaclerialandalgal

producliontostorm-inducedmixinginL止eBiwa･Jpn･J.Limnol.,(57):533-543.

FreneLte.I.lJ.,VincenL,W.F.,Legendre,L NagaLa,T"Kawabata,K.,Kumagai,M.,1996,Biologicalresponsestotyphoon-

inducedmixingintwomorphologicallydistinctbasinsofLakeBiwa.Jpn.I.LimnoI.,(57):501-510.

Freneue,∫.-J.,Vincent,W.F･,Legendre,L･,Nagala,T･,1996,Size-dependentchangesinphytoplanktonCandNuplakein

thedynamicmixedlayerofLakeBiwa.Fresh.Biol.,(36):221-236.

Yamashiki,Y.,Yamashita,N.,Kumagai,M.,Jiao,C.,Nakano,S.,Frenelte,∫.-I.,Nakajima,T.,1996,An Enclosure

ExperlmentinaEutrophicAreainLakeBiwa-NumericalSimulationWithVerticalDistributionofTemperaLure,

TuTbidityandChlorophyllinRelationWithCurTentS･JapaneseSocietyofLimnologyMeetmg,Hokkaido,Japan,

【abstract】.

Kumagai,M.,Jiao,C.,Yamashiki,Y･,Nakano,S･,Freneue,J･-)･,Nakajima,T.,1996,An EnclosureExperimentina

EutrophicAreainLAeBiwa-TTlermaIStratificationandCyanobacterialBloom.JapaneseSocietyofLimnology

Meeting,Hokkaido,Japan,【abslraC叶

Jiao,C.,Kumagai,M･.Nakano,S･,Frenelte,J･-J･,Nakajima,T･.Yamashiki,Y.,1996,CurrentStructureDuringthe

ExperimentalPeriod･JapaneseSocietyofLimnologyMeeting.Hokkaido,Japan,labsLracL].

Nakajima,T･,Kumagai,M･,Nakano,S･.FrenetLe,J･-J･,Jiao,C･.Yamashiki,Y･,1996,An EnclosureExperlmentina

EutrophicA代ainL止eBiwa-Oyeryiews･JapaneseSocietyofLimnologyMeeting,Hokkaido,Japan,【abstract】.

NakanO,S･,FreneLLe,J･-J･,Nakajima,T･,Takahashi,M･.Kumagai,M･,Jiao,C･,1996,An EnclosureExpenmentina

EutrophicA陀ainLheBiwa-AlgalSuccessionandN:PBalance･JapaneseS∝ietyofLimnologyMeetlng,Hokkaido,

Japan,【abslracけ

FrenetLe,J･-J･,Nakano,S"Nakajima,T･,Kumagai,M･,Jiao.C･,1996,An EnclosureExperimentinaEutrophicATeainLake

Biwa-Cyanobacterialconlrolorlightandtemperaturedu血galgalsuccession.JapaneseSocietyofLimnology
Meeting,Hokkaido,Japan,【abstract】･

2 研究活動に関する業績
a 学会講演

FrenetLe,J.｣.1997.Biologicalresponsestohydrodynamicforclng.Departmentofbiologicalsciences.UniversltyOfAlbena.

-Edmonton,Canada,March28.

Kumagai,M.,Jiao,C.,Nakajima.T･,Freneue,J･-J･.NakanO,S･,1997,Mixingandcyanobacterialbloomsinalake:

IntemationalLiegeColoqulumOn(九eanHydrodynamics,Liege,France,May519.

Quesada,A.,Frenette,J･-J･,Hayakawa,K･,Kumagai,M･,1997,ImprovingtheunderstandingofcyanobacLerialbloom

formationmechanismsinLakeBiwa.ANSWER'97.Wuxi,NanJing,China.July20-25.

Frenette,I.-I..Vincent.W/F.,Legendre,L Kumagai,M."1997,BiologlCalresponsestotyphoon-inducedmixinglntwo

morphologlCallydistinctbasinsofLakeBiwa:Internationalsymposiumonanewstrategyforwaterenvironmental

research.ANSWER-97,Wuxi,NanJing,China,July20-25.

Hayakawa.K.,Quesada.A..Frenette,J･-J･,Nakano,S.,Ogawa,T･.Kumagai.M..Jiao.C..Nakajima,T.:1997,Resultsfrom

theAkanoyBayEnclosureExperlmenLs:DiumalnuctuationsofphotosynthesisaJldstructureoforganicmatter:

JapaneseS∝ietyorLimnologyMeetlng,Nara,Japan,Sept･1･

Nakano,S.,Nakajima,T.,Kumagai,M･,Jiao,C.,Hayakawa,K.,Freneue,∫.-J.,qleSada,A.,1997,ResultsfromtheAkanoy
BayEnclosureExperiments:Phytoplanktonabundance,structure,andtemporarynuctuationsofenvironmentalfactors:

JapaneseS∝ietyorLimnologyMeellng,Nara,Japan,SepL1･

MaciJltyre,S.,Frenette,I.-I.,Vincent,W.F.,1998,VerticalMixingandLightSupplyloPhytoplankton:OceanSciences

Meeting,SanDiego.USA.February9-13.

b 研究プロジェクト
琵琶湖博物館共同研究 ｢GlobalchangesinLakeBiwaEcosystem:HistoricalPerspectiye.｣,研究代表者.

琵琶湖博物館共同研究 ｢Littoralzoneproject-Projectresponsible:Effectofhabilalheterogeneityonbiodiversityand

phy10planktonproductiyityin thelittoralzoneofLakeBiwa.｣,共同研究者.

茸琶湖博物館共同研究 ｢cormoranlproject-Projectresponsible:EffectofcormorantcoloniesonthewaterqualityofLake
Biwa.｣,共同研究者.

琵琶湖博物館専門研究 ｢Controllingfactorsofbloom-formingcyanobacteriainLakeBiwa.J.
Invitedresearchertothe'CyaTtObacLerialRiskAssesmenLofBiwako(CRAB)'intemationalprojectstartingin1998inLake

Biwa.TTIisresearchprograminvolvestheparticipationofresearchersfromsevencountriesi.eJapan,CaJlada,USA,
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Spain,China,France,Ausけalia･

hvitedresearchertothelntemationaIBiologicalProgram(TBP)atLakeBaikal,Russia,inJulyI997

InvitedresearcherlotheinlemationalSymposiumonanewstrategyforwaterenvironmentalresearch(ANSWER-97),Wuxi-

Nanjing,China,inJuly1997･ThisworkshopadressedtheissueoflakeeutrophicationproblemsinChina･

C 学会役員､学会誌レフリーなど
JoumalorPlank10n.レフリー

ResearchCanadianJournalofFisheriesandAquaticSciences.レフリー
Artic.レフリー

d 学生指導､講義など

UniversityofAltxrta.-Edmonton,Canada,Departmentofbiologicalsciences.March28,1997 Biologicalresponsesto

hydrodynamicforclng-

KyoLOUniversity,CenterofEcologicalResearch,ShimosakamoLO･1996.AdvancedLimnologyandEcology,(graduate

students).

1997,Biologicalresponsestohydrodynamicforclng:DepatlmenlorbiologlCalsciences,UniversltyOfAltxrta,Edmonton,
Canada.

I-d)SUPERVISORONTHESISCOMMm ESOFGRADUATESTUDEN15,DEPARTEMENTDEBIOLOG正DEL●UNTVERSrTE
tAVAL1991-1995

e 受賞

3 博物館事業に関する業続
a 交流 ･サービス活動に関する業紙
1998(2月19日),Cyanobacteria:livingfossils-LakeBiwaMuseum.

1998(1月23日).AokoandCyanobacteria-LakeBiwaMuseum.

1997(12月6日),Cop3-1ntemationalcongressonGlobalchangesheldaLKyolo-LakeBiwaMuseumandenyironment.
1997(5月5日),Phytoplank10nandmixing-LakeBiwaMuseum.

1997(3月11日),Light,nutrientsandhydrodynamic-LakeBiwaMuseum.

1997(2月28日),HydrodynamicsandPlanktonsize-LakeBiwaMuseum.

b 博物館情報活動に関する業練

C博物館資料整備活動に関する業紙

d 博物館展示活動に関する業績

Guidedtour-CanadianEmbassydelegate-January30-I998

Specialexhibilsaboutmuseums:exhibitconception-March8Opening

Guidedtour-Kyo10daigaku〃'eTTnitesymposiumresearchers･

Guidedtour-ICAL'97guests.

Guidedtour-ILECguests.

G山ded10uトFommonenergysavlngStralegleS.

Guidedtour-Michiganstatehighschool･

Guidedtour-KyotoUniversity/Universites血QuebecdelegatesIKyotoworkshop.
Guidedtour-COP3-GlobalchangesKyotomeetlng.

e博物館企画調整事業に関する業績
Memt光rOftheorganizingcommitteeandsessionchairman fortheInternationalCongressonAncientLakes(ICAL●97)heldat
LakeBiwaMuseum.

4 人事に関すること
主任学芸員.
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木田千代美 K)DA,Chiyomi 古植物学

研究部集水域研究系学芸員 事業部情報センター

1 印刷物
a 論文など
木田千代美,1997,古琵琶湖層群の植物相の変速.化石研究会誌,30(1):7-12.

木田千代美,1997,大成亥遺跡並びに下坂氏館跡の大型植物遺体について.長浜市埋蔵文化財資料,18:61-64.

木田千代美,1997,滋賀県甲賀郡水口町宇田地先野洲川から産出した大型植物化石.水口町北内貴 ･宇田の野洲川河床

化石調査団,第1次調査報告書,pp.2ト25.

b その他の印刷物

木田 (山明 千代美･1997･最初の学芸員･高橋啓~乳 ｢琵琶湖博物館開館までのあゆみ｣,琵琶湖博物館,草津･
pp.77-78.

C 琵琶湖博物館業績集第1号に掲載されなかった1996年度以前の印刷物

2 研究活動に関する業績

a 学会講演

b 研究プロジェクト
琵琶湖博物館捻合研究 ｢水田生態系と人間活動に関する研究｣.研究分担者.

琵琶湖博物館総合研究 ｢東アジアの中の琵琶湖,その成立と人間生態系に関する総合研究｣,研究分担者.

琵琶湖博物館専門研究 ｢新生代における植物化石の研究｣.

C 学会役員､学会誌レフリーなど

d 学生指導､講義など

e 受賞

3 博物館事業に関する#績
a 交流 ･サービス活動に関する業繊

b 博物館情報活動に関する業績

C博物館資料整備活動に関する業組

d 博物館展示活動に関する業績

e 博物館企画調整事#に関する業績

4 人事に関すること
1997年4月-1997年12月31日,産休､育休
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八尋克郎 YAH旧0,Katsuro 昆虫分類学 (農学博士)

研究部集水域研究系学芸技師 事業部展示科

1 印刷物

a 論文など
Yahiro,K.,&Yano,K.,1997,GroundbeetlescaughtbylighHrapduringLenyears.Esakia,(37):57-69.

Yahiro,K.,FujimotoK.,良SuginoY･,1997,NewrecordsofCatosomamaxL'mowL'LzL'andHemLIcambustubeTCuJosus

(Coleoptera,Carabidae)fromShigaPrefecture,Cen【raHapan.Elytra,25(2):417-418･

八尋克郎,1997,10年間ライトトラップで捕獲されたゴミムシ類.昆虫と自然,32(13):2S-34.

b その他の印刷物

八尋克郎,1997,湖国で進化を遂げたオサムシ-シガラキオサムシ.湖国と文化,(79):92-96.

八尋克郎,1998,新しい発見の連続-オサムシの分布.水上二己夫他編 ｢琵琶湖博物館だより うみんど (湖人)｣,

琵琶湖博物館,草津,(5):6.

八尋克郎他,1998,湖の環境と人びとのくらし.川那部活我 .千地万造 ･井倉孝 ･木村滋編 ｢滋賀県立珪琶湖博物館結
合案内｣,珪琶湖博物館,草津,pp.50-57.

C 琵琶湖博物館業練集第1号に掲載 されなかった1996年度以前の印刷物

2 研究活動に関する業績

a 学会講演
YahiTO,K.,1997(6月24日128日),DistributionofthecarabidtxellessurTOuding打eaOfLakeBiwa.世界古代湖会議ポスター
発表,琵琶湖博物館.

八尋克郎,1997(10月18日),滋賀県内におけるオサムシ類の分布.第1回地表俳個性甲虫類談話会,大阪府立大学農学

部昆虫学教室.

八尋克郎,1997(11月15日､6日),滋賀県内におけるオサムシ額の分布.ポスター発表､日本鞘趨学会第10回記念大会,

神奈川県立生命の星 ･地球博物館.

八尋克郎,1997(11月16日),10年間ライトトラップで捕獲されたゴミムシ類.日本鞘勉学会第10回記念大会,ゴミムシ

分科会,神奈川県立生命の星 ･地球博物館.

b 研究プロジェクト
琵琶湖博物館総合研究

琵琶湖博物館総合研究

琵琶湖博物館共同研究

琵琶湖博物館共同研究

拝琶湖博物館共同研究

琵琶湖博物館専門研究

｢水田生態系と人間活動に関する研究｣,研究分担者.

｢博物館資料の整理と保管に関する研究｣,研究分担者.

｢滋賀県内における地上俳相性昆虫(オサムシ･ゴミムシ)類の分布｣,研究代表者.

｢社会的要因が内湖の生物環境に与える影響｣,研究分担者.

｢屋外展示空間のモニタリングに関する研究｣,研究分担者.

｢オサムシ上科甲虫の系統分類学的研究および生態学的研究｣.

C 学会役員､学会誌 レフリーなど

日本昆虫学会第58回大会実行委員.

地表性甲虫談話会事務局.

滋賀オサムシ研究会事務局.

d 学生指導､講義など
滋賀県立大学学部生指導研究, ｢犬上川流域のゴミムシ類に関する研究｣.

e 受賞

3 博物館事業に関する業績
a 交流 ･サ-ビス活動に関する業績
1997(9月28日),昆虫ウオッチング.虎姫町主催.

1997(10月21日),里山の昆虫.KBS京都ラジオ.

1997(12月21日),カブトムシの生｣.虎姫町主催.

1997(6月14日),ほたるのお宿.琵琶湖博物館フィールド自然観察会,大津市.

1997(6月18日),鳥丸半島の昆虫.琵琶湖博物館入門セミナー,琵琶湖博物館.
1997(8月3日),琵琶湖の周りの昆虫を調べよう.茸琶湖博物館ミュージアム自然観察会,琵琶湖博物館.

1997(8月17日),田んほの昆虫.琵琶湖博物館田んぼ体験教室,珪琶湖博物館.
1997(8月23-24日),琵琶湖博物館夏休み相談室昆虫担当.完琶湖博物館.
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b 博物館情報活動に関する業組
琵琶湖博物館昆虫乾燥標本データベースの構築 ･画面設計.

C 博物館資料整備活動に関する業績
琵琶湖博物館昆虫乾燥標本資料整理.動物収蔵庫維持管理業務.

d 博物館展示活動に関する蕪雑
琵琶湖博物館企画展示 ｢博物館ができるまで｣.｢博物館の役割｣コーナー企画 ･制作.
茸琶湖博物館平成11年度企画展示 ｢近江はトンボの宝庫｣.企画.

e 博物館企画調整事業に関する#績
世界古代湖会読ポスター発表運営管理.

開館記念シンポジウム ｢水がはぐくむ生命(1)荘琶湖の魚と人臥 東アジア的世界のなかで｣琵琶湖博物館研究報告昔第

11号,校正.

4 人事に関すること
滋賀県生きもの総合調査昆虫類部会委員､滋賀県琵琶湖環境部自然保護課.
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水上二己夫 MIZUKAMl,Fumio 農業工学

研究部応用地域研究系専門員 事業部交流センター

1 印刷物
a 論文など

b その他の印刷物

水上二己夫他編,1997,｢琵琶湖博物館だより うみんど (湖人)｣,琵琶湖博物館,草津,(3):8pp.
水上二己夫他編,1997, ｢琵琶湖博物館だより うみんど (湖人)上 玉琶湖博物館,草津,(4)‥8pp.

水上二己夫他編,1997,｢至芭琶湖博物館だより うみんど (湖人)｣,琵琶湖博物館,草津,(5)‥8pp.
水上二己夫他編,1997,｢茸琶湖博物館だより うみんど (湖人)｣,茸琶湖博物館,草津,(6):8pp.
水上二己夫鼠 1997.｢壬は 湖博物館子供向け情報誌 うみっこ｣,琵琶湖博物館,草津,(2):4pp.
水上二己夫鼠 1997,｢琵琶湖博物館子供向け情報誌 うみっこJ,琵琶湖博物館,草津,(3):4pp.

C 琵琶湖博物館業練集第1号に掲載されなかった1996年度以前の印刷物

2 研究活動に関する半紙
a 学会講演

b 研究プロジェクト
託琶湖博物館籍合研究 ｢水田生態系と人間活動に関する総合研究｣,研究分担者.

茸琶湖博物館専門研究 ｢農村地域におけるビオトープ｣.

C 学会役員､学会誌レフリーなど

d 学生指導､講葬など

e 受賞

3 博物館事業に関する業練
a 交流 ･サービス活動に関する業績
1997(7月20日), ｢川のお魚探検｣.琵琶湖博物館フィールド観察会.近江町.

琵琶湖博物館田んぼ体験教室(第1回-第12回)運営 ･指導.

｢琵琶湖博物館だより うみんど (湖人)｣,琵琶湖博物鼠 草津,(3-6)企画.

｢琵琶湖博物館子供向け情報誌 うみっこJ,琵琶湖博物館,草津,企画 ･編集 ･発送(第2号 ･第3号).
｢琵琶湖博物館行事案内たいけん･はっけん｣企画 ･編集 ･発送(上半期号 ･下半期号).

b 博物館情報活動に関する業練

C 博物館資料整備活動に関する業績
｢生きもの元気 !放ったらかしの米作り｣.日本テレワーク(樵)製作,琵琶湖博物館乳 水田環境に関する映像の製作

委託,

d 博物館展示活動に関する業組

e 博物館企画調整事業に関する半紙

4 人車に関すること
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前畑政善 MAEHATA,Masayoshi 魚類繁殖学 ･魚類生態学

研究部応用地域研究系専門学芸員 事業部交流センタ1

1 印刷物

a 論文など
前畑改善,1997,希少淡水魚の現状 ウシモツゴ.長田芳和 ･細谷和海編 ｢よみがえれ日本産淡水魚日本希少淡水魚の

現状と系統保存｣,緑書房,東京,pp.114-121.
前畑改善,1997,水族館における希少淡水魚の保存と今後の課署.長田芳和 ･細谷和海編 ｢よみがえれ日本産淡水魚日

本希少淡水魚の現状と系統保存｣,緑書房,東京,pp.205-217.

前畑改善,1998,イワトコナマズの産卵行動. ｢世界古代湖会議｣報告書一古代湖における生物と文化の多様性-,世

界古代湖会諌実行委員会,p127.

Takai,N..W.Sakamoto,M.MaehaLa,N.ATai,T.Kitagawa,&Y.MiLsunaga,997,SeulementcharacteristicsaJldhabitsuseof

LakeBiwacatrIShSL7uTuSbJ'waensL'smeasuredbyultrasonictelemetry:FisheriesScience,63(2):181-187.

b その他の印刷物
前畑改善 ･秋山簾光,1997,魚類の飼育は水にあり.琵琶湖博物館編, ｢博物館ができるまで｣,琵琶湖博物館,草津,

pp.60-61.
前畑改善 ･秋山廉光,1997.水族飼育係の1日はこうだよ.完琶湖博物館編, ｢博物館ができるまで｣,琵琶湖博物館,

草津,pp.62.
前畑政善,1997,ビワヒガイ.日本の希少な野生水生生物に関する基礎資料(IV)(ⅠⅠⅠ).淡水魚類,(杜)日本水産資源保護

協会,pp234-238.

前畑改善,1997,琵琶湖の魚今昔.なきごえ(大阪天王寺動植物公園事務所編),4-5.

前畑改善,1997,琵琶湖の魚と環境(4)ホンモロコ.大津赤十字病院編 ｢日赤おおっ｣,大津赤十字病院,大津,(198):
4.

前畑改善,1997,琵琶湖の魚と環境(ll)琵琶湖のヌシの不思議な産卵生態.大津赤十字病院編 ｢日赤おおっ｣,大津赤

十字病院,大津,(203):1.

前畑改善,1997,アユ事情今昔.ガバナ一月信,国際叫 リー倶楽部広報誌,pp.20.

前畑改善 ･秋山簾光 ･桑原雅之 ･中藤容子 ･桑村邦彦 ･松田征也,1997,松田征也編 ｢水族企画展 北海道の淡水魚｣
リーフレット,琵琶湖博物館,草津,8pp

前畑改善,1997,釣魚を知る､学ぶ!これがライギョだ. Angler-sCreek,若生出版株式会社,pp.14-17.

前畑改善,1998,琵琶湖の魚と環境(17)イワトコナマズ.大津赤十字病院編 ｢日赤おおっ｣,大津赤十字病院,大津,

(208):2.

C 托琶湖博物館業績集第1号に掲載されなかった1996年度以前の印刷物

2 研究活動に関する#績

a 学会講演
前畑改善,1997,イワトコナマズの産卵行動,古代湖としての琵琶湖-生態系の現状.世界古代湖会議ICAL■97-古代

湖における生物と文化の多様性-.

中井克樹 ･中島経夫 ･前畑改善,1997,古代湖としての琵琶湖一生態系の現状.世界古代湖会議1CAL-97-古代湖にお

ける生物と文化の多様性-.

b 研究プロジェクト
琵琶湖博物館総合研究 ｢水田生態系と人間活動に関する研究｣,研究分担者.

琵琶湖博物館専門研究 ｢日本産ナマズの産卵生態｣.

C 学会役且､学会誌レフリーなど

d 学生指導､講義など

e 受賞

3 博物能事#に関する業績
a 交流 ･サービス活動に関する業績
1997(2月14日),近江の川づ くりと魚.滋賀県農業共催会館(滋賀県土木部河港課).

1997(5月17日),淡水魚入門講座入門編淡水魚とは何か.琵琶湖博物館講座,琵琶湖博物館.

1997(5月31日),淡水魚入門講座講義編珪琶湖の魚と環境.博物館講座,琵琶湖博物館.

1997(6月1日),琵琶湖ウオッチ(クイズ大会).能登川町青年会議所.

1997(6月10日),水族館における希少淡水魚保存事業.平成9年度(中央7●ロック)水産業関係試験研究推進会譲,水産庁中央
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水産研究所.

1997(7月14日),わがふるさと琵琶湖を知ろう.第29回彦根市保育大会,ひこね市文化プラザエコホール.

1997(7月18日),琵琶湖の魚と環境.(日教組全国書記達東海 ･近鼓ブロック書記交流会),滋賀県教育会館 .

1997(7月19日),支琶湖の魚と環境.滋賀刑務所.

1997(8月18日),淡水魚入門 ｢脊椎動物学｣･｢琵琶湖の魚｣.淡水魚入門講座大阪シニア自然大学,梅田東生涯学習
ルーム.

1997(8月20日),脊椎動物学.淡水魚入門講座大阪自然大学,梅田東生涯学習ルーム.

1997(8月25日),野外実習.淡水魚入門講座大阪シニア自然大学,大津市田上(大戸川).

1997(8月27日),琵琶湖の魚 ･日本の淡水魚の現状と保全.淡水魚入門講座大阪自然大学,梅田東生涯学習ルーム.

1997(8月30日),野外実習.淡水魚入門講座大阪自然大学,大津市田上(大戸川).

1997(9月13日),野外実習.淡水魚入門講座(実冒編)茸琶湖博物館講座.大津市田上(大戸川).

1997(11月10日),川の魚と環境.土木部職員専門研修 ｢環境部門｣.
1997(11月20日),環境問題の現状と課題.琵琶湖博物館ホール,県総合教育セント 教戦経験者研修 1.

1997(12月24日),環境問題の現状と課題.琵琶湖博物館ホール,県総合教育や卜 教敬経験者研修 1.

1998(1月18日),魚の話.滋賀県我員互助会講演,茸琶湖博物館.

1998(1月19日),琵琶湖の魚.滋賀県レイカデイア大学必須講座 r郷土理解(自然 ･歴史)の分野｣,滋賀県長寿社会福祉
センター.

1997(2月6日),琵琶湖の環境とさかな.滋賀県消防戦最高幹部研修会講演,滋賀厚生年金休暇センター.

1998(2月13日),琵琶湖の環境と魚の現状.琵琶湖博物館,南部工業用水連絡協議会研修会.

1997,水上二己夫他編 ｢琵琶湖博物館だより うみんど (湖人)｣,琵琶湖博物館,草津, (3-6)企画.

b 博物館情報活動に関する業績

C博物館資料整備活動に関する業績
水田で採集された魚類 ･昆虫など約2.000点.

d 博物館展示活動に関する業紙
琵琶湖博物館企画展示 ｢北海道の淡水魚｣.企画.

琵琶湖博物館水族展示.カメ池改修工事レイアウト作成.

e 博物館企画調整事業に関する蕪雑

4 人事に関すること
1997,滋賀県生き物総合調査委員全委員(魚貝類部会長).滋賀県自然保護課,(1997.6_30.-2001.3.31).

1997,環境庁希少野生動植物保存推進員.環境庁自然保護局野生生物課,(1997.6.9,-2000.6.30).

1997,丹生ダム生態系保全検討委員会委員 (近畿圏整備特別委員会).(1997.7.-1998.3.).

1997,滋賀県琵琶湖水政対策本部自然的環境 ･景観分科会ワーキング担当者会議委員.琵琶湖総合保全整備計画策定部

会自然環境分科会.

1997, ｢イタセンパラ保全会議｣出席.愛知県土木部,愛知県三の丸庁舎.

1998,建設省瀬田川砂防管内渓流環境整備計画検討委員会委員.建設省近畿地方建設局琵琶湖工事事務所,(1998.I.-

1999.3,).

1998,環境庁 ｢絶滅のおそれのある野生生物の評価検討委員会｣委員.環境庁自然保護局野生生物課,(1997.6.9.-

2000.3.31).
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用田政晴 YODA,Masaharu 考古学

研究部応用地域研究系主任学芸員 事業部資料科長心得

1 印刷物

a 論文など
用田政晴,1997,橋本鉄男先生と丸子船.用田政晴編 ｢丸子船物語｣,サンライズ出版,彦根,pp1-ll.
用田政晴,小笠原俊明,1997,農業用取水施設 ｢タツロウ｣について.滋賀文化財だより,239:1-4.

Kobayasi,Y.,Okamoto,K.,Yoda,M･,1997,AGroundProbingRadarPenetratlnguPtOlneDepthsover10Meters.tn:

''ENGNEERmGANDEm ONMm ALGEOPHYSICSFORTl一正2IsICEN… Y"SichuanPublishingHouseof
Science&Technology,China,pp170-175.

用田政晴 ･小竹森直子,1997,滋賀県の石器組成の変速.国立歴史民俗博物館資料調査報告書7,農耕開始期の石器組

成4,pp.931-944.

b その他の印刷物
用田政晴,1997,丸子船. ｢立体復元 日本の歴史(下)｣新人物往来社,東京,pp36.
用田政晴,1997,天智天皇が飛鳥から移した湖畔の都大津宮. ｢立体複元 日本の歴史(上)｣新人物往来社,東京,
pplO7.

用田政晴,1997,新羅系渡来人の技術を導入した橋瀬田唐橋. ｢立体復元 日本の歴史 (上)｣新人物往来社,東京,
pp123.

用田政晴編,1997,丸子船物語.サンライズ出版,滋賀,pp.21-185.
用田政晴,1997,博物館案内滋賀県立琵琶湖博物館.滋賀考古,17:64-66

用田政晴,1997,基本計画ができるまで.高橋啓一編, ｢琵琶湖博物館開館までのあゆみ｣,琵琶湖博物館,草津,

pp.75-76.
用田政晴,1997,展示実施設計策定まで.高橋啓一編, ｢重吉琶湖博物館開館までのあゆみ｣,琵琶湖博物館,草津,

pp.127.

用田政晴,1997,(仮称)琵琶湖博物館建築基本図作成における留意事項.高橋啓一編, ｢琵琶湖博物館開館までのあゆ

み｣,琵琶湖博物館,草津,pp.207-232.

C 琵琶湖博物館業紙集第1号に掲載 されなかった1996年度以前の印刷物
用田政晴,1983,昭和57年度県指定文化財の紹介その3一塩津丸山古墳群.滋賀文化財だより,72:86-87
用田政晴,1983,渡岸寺の寺域を想定.滋賀文化財だより,75:100.

用田政晴,1983,横山神社古墳.昭和54.55.56年度滋賀県文化財調査年報,pp.3ト32

用田政晴,1983,塩津丸山古墳群.昭和54.55.56年度滋賀県文化財調査年報,pp.33-34.
用田政晴,1984,瓦焼成の登窯を発掘 西浅井町菅浦諸川遺跡.滋賀文化財だより,85:137.

用田政晴,1984,塩津丸山古墳群.昭和57年度滋賀県文化財調査年報,pp.31.

用田政晴,1985,玄蕃尾城跡.昭和58年度滋賀県文化財調査年報,pp.ll-15.

用EEl政晴,1985,西野水道.昭和58年度滋賀県文化財調査年報,pp.16-25.

用田政晴,1986,"埋蔵文化財保護の手引き".pp.1128.

用田政晴,1986,近江の地域性を探る一弥生時代.埋もれた文化財の話,5:3.

用田政晴,1987,弥高寺跡.昭和60年度滋賀県文化財調査年報,pp.8-10.

用田政晴,1987,諸川瓦窯跡.昭和60年度滋賀県文化財調査年報,pp.ll-19.

岡本敬一 ･小林芳正 ･用田政晴,1994,指向性アンテナを用いた遺跡探査法の基礎実験.物理探査学会第90回学術講演

会論文集,pp.434-438.

用田政晴,1996,琵琶湖博物館ニュース2.ニュー滋賀,42:1.

用田政晴 ･中川正人,1996,古代勢多唐橋の調査と復元展示一大型出土木材の保存.第18回文化財保存修復学会講演要

旨集,pp.42-43.

2 研究活動に関する業績

a 学会講演

Kobayasi,Y.,Okamoto,K･,Yoda,M･,1997,AGroundProbingRadad'PenetratlnguPtOTTleDepthsover10Meters.

IntemationalSymposlumOnEngineeringandEnvironmentalGeophysics,ChengduUniv.China.

b 研究プロジェクト
琵琶湖博物館専門研究 ｢近江の地域性に関する考古学的研究｣.
財団法人日本科学協会研究助成 ｢博物館における伝統的木造船の保存と展示手法の開発研究｣,研究代表者.

C 学会役員､学会誌 レフリーなど
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d 学生指導､講義など

e 受賞

3 博物館事業に関する業綾
a 交流 ･サービス活動に関する業績

b 博物館情報活動に関する業績

C 博物館貸料整備活動に関する業績

d 博物館展示活動に関する業績

e 博物館企画調整事業に関する業績

4 人事に関すること
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小笠原俊明 OGASAHARA,Tosiaki 河川工学

研究部応用地域研究系調査員 事業部資料科

1 印刷物

a 論文など

b その他の印刷物

･J､笠原俊明,1997,空から見た茸琶i臥 琵琶湖博物館乳 ｢博物館ができるまで｣,完琶湖博物鼠 草津,pp.40-41.
小笠原俊明,1997,琵琶湖アルバムへの思い.水上二己夫他編 ｢琵琶湖博物館だより うみんど (湖人)｣,琵琶湖博

物館,草津,(4):4-5.

小笠原俊明,1997,水害-水との関わりの一面.琵琶湖博物館編 ｢琵琶湖博物館開館1周年企画展私とあなたの茸琶湖

アルバム｣,琵琶湖博物館,草津,pp.70-71.

用田政晴 ･小笠原俊明,1997,農業用取水施設 ｢タソロウ｣について.滋賀 文化財だより,(239):1-4

小笠原俊明,1998.近畿と琵琶湖.川那部活哉 ･千地方道 ･井倉孝 ･木村滋編 ｢滋賀県立話琶湖博物館絵合案内｣,茸

琶湖博物館,草津,pp.68-69.
小笠原俊明,1998,琵琶湖博物館における完琶湖 ･淀川水系の水利用に関する展示計画.高田由紀子 ･小笠原俊明編｢琵

琶湖博物館調査研究報告第6号琵琶湖 ･淀川水系における水利用の歴史的変遷上 珪琶湖博物館,草津,pp.19-
42.

蓑田由紀子 ･′ト笠原俊明編,1998, ｢琵琶湖博物館調査研究報告第6号琵琶湖淀川水系における水利用の歴史的変遷｣,

琵琶湖博物館,草津.68pp.

C 琵琶湖博物館業績集第1号に掲載されなかった1996年度以前の印刷物

2 研究活動に関する業績

a 学会講演

b 研究プロジェクト
琵琶湖博物館共同研究 ｢社会的要因が内湖の生物環境に与える影響｣,研究代表者.

C学会役員､学会誌レフリーなど

d 学生指導､講義など

e 受賞など

3 博物館事業に関する業績
a交流 ･サービス活動に関する業績
1997(7月21日), ｢近江人件路上扱察 ･撮影会｣.琵琶湖博物館路上椀寮会,近江八幡市.

1997(10月5日), ｢長浜のまちを再発見｣.琵琶湖博物館路上観察会,長浜市.

1997(12月17日･20日),｢河と人間｣.琵琶湖博物館入門セミナー,琵琶湖博物館.

b 18物館什報活動に関する#績

C博物館資料整備活動に関する#績

d 博物館展示活動に関する業績
琵琶湖博物館企画展示 ｢博物館ができるまで｣.｢空から見た琵琶湖｣コーナー企画 ･制作.
琵琶湖博物館企画展示 ｢私とあなたの琵琶湖アルバム｣.企画 ･制作.

e 博物館企画調整事業に関する業績

4 人事に関すること
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桑村邦彦 KUWAMURA,Kunihiko 水産生物学

研究部応用地域研究系主査 事業部展示科

1 印刷物

a 論文など
桑村邦彦,1997,バイテク利用によるニジマス･アマゴの有用形質魚の育種および養殖システム開発に関する研究.辛

成8年度バイテク利用妻殖システム高度化事業報告書,滋賀県醒井養鱒場,米原,13PP.
桑村邦彦,1997,ハリヨの増殖保存技術開発および県内生息状況 平成8年度稀少水生生物保存対策試験事業報告書,

滋賀県醍井養算場,米原,14pp.
桑村邦彦,1997,起肥育系雌性発生ニジマスの及びそのクローン系の養殖特性.平成6年度滋賀県醒井葦鱒場業務報告,

滋賀県醒井善単軌 米原,pp.33-34.
薄田宣雄 ･桑村邦彦,1997,.湖産アユ種苗の放流後の歩留まり.平成6年度滋賀県醒井善餌場業務報告,滋賀県醒井葦

学場,米原,pp.37138.
桑村邦彦,1997,滋賀県に生息するハリヨの増殖保存に関する研究.平成6年度滋賀県醒井善餌場業務報告,滋賀県醒

井蕃餌場,米原,pp.4ト42.
桑村邦彦,1997,ニジマス起肥育系の有用特性とクローン化等染色体操作による形質改良.平成7年度滋賀県醒井養鱒

場業務報告,滋賀県醒井妻鱒場,米原,pp.37138.
集村邦彦,1997,ニジマス早期産卵系の再生産関連形質.平成7年度滋賀県醒井善鱒場業務報告,滋賀県醒井養蜂場,

米原,pp,39-40.
薄田宣雄 ･集村邦彦,1997,湖産アユ種苗の河川放流後の歩留まり.平成7年度滋賀県醒井隼餌場業務報告,滋賀県醒
井養蝉場,米原,pp.45-46.

桑村邦彦,1997,天然河川に放流したイワナ標識魚の動向.平成7年度滋賀県醒井養鱒場業務報告,滋賀県醒井養蜂場,

米原,PP.47-48.
桑村邦彦,1997,ハ1)ヨの県内生息状況調査と増殖保存技術.平成7年度滋賀県醒井養蜂場業務報告,滋賀県醍井養鱒

場,米原,pp.49-50.

b その他の印刷物
桑村邦彦,1997,ニゴロブナ､琵琶湖の魚と環境(8).大津赤十字病院編 ｢日赤おおっ｣,大津赤十字病院,大津,(200):
1.

桑村邦彦,1997,アメノウオ(ビワマス)､琵琶湖の魚と環境(13).大津赤十字病院編 ｢日赤おおっ｣,大津赤十字病院,

大津,(204):1.

桑村邦彦他,1998,C展示室 淡水の生き物たち.川那部活哉 ･千地方道 ･井倉孝 ･木村滋編 ｢滋賀県立琵琶湖博物館

捻合案内｣,琵琶湖博物鼠 草津,pp.72-84.

嘉田由紀子 ･前畑改善 ･秋山簾光 ･松田征也 ･中井克樹 ･桑村邦彦 ･桑原雅之,1997,桑原雅之窟 ｢水族企画展 古代

湖の世界-個性的な生き物たち-｣リーフレット,支琶湖博物館,草津,8pp.
前畑改善 ･秋山簾光 ･桑原雅之 ･中藤容子 ･集村邦彦 ･松田征也,1997,松田征也編 ｢水族企画展 北海道の淡水魚｣

リーフレット,琵琶湖博物館,草津,8pp

c 託琶湖博物館業績集第1号に掲載されなかった1996年度以前の印刷物
集村邦彦 ･岡本晴夫 ･太田滋規 ･升本義隆 ･水谷英志,1992,資源抑制マニュアル.全国内水面漁業協同組合連合会,

ブラックバスとブルーギルのすべて-外来魚対策検討委託事業報告書-,pp.147-210.
里井晋一 ･山中治 ･桑村邦彦 ･薄田宣雄 ･西森克活,1993,コアユ資源予測調査(平成元年度).滋賀県水産試験場研究

報告,(43):23-40.

西森克浩 ･的場洋 ･大江孝二 ･桑村邦彦 ･太田滋規,1993,コアユ資源予測調査(平成2年度).滋賀県水産試験場研究報

告,(43):46-58.

西森克浩 ･水谷英志 ･桑村邦彦 ･岡本春夫 ･太田滋規,1993,コアユ資源予測調査(平成3年度).滋賀県水産試験場研究

報告,(43):59-71.

森田尚･西森克浩 ･岡本春夫 ･前河孝志 ･的場洋 ･井嶋重尾 ･桑村邦彦 ･津田宣雄,1993,琵琶湖定点定期観測(平成
元年度).滋賀県水産試験場研究報告,(43):158･197.

桑村邦彦 ･太EEl滋規,1993,山の下湾に設置した張網による生物調査.平成4年度滋賀県水産試簾場業務報告,(43):51-
52.

桑村邦彦 ･太田滋規,1993,オオクチパスの輪精管切断による不妊化と繁殖阻止効果.平成4年度滋賀県水産試験場業

務報告,(43):57-58.

太田滋規 ･桑村邦彦,1993,オオクチバスの稚魚期の食性.平成4年滋賀県水産試崇場業務報告,(43):59-60.

西森克浩 ･岩崎治臣･桑村邦彦 ･太田滋規 ･考橋井,1993.平成4年度の湖中アユ親魚状況と産卵状況.平成4年度滋賀

県水産試験場業務報告,(43):63-64

西森克浩 ･岩崎治臣･桑村邦彦 ･太田滋規 ･考橋賢,1993,平成4年度のヒウオ生息状.平成4年度滋賀県水産試験場業

務報告,(43):65-66.

集村邦彦,1994,染色体操作によるニジマス､アマゴの改良特性の検討並びに佳良形質固定等の育種に関する研究.辛
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成5年度地域バイオテクノロジー実用化技術研究開発促進事業報告書,滋賀県醒井養鱒場,米原,14pp.
田中秀具 ･桑村邦彦,1994,ハリヨの増殖保存に関する研究.平成5年度稀少水生生物保存対策試験事業報告書,滋賀

県醍井葺鱒場,米原,10pp.
桑村邦彦,1995,染色体操作によるニジマス､アマゴの改良特性の検討並びに優良形質固定等の育種に関する研究.平

成6年度地域バイオテクノロジー実用化技術研究開発促進事業報告書,滋賀県醒井善鱒場,米原,14pp.
桑柑邦彦,1995,ハリヨの増殖保存技術開発および県内生息状況.平成6年度稀少水生生物保存対策試験事業報告書,

滋賀県醒井養餌場,米原,14pp.
桑村邦彦,1995,イワナ発眼卵の放流効果調査.全国湖沼河川善殖研究会在来マス増殖研究部会,在来マス増殖研究部

会報告書(平成4-6年度とりまとめ),pp.87-92

田中秀具 ･桑村邦彦,1995,ハリヨの増殖保存に関する研免 平成5年度滋賀県醒井善鱒場業務報告,pp.53-62.
桑村邦彦,1995,染色体操作によるニジマス､アマゴの改良特性の検討並びに優良形質固定等の育種に関する研究.辛

成5年度滋賀県醒井暮鱒場業務報告,pp.32-45
桑村邦彦,1996,染色体操作によるニジマス､アマゴの改良特性の検討並びに優良形質固定等の育種に関する研究.平

成7年度地域バイオテクノロジー実用化技術研究開発促進事業報告書,滋賀県醒井養蜂場,米原,pp.19
桑村邦彦,1996,ハリヨの増殖保存技術開発および県内生息状況.平成7年度稀少水生生物保存対策試験事業報告書,

滋賀県醒井養蜂場,米原,pp.14

2 研究活動に関する#績

a 学会講演

b 研究プロジェクト
琵琶湖博物館総合研究 ｢水田生態系と人間活動に関する総合研究｣,研究分担者.

琵琶湖博物館総合研究 ｢琵琶湖沿岸生態系の構造と動態に関する研究｣,研究協力者.

琵琶湖博物館共同研究 ｢社会的要因が内湖の生物環境に与える影響｣,研究分担者.

琵琶湖博物館専門研究 ｢琵琶湖に生息するモクズガこの生態学的研究｣.
深泥池水生生物研究会 ｢外来魚資源抑制調査｣,研究分担者.

C 学会役鼻､学会誌レフリーなど

d 学生指導､講義など

e 受賞

3 博物館事業に関する業績

a 交流 ･サービス活動に関する業績
1997(6月7日),

1997(6月14日),
1997(7月23日),

1997(8月28日),
1997(8月30日),

1998(2月13日),

1998(3月6日),

1998(3月8日),

琵琶湖の環境と魚.琵琶湖博物館入門セミナー,琵琶湖博物館.

琵琶湖の魚と漁具漁法.淡水魚入門講座 一講義編-,琵琶湖博物館講座,琵琶湖博物館.

産業としてのアユと琵琶湖の環境保全事業,在阪道府県協議会第三部会研修,完琶湖博物館.

琵琶湖の環境の特色と現状.立命館大学びわこ･くさつキャンパス教職員研修,茸琶湖博物館.

びわ湖の月を調べてみよう.琵琶湖博物館ミュージアム板察会,琵琶湖博物館.

滋賀県理科助手教員研修,琵琶湖博物館.

琵琶湖の環境と固有魚種.平成9年度滋賀県水産後継者シンポジウム,完琶湖博物館.

水族館探検隊.茸琶湖博物館探検,文琶湖博物館.

b 博物館情報活動に関する#績

C博物館資料整備活動に関する業績
水族展示用北海道産淡水魚類.17種,約100点収集.

d Ta物館展示活動に関する業績
琵琶湖博物館水族企画展示 ｢北海道の淡水魚｣,1997(11月2日)-1998(2月5日),企画 ･魚捌 文集 ･実施.

e 博物館企画調整嘉#に関する業績
世界古代湖会議エクスカーション担当.

4 人事に関すること
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桑原雅之 KUWAHARA,Masayuki 魚類生態学

研究部応用地域研究系学芸員 事業部資料科

1 印刷物

a 論文など

b その他の印刷物
桑原雅之,1997,バイカル湖のヨコエビ.水上二己夫他編 ｢琵琶湖博物館だより うみんど (湖人)｣,琵琶湖博物館,

草津,(2):5.

桑原雅之,1997,琵琶湖水系にすむビワマスとアマゴ.水上二己夫他編 ｢琵琶湖博物館だより うみんど (湖人)｣,

琵琶湖博物館,草津.(4):6.

桑原雅之,1997,琵琶湖の魚と環境(5)ウグィ.大津赤十字病院編 ｢日赤おおっ｣,大津赤十字病院,大津,(197):1.
桑原雅之,1997,支琶湖の魚と環境(10)ビワマス.大津赤十字病院編 ｢日赤おおっ｣,大津赤十字病院,大津,(202):I.

前畑政善 ･秋山旋光 ･藤岡康弘 ･桑原雅之 ･松田征也,1997,松田征也編 ｢水族企画展 ブラジルの淡水魚｣リーフレ

ット,完琶湖博物館,草津,8pp.
養田由紀子 ･前畑改善 ･秋山廉光 ･松田征也 ･中井克樹 ･桑村邦彦 ･桑原雅之,1997.桑原雅之編 ｢水族企画展 古代

湖の世界一個性的な生き物たち-｣リーフレット,琵琶湖博物館,草津,8pp.
桑原雅之 ･中井克樹,1997,展示解説編 ｢バイカル湖｣.吉本真二 ･7ント◆リ.1-･ロシター･脇田健一編, ｢茸琶湖博物館企画

展示古代湖の世界 展示解説書 ･世界の古代湖ガイド上 琵琶湖博物館,草津,pp.5-8.

桑原雅之 ･中井克樹,1997,世界の古代湖ガイド ｢バイカル湖｣.宮本真二 ･7ント●リ1-･ロシタ-･脇田健一鼠 ｢重吉琶湖博

物館企画展示古代湖の世界展示解説書 ･世界の古代湖ガイド｣,茸琶湖博物館,草津,pp.21-28.
前畑改善 ･秋山庚光 ･桑原雅之 ･中藤容子 ･桑柑邦彦 ･松田征也,1997,松田征也編 ｢水族企画展 北海道の淡水魚｣

リーフレット,茸琶湖博物館,草津,Spp.
桑原雅之他,1998,C展示室 淡水の生き物たち.川那部活哉 ･千地方道 ･井倉孝 ･木村滋編 ｢滋賀県立党琶湖博物館

総合案内｣,琵琶湖博物館,草津,pp.72-85

桑原雅之,1998,琵琶湖の魚と環境(16)ビワヒガイとアプラヒガイ.大津赤十字病院編 ｢日赤おおっ｣,大津赤十字病

院,大津,(207):2.

C 琵琶湖博物館業績集第1号に掲載されなかった1996年度以前の印刷物

2 研究活動に関する蕪雑
a 学会講演
桑原雅之,1997(6月24日)ビワマスにおける河川残留型の存在と琵琶湖流入河川に生息するとされるアマゴについて.
世界古代湖会議,琵琶湖博物館.

b 研究プロジェクト
琵琶湖博物館総合研究 ｢琵琶湖沿岸生態系の構造と動態に関する研究｣,研究分担者.

琵琶湖博物館総合研究 ｢水田生態系と人間活動に関する稔合研究｣,研究分担者.

琵琶湖博物館捻合研究 ｢博物館資料の整理保管と利用に関する研究(茸琶湖博物館における淡水無脊椎動物(昆虫を除く)

の参照用摘要標本の確立)｣,研究協力者.
琵琶湖博物館専門研究 ｢琵琶湖水系におけるビワマスとアマゴの関係について｣.

C 学会役員､学会誌レフリーなど

d 学生指導､講義など

e 受賞など

3 博物館手業に関する業績

a 交流 ･サ-ビス活動に関する業紙
1997(9月6日),魚類調査法.淡水魚入門講座 一講義編一日本の淡水魚の現状と保全.重吉琶湖博物館講座,琵琶湖博物館.

1997(9月13日),魚類調査法一実技編-.淡水魚入門講座一諸表編一日本の淡水魚の現状と保全.琵琶湖博物館講座,

琵琶湖博物館.

1997(10月19日),琵琶湖の環境とさかな.下坂本子供指導者連絡協議会,下坂本小学校.

1998(3月7日),水族館探検隊.琵琶湖博物館探検,琵琶湖博物館.

b 博物館情報活動に関する業績
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C 博物館資料整備活動に関する業績
水族展示用資料収集.

展示用水族繁殖作業.

死亡水族の標本登録.

d 博物館展示活動に関する蕪雑
琵琶湖博物館水族企画展示 ｢古代湖の世界｣,企画 ･制作.

琵琶湖博物館企画展示 ｢古代湖の世界｣,｢バイカル湖｣コーナー企画 ･制作.

e 博物館企画調整事業に関する業練
世界古代湖会諌映像記録担当.

4 人事に関すること
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宮本真二 MIYAMOTO,Shinji 自然地理学･花粉学 (理学修士)

研究部応用地域研究系学芸員 事業部交流センタ-

1 印刷物

a 論文など
宮本真二,1997,博物館における自然地理学の役割.立命館地理学,9:77-81.

岩田修二 ･宮本真二,1997.ジュンペシ谷の2万年.季刊民族学,79:44-53.

b その他の印刷物

宮本真二 ･7ント◆リ1-･t7シ11･脇田健一鼠 1997,｢琵琶湖博物館企画展示古代湖の世界展示解説書 ･世界の古代湖ガイド｣,
茸琶湖博物館,草津,87pp.

C 琵琶湖博物館業紙集第1号に掲載されなかった1996年度以前の印刷物

2 研究活動に関する業績

a 学会講演
石代書史 ･宮本真二,1997,オーストラリア,ニューサウスウェールズにおける森林破壊.日本地理学会春季学術大会,

東京都立大学.

Miyamoto,S.,Yasuda,Y.良Kilagawa,H･,1997,PaleoenvironmenlalChangesintheLastGlacialMaximumaroundthe

WakasaBayRegion,northofLakeBiwa.ICAL97,茸琶湖博物館.

横田喜一郎 ･田中里志 ･田村嘉之 ･山崎博史 ･宮本真二 ･里口保文 ･森川美幸 ･小田寛貴 ･小島貞男,1997,音波探査

による琵琶湖堆積層準の検出.堆積学研究会,静岡大学.

b 研究プロジェクト
琵琶湖博物館総合研究 ｢水田生態系と人間活動に関する研究｣,研究分担者.

琵琶湖博物館総合研究 ｢東アジアの中の茸琶湖,その成立と人間生態系に関する総合研究｣,研究分担者.

琵琶湖博物館共同研究 ｢琵琶湖周辺域における過去一万年間における自然環境と人間活動の変遷｣,研究代表者.

琵琶湖博物館専門研究 ｢最終氷期以降における古環境変動の高精度復原｣.
文部省科学研究費補助金 (coE形成基礎研究) ｢長江文明の探求｣,研究分担者.

東京地学協会調査研究助成 ｢ヒマラヤ山脈東部における埋没腐植層の形成と環境改変｣,研究代表者.

国立民族学博物館共同研究 ｢熱帯高地における環境の利用と保全に関する総合研究｣,共同研究員.

C学会役員､学会誌レフリーなど

d 学生指沸､講義など
立命館大学文学部学芸員実習指導(4月18日,11月23日).

e 受賞

3 博物館事業に関する業績
a 交流 ･サービス活動に関する集績

1997(2月21日),土の中の花粉化石から過去を読む.滋賀県理科教育研究会,支琶湖博物館.

1997(2月26日),表層堆穣物の花粉分析.琵琶湖研究所堆積物研究会,琵琶湖博物館.

1997(9月12日),地理学からみた自然.立命館高校見学会,茸琶湖博物館.

1997(10月26日),古琵琶湖層群の化石採集会.琵琶湖博物館フィールド観察会,三重県大山田村.

1997(12月14日),地層のみかた調べ方.琵琶湖博物館ミュージアム観察会,琵琶湖博物館.

b 博物館情報活動に関する業績
1997,改訂版琵琶湖博物館ホームページ (観察会 ･講座 ･セミナー).

C 博物館資料整備活動に関する業績

d 博物館展示活動に関する業績
琵琶湖博物館企画展示 ｢古代湖の世界｣,展示主任.

e 博物館企画調整事業に関する半紙
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4 人事に関すること
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布谷知夫 NUNOTANl,Tomoo 植物生態学

研究部博物館学研究系総括学芸員 事業部長

1 印刷物

a 論文など
布谷知夫,1997,現在の植生分布.羽曳野市史(本文編),羽曳野市史編集室,pp.11卜123.

布谷知夫,1997,国指定天然記念物和泉葛城山ブナ林をめぐる経過と現状.関西日射呆護携構会報,19(2):12H 30.

布谷知夫,1998,参加型博物館に関する考察.博物館学雑誌,23(2):15-24.

b その他の印刷物
布谷知夫,1997,木の器(うつわ)新撰淡海木間さらえ.Duel,〉ol.55(7/8):9.

布谷知夫,1997,不便どこまで我慢するか.朝日新聞,(11月25日).

布谷知夫,1997,タンポポ調査.水上二己夫他編 ｢琵琶湖博物館だより うみんど (湖人)｣,茸琶湖博物館,草津,

(2):7.

布谷知夫,1997,アオマツムシは鳴いているか.水上二己夫他編 ｢琵琶湖博物館だより うみんど (湖人)｣,重吉琶湖

博物館,草津,(4):7.

布谷知夫,1997,博物館のイメージ(湖国随想).中日新聞,(1月27日).

布谷知夫,1997,琵琶湖博物館.ECOMAP,財団法人キープ協会,(30):2.

布谷知夫,1997,滋賀県立党琶湖博物館の建設をふりかえって.奈良県立自然史博物館を作る会全乳 (17):1-3.

布谷知夫,1997,琵琶湖博物館と環境.HROBA,近畿建築士協議会,(400):17.

布谷知夫,1997,人はなぜ博物館に行くのか(湖国随想).中日新聞,(8月4日).

布谷知夫,1997,下見をしない観察会(自然観察のテーマ ･17).大阪府自然観察指導員連絡会会誌,(19):2-4.

布谷知夫,1997,調べる観察会(自然観察のテーマ ･18).大阪府自然観察指導員連絡会会誌,(20):2-4.

布谷知夫,1997,春をさがしてみませんか(自然観察のテーマ ･19).大阪府自然観察指導員連絡会会誌,(21):2-4.

布谷知夫,1997,次の20年をめざして.都市と自然,21(4):5.

布谷知夫,1997,知っていることと見てわかること(自然観察のテーマ ･20).大阪自然観察指導員連絡会会誌.(22):2-
4.

布谷知夫,1997,ある秋の観察会(自然観察のテーマ ･21).大阪府自然観察指導員連絡会会誌,(23):215.

布谷知夫他,1997,琵琶湖博物館乳 ｢博物館ができるまで｣,琵琶湖博物館,草津,pp.86pp.

布谷知夫,1998,環境教育の場としての里山.ランドスケープ研究,日本造園学会,61(4):296-298.

布谷知夫,1998,右巻と左巻(自然観察のテーマ ･22).大阪府自然枚察指導員連絡会会誌,(24):215.

布谷知夫,1998,タンポポ,いっしょに調べてみませんか.アンサンブル,(377):12-13.

布谷知夫,1998,二年目をむかえた琵琶湖博物館.楓(滋賀県造園技術者協議会),(59):3-4.

布谷知夫,1998,何となく思い込んでしまう(湖国随想).中日新聞,(3月2日).

布谷知夫,1998,本庄おもしろ探検団.小学校環境教育実践シリーズ一生きている土生きている川-,旬報社,140-
147.

布谷知夫,1998,湖の人々と暮し.第45回全国私学教育研究集会京都大会研究収録 日本私学教育研究所,pp.2181
233.

布谷知夫,1998,滋賀県東南部の博物館案内.全日本博物館学会ニュース,3-4.

C 琵琶湖博物館業紙集第1号に掲載 されなかった1996年度以前の印刷物

布谷知夫,1996,究琶湖博物館と環境教育.近畿 ･東海地区高等学校農業教育研究会並びに全国高等学校農場協会近東

支部総会研究収録(平成8年度),pp.1卜18.

2 研究活動に関する業績

a 学会講演

b 研究プロジェクト
琵琶湖博物館共同研究 ｢屋外展示空間の生物群集と環境の変化のモニタリング｣,研究分担者.

茸琶湖博物館共同研究 ｢生活と科学の接点としての環境調査の手法開発に関する研究｣,研究分担者.

琵琶湖博物館総合研究 ｢水田生態系と人間活動に関する総合研究｣,研究分担者.

C 学会役員､学会誌 レフリーなど

湖国文化情報誌編集委員.

日本生態学会自然保護専門委員会委員.

d 学生指導､講義など
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e 受賞など

3 博物館事業に関する業績
a 交流 ･サービス活動に関する業績
1997(1月18日),豊山活用の考え方.里山フォーラム,茸琶湖博物館.

1997(1月30日),茸琶湖博物館の概要.日本博物館協会研究協議会庶務部門,琵琶湖博物館.

1997(1月31日),琵琶湖博物館の交流活軌 日本博物館協会研究協議会庶務部門,琵琶湖博物館.

1997(3月16日),琵琶湖博物館の誕生.静岡県自然史博物館推進協議会,静岡教育会館.

1997(4月12日),琵琶湖博物館の概要.奈良教育大学生物実習.

1997(5月8日-7月3日),台所の植物学.琵琶湖博物館講座(5回連続),茸琶湖博物館.

1997(5月14日),里山の利用とくらし.金勝公民館講座.

1997(5月18日),

1997(5月23日),

1997(5月27日),

1997(5月27日),

1997(6月13日),

1997(6月14日),

1997(6月14日),

1997(7月5日),

1997(7月6日),

水まわりの自然とくらし.三和緑基金同志社大学講座フィールドワーク,託琶湖博物館

環境展示の考え方.大阪生物教育研究会.

琵琶湖博物館の建築計画.日本建築協会.

琵琶湖博物館の概要.近故建築家協会.

琵琶湖博物館の理念と実際.全国大学博物館実習協議会.

琵琶湖地域と博物館.革津市.

博物館と文化.びわこデザイン文化協会,茸琶湖博物館.

琵琶湖博物館と学校教育.近畿高等学校教頭会議.

琵琶湖博物館の理念.京都橘女子大学博物館実習.

1997(7月18日),琵琶湖博物館の展開.企画県民部研修.

1997(7月27日),茸琶湖博物館の建築経過.地球女倶楽部.

1997(8月5日),身近な植物の観察およびからだのつくり.第21回自然調査ゼミナール,滋賀県中学校教育研究会理科部

会,琵琶湖博物館実習室.

1997(8月28日),

1997(9月26日),

1997(10月3日),

1997(10月4日),

1997(11月24日),

1997(11月1日),

1997(11月4日),

1997(11月14日).

1997(11月14日),

琵琶湖博物館と学習指導-の利用.社会科体験講座.

植物のくらしから環境を考える.滋賀女子短期大学公開講座,滋賀女子短期大学.

植物と環境.県友弘済会教養懇話会,皇子が丘いこいの村.

琵琶湖博物館と環境.大津市 ･貝塚市合同公民館研究会.

琵琶湖博物館の理念と環境教育.環境教育フォーラム.京都リサーチサイエンスパーク

里山について.里山管理リーダ一幸成講座,能勢大阪府野外活動センター.

ブナについて.湖北にブナを植える会.

琵琶湖博物館と環境.経済同友会研修会.

環境のとらえかた.全国私学教育研究集会,琵琶湖博物館.

1997(11月28日),環境問題の現状と課題.茸琶湖博物館の役割,滋賀県教職員六年次研修,滋賀県教育研究センター,

琵琶湖博物館.

1997(11月29日),琵琶湖博物館の考え方 日本動物学会,琵琶湖博物館.

1997(12月6日),琵琶湖博物館の運営の考え方.人と自然の博物館,施設ボランティア養成講座.

1997(12月9日),博物館と動物園とはどうちがうか.日本動物植物専門学院動物調教科,琵琶湖博物館.

1997(12月18日),参加型アミューズメントによる ｢湖と人間｣.大阪工業会,琵琶湖博物館.

1997(12月23日),琵琶湖博物館と環境.森の学校,琵琶湖博物館.

1997(3月8日),博物館の立場と利用者のイメージ.琵琶湖博物館開館記念シンポジウム,琵琶湖博物館.

1997(3月20E]),下之紡遺跡から考える環境復元.下之郷遺跡調査現場事務所.

1997(4月13日),博物館の舞台裏.琵琶湖博物館.

1997(6月7日),ミュージアムの魅力とは.トヨタ･アートマネージメント講座,みやこめっせ.

1997(10月12日),秋の打見岳の植物観察会.琵琶湖博物館.

1997(10月26日),秋の里山を歩こう.琵琶湖博物館.

1997(12月5日),今,なぜ環境教育か.環境教育研修会,豊中市教育委員会.

1997(12月7日),ワリバシは何の木でできているか.琵琶湖博物館講座(5回連続).

1997(12月12日),環境展示の考え方.大阪生物教育研究会,セミナー室.

1997,水上二己夫他編 ｢琵琶湖博物館だより うみんど (湖人)｣,琵琶湖博物館,草津,(3-6)企画.

1998(1月17日),足下の環境に目を向けてみよう.身近な環境調べ,発表 ･交流会,豊中市教育委員会,豊中市立生活

情報館.

1998(3月1日-4月30日),参加型調査 ｢春をさがしてみませんか｣の計画と実施.

b 博物館情報活動に関する#組
動画資料 r琵琶湖の水生植物｣.製作.

C 博物館資料整備活動に関する業績

d 博物館展示活動に関する業績
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琵琶湖博物館企画展示 ｢博物館ができるまで｣.企画と制作.

e 博物館企画調整事業に関する業続

4 人手に関すること
1997,(財)日本自然保護協会評議員 ･普及委員.

1997,関西自然保護機構理事.

1997,秋田県立博物館二㌢ミカ●7L.7'ラン21検討委員会委員.

1997,NHK滋賀県視聴者会謙委員.

1997,国指定天然記念物和泉葛城山ブナ林保護検討委員会委員

1997,箕面山猿調査会委員.

1997,世界古代湖会議企画委員会委員.

1997,ヨシ群落生態調査委員会委月.

1997,滋賀県生き物総合調査専門部全委員.
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秋山廉光 AKIYAMA,Hiromitsu 魚類生態学

研究部博物館学研究系主任学芸員 事業部情報センタ-

1 印刷物
a 論文など

b その他の印刷物
秋山庫光,1997,琵琶湖の魚と環境(13)ウツセミカジカ.大津赤十字病院編 ｢日赤おおっ｣,大津赤十字病院,大津,

(205):1.

秋山庫光.1997,琵琶湖の魚と環境(15)ヨシノポリ類.大津赤十字病院編 ｢日赤おおっ｣,大津赤十字病院,大津,

(206):1.

秋山康光,1998,琵琶湖の魚と環境(18)ワタカ.大津赤十字病院編 ｢日赤おおっ｣,大津赤十字病院,大津,(209):5.

前畑改善 ･秋山廉光 ･藤岡康弘 ･桑原雅之 ･松田征也,1997,松田征也編 ｢水族企画展 ブラジルの淡水魚｣リ-フレ

ット,茸琶湖博物館,草津,8pp.
嘉田由紀子 ･前畑改善 ･秋山簾光 ･松田征也 ･中井克樹 ･桑村邦彦 ･桑原雅之,1997,桑原雅之編 ｢水族企画展 古代

湖の世界一個性的な生き物たち-｣リーフレット,琵琶湖博物館,草津,8pp.
前畑改善 ･秋山庚光 ･桑原雅之 ･中藤容子 ･桑村邦彦 ･松田征也,1997.松田征也編 ｢水族企画展 北海道の淡水魚｣

リーフレット,琵琶湖博物館,草津,8pp.

C 琵琶湖博物館業紋集第1号に掲載されなかった1996年度以前の印刷物

2 研究活動に関する#績

a 学会講演

b 研究プロジェクト

C 学会役員､学会誌レフリーなど

1996(12月6日)-1998(3月31日)米原町教育委員会 ｢米原町ハ1)ヨ生態調査委員会｣調査委員.

1997(3月28日)-日本動物園水族館協会 ｢動物名称統一検討委員会｣動物名検討委員.
1997(5月6日)-1998(2月20日)滋賀県農政水産部農村整備課 ｢生き物 ･生態系情報調査｣調査協力員.

d 学生指導､講義など

e 受賞

3 博物館事業に関する業績
a 交流 ･サービス活動に関する半紙
1997(6月30日)-,水質保全対策事業(浮船地区)現地検討会オブザーバー

1997(7月17日),日本動物園水族館協会 ｢動物名検討会｣出風

1997(7月28日)-,水質保全対策事業(赤野井湾沿岸地区)現地検討会オブザーバー

1997(7月28日),水質保全対策事業(浮船地区)検討会出席.

1997(12月5日)-,八日市市農相環境計画検討委員会委員.

1997(12月24日),水質保全対策事業(浮船地区)検討会出席.

1997(12月24日),水質保全対策事業(赤野井湾沿岸地区)検討会出席.
1997(2月4日),草津社会保険事務所載貞研修講師.

1997(2月6日),第5回琵琶湖フォトコンテスト審査員.

1997(3月8日),琵琶湖の魚.滋賀大学教育学部化学教室理科教育研究会(フラスコ会)講師.

1997(6月3日),(秩)京都放送 ｢めざましラジオ｣ゲスト出演 ｢びわ湖の生き物｣.
1997(7月10日),環境用水の汚濁とその浄化.環境技術研究協会第4回シンポジウム講師.

1997(8月4-5日),身近な魚類の観察および体のつくり.滋賀県中学校教育研究会理科部会第21回自然調査ゼミナール
講師.

1997(10月13日).琵琶湖に生息する魚について.高槻市五領小学校.

1997(11月25-26日),第42回水族館技術者研究会(全国大会)出席.

1997,水上二己夫他編 ｢琵琶湖博物館だより うみんど (湖人)｣,琵琶湖博物館,草津,(3-6)企画.

1998(4月28日),自然的環境 ･景椴分科会ワーキング担当者会議出席.

b 博物館情報活動に関する業雄
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静止画資料貸出マニュアル作成.

静止画資料整理マニュアル作成.

静止画資料貸出実演67件

C 博物館資料整備活動に関する集綾

d 博物館展示活動に関する業績

e 博物館企画調整事業に関する業績

4 人事に関すること
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グライガ一 ･マーク･ジョセフ GRYGIER,MarkJoseff 甲殻類系統分類学(理学博士)

研究部博物館学研究系主任学芸員 事業部資料科

1 研究業績
a 印刷物
Grygier,M.J.,1997,瀬底実験所における研究.琉球大学熱帯生物圏研究センタ-年報,2:41-42.

Hendler.G"Grygier,M.J.,1997,Babysiuingbrittlestars:FirstreportofintergenericsymbiosisamongOphiuroidea.Amer.

Zoo1.,37(5):43A【Abstracl149】.

b その他の印刷物
Grygier,M.J.,1997,私の逸品:Y幼生.水上二己夫他編 ｢琵琶湖博物館だより うみんど (湖人)｣,琵琶湖博物館,
草津,(3):5.

C 琵琶湖博物館業績集第1号に掲載されなかった1996年度以前の印刷物
Grygler,M.∫.,1980,TwonewlamippidcopepodsparasiticongorgoniansfromHawaiiand也eBahamas.Proc.Biol.Soc.
Wash"93:662-673.

Grygier,M.J.,1980,ArepresentativeofthegenusDendTOgaStel(Cirripedia,AscoLhoracica)parasiticinanantarcticstarfish.

EOS(Trams.Amer.Geophys.U.),61:174【abstract】,

Grygier,M.J.,1980,ComparativespermatologyofAscothoracica(Crustacea,Maxillopoda)anditsphylogeneLic

implications.Amer.Zool･,20:815【abstraclnO･450】.

Grygier,M.J.,1981,Spermoftheascothoracican parasiteDendTOgaSteT,themostprimitivefoundinCrustacea.InL.J.

hvertebr.Reprod.,3:65-73,

Grygier.M･J.1981,GoTgOnLIscusjncJ'SodacEyJus,anewisopodoftheepicalideansuperfamilyCryptoniscoidea,parasiticon

anascothoracican ci汀ipedfromHawaii.Proc.Biol.Soc.Wash.,94:122-134.

Grygier,M.I.1981,PeErarcaOkadaL',anewCrustacean(Maxillopoda,Ascothoracica)fromtheGreatBarrierReef,thefirst

shallowIWaterreCOrdofthegenus.I.Crust.Bio1.,1:183-189.

Grygier.M.I"1981,ArepresenLativeofthegenusDet7dTOgaSEeT(Cirripedia,Ascothoracica)parasiticin anantarcLicstarfish.

Antarct.Res.Ser.,32【Biol.Antarct.Seas,10】:1-15.

Grygier,M･J･,1981,GoTgOnOJauTeuSmuZikaesp･nov･(Crustacea,Ascothoracida)parasiticonaHawaiiangorgonian,with

specialreferencetoitsprotandrichermaphTOditism.∫.Nat.Hist.,15:1019-1045.

Grygier,M.I.,1981,RedescriplionofGoTgOnOJauLleuSbikL'nL'ensJ'S(Crustacea,Ascolhoracica),withareevaluationofits
familialaffinities.Micronesica,17:67-76.

Grygier,M.I.,1981.Scalpe/Jonjscus.anewgenusfortwospeciesofcryptoniscidisopods(Epicaridea)parasiticonabyssal
stalkedbamacles.Proc.Biol.Soc.Wash.,94:1258-1270

Grygier,M.J.,1982,SpermmorphologyinAscothoracida(Crustacea,Maxillopoda),confirmationofgeneralizednatureand

phylogeneticimportance･Int･J･lnvertebr･Reprod･,4:323-332･

Grygier,M.I.,1982,DendTOgaSEeT(Crustacea,Ascothoracida)fromCalifomia,sea-starparasitescollectedbytheAJbaETOSS.

Proc.Calif.Acad.S°i.,42:443-454.

Grygier,MJ.,1982,ObservationsonlarvaeofAscothoracida(parasiticCrustacea)."TTleWesternSocietyofNaturalists63rd

AmualMeethg,Program/AbstractsH,p.28【abstract】

Grygier,M.J.,1983,Anoyel,PlanktonicascothoracidlarvafromSt.Croix(Crustacea).I.PlanktonRes.,5:1971202.

Grygier,M.∫.,1983,

Grygler,M.J.,1983,

Gastropoda).I.

Grygier,M.I.,1983,

Schram.F.良.),

Grygier,M.I.,1983,

Asco山oracida,

Grygier,M.J.,1983,

biogeography,

Grygler,M.Jリ1983,

RevisionofSynagoga(Crustacea,Maxillopoda,Ascothoracida).J.NaLHisL,17:213-239.

CleI)OSCuJumhawaL'L'et)SeHeath,confirmationofitsafrlnities(Crustacea,Ascothoracida-exMollusca,

CnlSLBio1.,3:257-265.

AscothoracidaandtheunityofMaxillopoda･ln''CrusLaCeanPhylogeny(CrustaceanIssues1).'(Ed.by

A.A.Balkema,Rotterdam,pp.73-104.

It)LTOCOmL'aconjugansn･gen･n･sp･,parasiticinaJapaneseahermatypiccoral(Crustacea,

Petrarcidae).Senckentxrg.Bio1.,63:419-426.

AscothoTaX,areviewwithdescnptlOnSOfnewspecleSandremarksonlarvaldevelopment,

andecology(Crustacea,Ascothoracida).Sarsia,68:1031126.

An endoparasiticlamippidcopepodinAcanelJafromtheNorthAtlantic.Crustaceana,45:1761182.

Grygier,M.I.,Fratt,D.a,,1983,TheascothoracidcrustaceanAscod)oTaXgLgaS,redescrlpt10n,larvaldevelopment,andnotes

onitsinfestationoftheanLaJCticophiuroidOphiot)oEuSVL'cEOrjae･COSCrrans.Am er.Geophys.U.),62:1110

【abstract】.

Grygier.M.I.,1984,Ascothoracida(Crustacea,Maxillopoda)parasiticonChL'ySOgOTgL'a(Gorgonacea)inthePacificaJld
westemAtlantic.Bull.Mar.S°i.,34:141-169.

Grygier,M.JリFratt,D.a,,1984,lleascothoracidcrustaceaJIAscoLholaxgJgas,redescrlP110n,larvaldevelopment,and

notesonitsinfestationoftheAntarcticophiuroidOph1-onoEusvL'cEon'ae.AntaLCt.Res.Ser,41lBiol.Antarct.Seas,

16】:43-58.
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Grygier,M.J.,Salvat,M･B･,1984,DendrogasEeralgentjnensL'S,newspecies,aSouthAmericansea-starparasite(Crustacea,
Asco【horacida).Proc.Biol.Soc.Wash.,97:43-48,

Grygler,M.).,1984,Newmorphologica)andontogeneticcluesLOthesystematicpositionoftheAscothoracida(Crustacea)･

"Abstracts,SouthernCaliforniaAcademyofSciencesAnJlualMeeting.,MayII-12,1984",unpaginaLedlabstract

no.10inprogrambook;winnerofa-■BesISludentPaperAward‖(南カリフォルニア科学アカデミー1984年大会研究

論文最優秀賞)atthemeeting].

Grygler,M.I.,1984,''CompalativeMorphologyaJldOntogenyoftheAscoLhoracida,aStepTowardaPhylogenyofthe

Maxillopoda".Ph.D･dissertation,UniversityOfCalifomiaSamDiego,xxi+417pp･

Grygler,M.J.,1985,Lauridae,taxonomyandmorphologyofascothoracidcruslaceanparaSileSOfzoanthids･Bull.MaT･Sci･,
36:278-303.

Grygler,M.Jリ 1985,NewascothoracidcmslaCeanendoparasileSOrScleraclinia.J.Nat.His1.,19:1029-1043.

Grygier,M.J.,1985,TwospeciesofDendI'OgaSEeT(CruslaCea,Asco【horacida)parasiticinporcellanasterldstarfishes.
GalalheaRep.,16:113-120.

Hallberg,E.,Elofsson,R･,Grygier,MJ･.1985,An ascothoracidcompoundeye(Crustacea)･Sarsia,70:1671171･

Grygier,M.J.,Newman,W.A.,1985,MotilityandcalcareouspartsinextanlandfossilAcrothoracica(Crustacea,Cirripedia),

baSedprimarilyuponnewspeciesbu汀OWlnginthedeep-SeascleractiniancoralEnallopsammia･,Trans･SamDiegoSoc°
Nal.HisL,21:ト22.

Zibrowius,H.,Grygier.M.J.,1985.DiversityandrangeofscleractiniancoralhostsofAscothoracida(Crustacea,

Maxillopoda).Am.lnst.Ocemogr.(Paris),N.Ser.,61:115-138.

Grygier,MJ･,1985,CrustaceaAscoLhoracida･Mem･MusINatn･Hist.Nat,(Paris),Ser･A･,Zool･,133lResuuatsdes

CampagnesMusorstomI&II,Philippines]:417-426･

Grygler,M.∫.,1985,ComparativemorphologyandontogenyortheAscolhoracida,asteptowardaphylogenyorthe

Maxillopoda.°iss.Abstr･tnlemat･,45:2466B-2467B【abslraCt】･

Grygier,M.J.,1986,DendTOgaSEer(Crustacea,Ascothoracida)parasiticinAlaskanandeasternCanadianLepEasEen'as
(Asteroidea).Can.I.Zoo1.,64:1249-1253.

Grygler,M.J.,1987,Nauplii,anlennularontogenyandthepositionoflheAscoLhoracidawithintheMaxillopoda･J･Crust･
Biol"7:87-104.

Grygler,M･J･,1987,

Grygler,M.J.,1987.

Grygier,M.∫.,1987,

Maxillopoda,

Grygler,M.J.,1987,
ClenOSCulidae.

Grygier,M.∫.,1987,

ReappraisalorsexdeleminalionintheAsco山oracida･CnlSlaceana,52:149-162･

ClassificationoftheAscothoracida(Crustacea).Proc.Biol.Soc.Wash.,100 : 452-458.

Newrecords,extemalandinLemalanatomy,andsystematicpositionofHansenlsy-larvae(Crustacea,

Facetotecta).Sarsia,72:261-278.

Antarcticrecordsofasteroid-infestingAscothoracida(CrusLacea),includinganewgenusof

Proc.Biol.Soc.Wash.,loo:700-712.

Unusualandmostlycysticolouscrustacean,molluscan,andmyzosLOmidanassociatesofechinoderms.

''SixLhIntemationalEchinodermConference",unpaginatedlabstractLnProgrambook].

Grygier,M.J.,1987,Taxonomy,hostdistribution,andSEM-basedmorphologyofMyzosEoma(Myzostomida)･Am er･Zool･,

27(4):59A【abstrac【no.299】.

Grygler,MIJリ 1988,Unusualandmostlycysticolouscrustacean,molluscan,andmyzostomidanassociatesofechinoderms･

''EchinodermBiology,ProceedingsoftheSixthlntemationalEchinodermConference,Victoria/23-28AugusH98γ

(Eds.byBurke,R.D･,Mladenov,P･V･,Lambcrt,P･,Parsley,R･L.),pp･775-784,A･A･Balkema,Rotterdam･

Grygier.M.J.,Sieg,J.,1988,Mjclodajus(CmsLacea,Tantulocarida)parasiticonanAntarctictanaidacean,andarange

extensionofM.JangJ'Greve･J･Nat･Hist122,1495-1505【Erratum-1989,J･Nal･Hisl･,23:12011･

Grygier,M.J.,1988,L訂ValandjuvenileAscolhoracida(Crustacea)fromtheplank10n･Publ･SeLOMarlBiol･Lab･33(4/6):
163-172.

SLarObogaLOV,Ya.I.,1988,SystematicsofCrustacea.J･Crust･Biol･,8:300131IltranslationfromRussiaJlbyM･J･

Grygier1.

Grygler,M･J･,1988,Distributionand h o s t SP e C ific ity o f lnd o-PacificMyzostomida･"ThirdlntemalionalSymposiumon

MarineBiogeog ra p h y & E v o lutionin山 e P a cific ●-, p p ･ 10-I1【abstracl】･

Grygier,M.J., 19 8 9 , T h e e ne w spe c ie s o f M y z o s Eo m a (M y z o stomida),Proc･Biol･Soc･Wash･,102:7931804･

Grygier, M .I ., 1 9 8 9 , P lank 10 trO P h ic naup liio f B a c c a JauTeuS andZL'bTOWL'a(Crustacea,Ascothoracida)fromOkinawa･●.Fifth

lnte m a tiona l C ong re s s o H nv e rle b ra le R e p ro duc tion, A bslraclsM,pp･122【abstrac【no･P1066】･

G ry gie r, M .J ., B o w m an, T .E ., 19 9 0 . T T le C o rre c t fa mi ly -le v e l nameforthe''cryptoniscid.'isopods(Epicaridea)･Crustaceana.
5 8 : 2 7 - 3 2 .

G ry gie r , M .∫ ., 19 9 0 , E ∬ ly p lank to 【ro p h ic naup liio f B a c c a lauTeuSandZL'bTOWL'a(Crustacea,Ascothoracida)fromOkinawa,

Ja p an. G a la x e a . 8 , 3 2 l - 3 3 7 1

G ry gie r , M .I ., 1 9 9 0 , N e w re c o rd s o f W a g L'ne Jla (C rusta c e a , A scothoracida)ectopaTaSiticonstalkedcrinoidsfromJapanand
A ustra la sia . G a la x e a , 8 : 3 3 9 - 3 5 0 .

G ry g ie r , M .J ., 19 9 0 , A c rusta c e anend o p a r a sile (A sc o th o ra c ida,Synagogidae)ofanantipatharianfromGuam･Micronesica,
2 3 : 1 5 - 2 5 .

D o jiri, M ., G ry g ie r, M J ., 1 9 9 0 , P J'ono m o lg us g a JJJIc o Jus g en.&sp.nov･(Poecilostornatoida,LichomoIgidae),agall-
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inducingcopePodofascleractiniancoralfromAusLralia･Austral･J･Zool･,37:695-703･

Grygier,M.I.,1990,FivenewspeciesofbathyalAllan【icAscothoracida(CrustACea.Maxillopoda)fromtheequatorto50●N
latitude.Bun.Mar_Sci.,46:655-676.

Ilo,T.,Grygier,M.I.,1990,DescriptionandcompletelarvaldevelopmentofanewspeciesofBaccaJauTeuS(Crustacea,
Ascothoracida)parasiticinazoanthidfromTanatxBay,Honshu･Japan,ZooLSci･,7:485-515lwinnerora

zoologicalSocietyofJapan"ZoologicalScienceAward●■(日本動物学会論文賞)】.

Grygler,M.I.,1990,Distributionoflndo-PacificMyzostomaandhostSPeCificityofcomatulid-associatedMyzostomida･
Bull.Mar.Sci.,47:182-191.

Grygier.M.J･,1990,Facetotecta(Ply-larvae"),oneday'scatchinOkinawa,Japan･"IntemaLionalCrustaceanConference.
Brisbane,Australia,216July1990,ConferenceHandbook",p.45labstractno.50].

Grygier,M.∫.,1990,Portraitandactivitiesoravisitingforeignresearcher.琉球大学学報,263:8-11【magazinearticle,in

EnglishandJapanese】.

Grygier,M.I.,1990,TatsunoriILO1945-1990･Monoculus,21:15-17lobituaryinnewsleuer]

Grygier,M.J.,1991ldated1990LIntTOCOTnL'a(Crustacea,AscoLhoracida,PetTaTCidae)parasiticinanahermatypiccoralfrom
SaimPaulIsland,hdianOcean.VieMilieu,40:313-318.

Grygiel,M.∫.,1991,Additionslo山eascothoracidanfaunaorAustraliaandSouth-eastAsia(Cruslacea,Maxillopoda),

Synagogidae(part),LauridaeandPetrarcidae.Rec･AusLraI･Mus･,43:I-46･

Grygier,M.J.,1991,Redescription,ontogeny,anddemographyofParascoEhoTaXSynagOgOJ'des(Crustacea,AscoLhoracida).
parasiticonOphJ'ophthaJmusnormanJ',adominantophiuroidinthebaLhyalbasinsoffsouLhemCalifomia.Proc･Sam
DiegoSoc.Nat.HisL,6:ト20･

Grygier,M.I,Newman,WIA･,1991,AnewgenusandtwonewspeciesofMicrolepadidae(Cirripedia,Pedunculata)foundon
westemPacificdiademalidechinoids.Galaxea,10:I-22.

Camon.LR.G.,Grygier,M.J.,1991,TTleturbellarianNoLoplanacomesn.sp.(LepLOPlanidae,Acotylea,Polycladida)found
withtheintertidalbrittlesLarOphL'ocomascolopendlL'na(Ophiocomidae,Ophiuroidea)inOkinawa,Japan.Galaxea,
10:23-33.

Grygier,M.J.,1991,V.LWagin'scouectionsofDendrogastridae(Crustacea,Ascothoracida)intheUSSR,withdesignations

oflectotypes.Proc･BioLSoc･Wash･,104:740-748･

Grygier,MIJ･,Bowman,T･E･,1991,nleauthorshipofCryptoniscidae(Isopoda,Epicaridea),acorTeClion･Crustaceana,6I:
106-107.

Grygier,M.J.,1991,Facetotecta('y-1arvae'),onedayrscatchinOkinawa,Japan(Crustacea,Maxillopoda).Men.

QueenslandMus.,31:335.

Grygier,M.I.,1991,CornmentontheproposedconservationofEpJ'zoaI)EhusGray,1867(Cnidaria,Anthozoa).Bull.Zool.
Nomenc1.,4S:243.

Starobogalov,Ya.I.,1991,Problemsinthenomenclatureofhighertaxonomiccategories.Bull.Zool.Nomenc1.,48:6118

ltranslationfromRussiaJlbyM.J.Grygier].

マーク･∫･グライガ-,1991,77ケトテクタ(Cmslacea,Maxillopoda)標徴決定に向けて. ●■予稿集日本動物学会第

62回大会",pp.72【abstractno.lK1400】.

Grygier,M.∫.,1991,TowardsadiagnosisoftheFacetotecta(CnlSlacea,Maxillopoda,Thecoslraca)･Zool･Sci･,8:1196

【abstracl1.

Grygier,M.I.,1992,Laboratoryrearingofascothoracidannauplii(Crustacea,Maxillopoda)fromplanktonatOkinawa,

Japan.Publ.SetoMar.Biol.Lab･,35:235-251･

Grygler,M.JH1992,HongKongMyzostomidaandtheirtndoIPacificdistributions･HTheMarineFloraandFaunaofHong

KongandSouthemChinalII･ProceedingsoftheFourthlntemationalMarineBiologlCalWorkshop,theMarineFlora

aJldFaunaofHongKongandSouthemChina,HongKong.II-29April1989.I(Ed.byMorton,a.),pp.131-147,

HongKongUniversityPress,HongKong･

マーク･J･グライガ一,1992,カイメ ン に 穴 居 す る " サ ン ゴ フ ジ ツ ボ " p y Tg O P SelLa(C irr ip edia)とその蔓脚について.I

日本動物学会第63回 大 会 予 稿 集 ■t, pp. 140 【ab s trac l n o . 3 K 1 5 3 0 】 .

Grygier,M.I.,1992, PyrgOPSeJJa.a sponge-inhabitin g .lc o ral-barnac le'. (C irr iped ia, P y rg o m atidae), w ith rem alksoncirri･

Zool.Sci., 9: 1305 【abstractl.

Grygler,M .J., 1992, Som e little-know n cru stacean paras ites o f O k inaw an c o ral-reef in ver teb rates , w ith aw o rld lis t o f reef-

associated As cothoracida. .'Intem ational Sym p o s lu m O f theU n ivers ILy o h heR y u k y u s o n B io d iver s lty an d A dap tive

Strategi es ofC oral ReefO rganism s", p18 labstrac t in p ro g ram b o o k ] ･

G rygier.M .I., 1992, G eneralizations aboutnaupliar develo p m en t in theFaceto tec ta(y -lar vae) an d c o m par is o n w ith o ther

m axillopodan cru staceans. t.日 本 甲 殻 類 学 会 第 30 回 大 会 講 演 要 旨 集 " , p . 1 0 【ab s trac l】 .

G rygier,M ･J･, K ikuchi,Y ･, 1992 ldated 199 1】, Scientific p u b licatio n s o f D r･ T ats u n o ri lto ( 1 9 4 5 -1 9 9 0 ) ･ M o n o c u lu s , 2 3 : 7 -

14 【bibliography in new slet【er】.

G rygier.M .I., 1993, C ryptoniscidae sIS･ (Isopoda, Epicar idea), n o m en c latu ral h is to ry an d rec o m m en datio n s . P u b l. Seto
M aT.B iol.Lab.. 36: 185-195.

G rygier,M .J., 1993, Late planktonic naupliar developm en t o f an as c o lh o rac idan c ru s tacean (? Pelrarc idae) fr o m theR ed Sea,

w ilh a com parison to 山 e C i汀 ipedia. C ontrib. S°i., 4 3 7 : 1 -1 4 .
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Grygier,M.J.,1993,Anewphylum･●■ScrippsStories,DaystoRememberinCelebrationor90Years…(Eds･byKuhns,K･K･,

Shor,良.),S.I.0.Reference#93-35,127-128lscientificanecdole].

Grygier,MJ･,1993,SphaeTOEJ)yJacusisanotodelphyidcopepod,notaparasiticcirripede.Monoculus,25:23-25

【newsletterarticle】.

Grygler,M.J.,1993,JapanesezoologlCalnomenclature･Amer.Assoc.Zool･Nomencl.NewsletterSept.1993,pp･5-8

[newsletteraTticle].

Grygier,M.∫.,1993,沖縄産サンゴ礁無脊椎動物に寄生するあまり知られていない甲殻類と世界のサンゴ礁性膿胸類の

リス ト."琉球大学国際シンポジウム ｢サンゴ礁生物の生物多様性と適応鼓峰｣(要旨和訳集)日,pp.9-10【abslracl
inprogrambook】.

Grygler,MIJ･,1993,Nomenclature,redescrlPt10n,andnewrecordfromOkinawaofCymbasomamoTL'iSekiguchi,1982

(Monstrilloida)･'lFifthInternationalConferenceonCopepoda'',pp･61labstractinprogrambook].

Grygler,M.J.,1993,Phylogenelicimplicationsorcross-1axahomologiesofnaupliaTrealureSintheMaxillopoda,Amer.

Zoo1.,33(5):6A【abstrac124】.

Grygier,M･J･,1994【dated19931,Identityof777aumatoessa(≡777aumaleus)EypicaKr≠yer,therlrStdescribedmonslrilloid
copepod,Sarsia,78:235-242･

Grygler,M.I..1994,SummaryaJldsignificanceofoverlookedJapaneseliteratureonMyzostomida.Proc.Biol.Soc.Wash"
107:174-178.

GrygleT,M.J.,1994,Developmentalpattemsandhypothesesofhomologyin山eantennulesofthecostracannaupliuslarvae

(CnlSlaCea).ActaZool.,Slockh.,75:219-23.

Eeckhaut,I,VandenSpiegel,D･,Grygier,M･J"1994,Myzostomida(Am elida)fromSingapore,withrelatedIndo-Pacific

distribuLionrecordsanddescrlPtlOnSOfthreenewspecies.RamesBull.Zoo1.,42:669-688.

Grygler,M･J"1994,Nomenclature,redescnpt10n,andnewrecordfromOkinawaofCymbasomamoTL-)'Sekiguchi.1982

(Monstrilloida).I.EcologyandMorphologyofCopepods,ProceedingsoftheFifthJnLemationalConferenceon

Copepoda'T(Eds.byFerrari,F.D.,Bradley,B.P.),Hydrobiologia,292/293:23-29.

Glenner,H･,Grygier,MJ.,Hieg,J･T･,Jensen,P･G･,SchTam,F･R･,1994,CIadisticanalysisoftheCiTripediaThoracica

(Cruslacea)."BiodiversityandPhylogeny･XIIl山MeetingortheWilliHennigSociety.Abstracts■●,p.8【abslrac叶
Grygier.MJ･,Ohtsuka,S･,1995,NewspeciesofSynagoga(Crustacea,Ascothoracida)fromplanktonoffOkinawa,Japan,

wiLhanSEMstudyofthecarapace.PubI.SetoMar.Biol.L.ab.,36:293-3II.

Glenner,H･,Grygier,M･J･,H≠eg,J･T･,Jensen,P･G･,SchTam,F･R･,1995,C ladisticanalysisoftheCirTipedia¶10TaCica･
Zool.I.Linn.Soc.,114,365-404.

Grygier,M.J.,Nojima,S･,1995,PetlarCidgallsandPetrarcidae(Cruslacea,A scodlOraCida)inscleractiniancoralsfrom

Japan.Galaxea,12:83-101.

GrygLer,M.I"Ohtsuka,S･,1995,SEMobservationofthenaupliusofMonstTLJJahamaEaPeX,newSpecies,fromJapan andan

exampleofupgradeddescnptlVeStandardsformonstrilloidcopepods. J.C rust.Biol" 15:703-719.

Grygler,MJ.,1995,An unusualbarnaclenaupliusillusLratlngSeVeralhitherto unappreciatedfeaturesusefulincirripede

syslematics･'-NewFrontiersinBamacleEvolution(CrustaceanIssues 10)''(Eds･bySchram,FIR･,H≠eg,J･T･),A･A･
Balkema,Rollerdam,pp.123-136.

Grygier,M.J.,Ilo,T.,1995,SEM-basedmorphologyandnewhostanddistributionrecordsofWagJ'nella(Ascolhoracida).

"NewFrontiershBamacleEvolution(CnlSlaceanIssues10)●■(Eds･by Schram,F･R･,H≠eg,J･T･),Å･A･Balkema,
Rolterdam,pp.209-228,pls･1-8･

Grygier,M･J･,1995,Am otatedchronologicalbibliographyofMonstrilloida (C rustacea,Copepoda).Galaxea,121.I-82.

GTygier,MJ･,1995,Case2894･MonsElL']JaDana,1849and777aumaJeusth ≠ yer,1849(Cruslacea,Copepoda),proposed
conseryation.Bull.Zool.Nomenc1.,52:245-249.

Grygler,M.I.,Klepal,W･,1995,SEMsurveyofnon-sensorycuticulaTStructures andlatticeorgansintheAscothoracida･

HProgram.TTleCrustacean Society1995SumnerMeeting,24-27May 1995, SmithsonianMarineStationatLinkPort,

FortPierce,norida",p.19【abslracl】･

Grygier,M.I.,Caims,S･D･,1996, S uspe cted neo p lasm s ind e e p -se a c o rals(S c le rac tiJlia , O c u linid ae , MadrepoTaSpP･)

reinterpretedas galls caused by P eα arca m adTeP OTae,n･ SP . (C ru stac e a , A sco th o ra c id a , P e traTC id a e ). D is.Aquat.Org･,
24:61-69 .

Grygier, M .∫., 199 6 , A w orld list 0f coral reef-assoc ialed As co th o rac id a (C ru sta c e a), w ith re m arksonL a u ri d ae , P e trat c id a e ,

an d D endTOgaStridae from O kin aw a,Jap an . G al axea, 13 : I5 13 3 .

G rygi eT, M .JH 199 6 , So us-classe des F aceto tecta (F aceto te c la G Ty g ie r, 19 8 5 ). h ''T ra ite d e Z o o lo g ie , A na to m ie , S yst士

atique,B io lo g ie･ T om e V II, C ru staces, Fascicule 2 , G ene alites(su ite) e t S ystem a tiq u e '' (E d . b y F o rest, J .), M asson,

P aris, pp ･ 4 2 5 -4 3 2 ･

G ryg ier, M .J., 199 6 , S ous-classe des A scothoracides (A sco th o rac id a L ac az e -D u Lh ie rs, 18 8 0 )･ ln''T rai te k Z o o lo g ie ,

A n atomi e, S y stj =aLique, B io lo g ic. T om e V IT, C rustac es, F asc icu le 2 . G ene a liLe S (Su ite ) e t S yste m a tiq u e " (E d . b y

F orest, ∫.), M asso n , Paris, pp . 4 3 3 -4 5 2 .

K uris, A .M ., L afferty , K .D ., G ryg ler, M .J･, 199 6 , D etectionand p re limi nary e v a lu a tiono fna Lu ral ene m iesfo r p ossib le

bio lo g lCal con tro l o f th e norLhem P acific seastar, A sLerjasa m u reL7SL'S. C enL R es. Intro d . M ar. P estsT e c h . R e p ･, 3 : I -

17 【grey literature】.
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Grygier,M.J.,大塚 攻,1996,頚胸部下に抱卵するモンストリラ目カイアシ類(甲殻類)の未記載属について.'●1996杜EE

法人日本動物学会第67回大会予稿集日,p.49【abstractno.1G11001.

Grygier,M.J.,Klepal,W.,1996,SEMsurveyofmouthpartsintheAscoLhoraclda(Maxillopoda,Thecostraca),includingfive

generafromJapan.●■1996年度日本甲殻類学会大会第34回講演要旨集日,p.9labslraCtnO.3].

Grygier,MJ･,Ohtsuka,S･,1996,ん-undescribedgenusormonstrilloidcopepods(CnJSlacea)wi山anteriorlydirectedgenilal

spinesandsubthoraciceggbrooding･ZooLS°i.,13(Supplement):34【abstract1.

2 研究活動に関する業績

a 学会講演
Hendler,G.,Grygler,MJ･,BabysiLtlngbriulesLaTS:firstreportofintergenericsymbiosisamongOphiuroidea.Societyfor

lntegrativeandComparativeBiology1998AnnualMeeting,January3-7,Boston,Massachuseus,U.S.A.【posler]

b 研究プロジェクト
琵琶湖博物館総合研究 ｢博物館資料の管理保管と利用に関する研究｣,研究分担者.

琵琶湖の魚の寄生虫の共同研究会(会長),琵琶湖博物館.

琵琶湖博物館絵合研究 ｢田んぼに関する研究｣の生物系研究分担者.

琵琶湖博物館専門研究 ｢甲殻類の系統分類学に関する研究｣.

C 学会役員､学会誌レフリーなど
種の多様性.(日本動物分類学会),副編集委員.

底生生物研究.(日本ペントス学会),英語版編集委員.

世界古代湖会議編集委員.(ICAL),英語版編集委員.

JournaloftheMarineBiologicalAssociationoftheUnitedKingdorn(MarineBiologicalAssociationoftheUnitedKingdom)
のレフリー:1件.

動物科学.(日本動物学会),レフリー1件.

種の多様性.(日本動物分類学会),レフリー2件

JoumalorNaturalHistoryのレフリー1件.

ProceedingsoftheBiologicalSocietyofWashington(BiologicalSocietyofWashington)のL,7.)-1件.

JoumalofCrusLaceanBiologyCnleCrustacean Society)のL,7')-1件.

d 学生指導､講義など

1997,(12月4-7日),出張､名古屋大学大学院人間情報学研究科自然系 ;1997,(12月5日)発表､sEMstudyofobscure

parasiticcrustaceans.

1998,(1月8-30日),広島大学生物生産学部の大学院生(徐活発)指導.

1998,(2月12日),広島大学生物生産学部の学位論文審査委員.

徐活発:phylogenelicStudiesoftheCalanoidCopepodSuperfamilyArietelloidea,withNotesonDistribulionandFeeding
Habits.

e 受賞

3 博物館事業に関する#紙

a 交流 ･サービス活動に関する業紙

b 博物館情報活動に関する#練

RevisionofEnglishofbooklet,I.LakeBiwa:ConservationofAquaticEnvironmenLs''(DepartmentOftheEnvironment,Shiga

PrefecturalGovemment)foradaptationintotheDepartmentohheEnvironment'sWorld-WideWebhome-page.

C 博物館資料整備活動に関する蕪雑

滋賀県水産試験場等からの魚類標本に混在していたエビ類の標本(168lots)のホルマ1)ンからアルコールへの液交換及

びソーティング同定(300:スジエビ､テナガエビ､ヌマエビ､アメリカザリガニ､エビノコバン).

1997に滋賀県の水田から採集した動物プランクトンのサンプルのソーティング.

d 博物館展示活動に関する業紙

滋賀県立琵琶湖博物館総合案内,英語要約の校正.琵琶湖博物館,草津,111pp.

e 博物館企画調整事業に関する蕪雑
1997,(6月21日-29日),ICAL事務局,スライド受付担当.

1997,(11月16日), ｢足もとから環境について考えてみよう｣事務局,登録受付.
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1997,(12月20-22日),2000年 ドイツハノーバー万博におけるHLivingLakes'.博物館コーナーへの完琶湖博物館の参加
に際してのDU来訪の応対と連絡事務局仮代表.

4 人事に関すること

1997,(4月1日),琵琶湖博物館主任学芸員

1996,(9月27日から3年間),(米国)スミソニアン研究所国立自然史博物館無脊椎動物部門副研究月.

1997,(7月22日から3年間),(米国)ロサンゼルス郡立自然史博物館無脊椎動物部門資料と研究セクション副研究員..
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橋本道範 HASHLMOTO,Michinori 歴史学

研究部博物館学研究系学芸技師 事業部展示科

1 印刷物
a 論文など
橋本道範,1997,荘園公領制再編成の-前提-辻太郎入道法名乗蓮とその一族-.大山喬平教授退官記念会編 ｢日本社

会の史的構造古代 ･中世｣,思文閣出版,京都,pp.389-416.

b その他の印刷物

橋本道範,1997,中世文書修復の新たな進展を目指して(第28回例会参加記).Network(全国歴史資料保存利用権関連

絡協議会近畿部会会報),9:5.

C 琵琶湖博物館業紙集第1号に掲載されなかった1996年度以前の印刷物

2 研究活動に関する業練
a 学会講演
橋本道範,1997(6月24日),中世琵琶湖におけるエリの漁業権をめぐる社会関係とその変化.世界古代湖会議一古代湖

における生物と文化の多様性,琵琶湖博物館.

橋本道範,1997(10月18日),中世における犬上川左岸扇状地の再開発についての基礎的考察.近江地方史研究会例会,
ウイングパレスくさつ.

b 研究プロジェクト
琵琶湖博物館総合研究 ｢博物館資料の整理 ･保管と利用に関する研究｣,研究分担者,

琵琶湖博物館給合研究 ｢水田生態系と人間活動に関する総合研究｣,研究分担者.

琵琶湖博物館総合研究 ｢東アジアの中の琵琶湖､その成立と人間生態系に関する総合研究｣,研究分担者.

琵琶湖博物館共同研究 ｢完琶湖集水域における中世村落の考古 ･文献資料の総合的評価にもとづく研究上 研究代表者.

琵琶湖博物館共同研究 ｢至を琶湖周辺域における過去1万年間の自然環境と人間活動の変遷｣,研究分担者.

琵琶湖博物館専門研究 ｢琵琶湖関係古文書に関する歴史的評価｣.

C 学会役員､学会誌 レフリーなど

d 学生指導､講義など

e 受賞

3 博物館事業に関する#績

a 交流 ･サービス活動に関する業績
1997(9月5日),土地に刻まれた歴史を記録する.滋賀県農地集団化技術者協議会 ･滋賀県土地改良換地士部会合同研修

会,茸琶湖博物館.

1997(11月19日),尼子の歴史を探るためには.尼子区民学習会,平成の尼子館(犬上郡甲良町大字尼子).
1997(12月6日),どうしてだれでも自由にエリ漁ができないの?-中世琵琶湖におけるエリ漁業権の展開と村落共同体
一.琵琶湖博物館入門セミナー,茸琶湖博物館.

b 博物館情報活動に関する蕪雑

C 博物館資料整備活動に関する業組

琵琶湖博物館企画展示 ｢博物館ができるまで｣のための博物館刊行物収集.

琵琶湖博物館歴史資料23件購入.

収蔵庫環境測定.

d 博物館展示活動に関する業雑
琵琶湖博物館企画展示 ｢博物館ができるまで｣.｢日本の博物館の出版物｣コーナー企画 ･制作.

e 博物館企画調整事業に関する業績

4 人事に関すること
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高橋政宏 TAKAHASHl,Masahiro 理科教育

事業部交流センター主査

1 印刷物

a 論文など

b その他の印刷物

高林政宏 ･江島 穣編,1998, ｢琵琶湖博物館利用の手引き｣,琵琶湖博物館,草津,192pp.

高高棟政宏 ･江島 根岸,1998, ｢貸出標本の利用の手引き｣.)-フレット.琵琶湖博物館,草津,6pp.

C 琵琶湖博物館業績集第1号に掲載されなかった1996年度以前の印刷物

2 研究活動.に関する#績
a 学会=講演

b 研究プロジェクト
琵琶湖博物館共同研究, ｢学校における博物館利用の実践的研究-生き生きと楽しみながら学ぶ博物館学習のあり方を

求めて-｣.研究分担者.
琵琶湖博物館専門研究, ｢滋賀県産鉱物の中学校理科教育への利用｣.

C 学会役員､学会誌レフリーなど

d 学生指導､講義など

e 受賞など

3 博物館事業に関する業績
a 交流 ･サービス活動.に関する業績
1997,(4月12日),春を感じてみよう

1997,(4月26日),春を感じてみよう

1997,(5月10日),琵琶湖のブランク

1997,(5月24日),琵琶湖のブランク

1997,(7月12日),紙細工で遊ほう.

1997,(7月26日),紙細工で遊ぼう.

.琵琶湖博物館体験学習の日,琵琶湖博物館.

.究琶湖博物館体験学習の日,琵琶湖博物館.

トンを見よう.琵琶湖博物館体験学習の日,琵琶湖博物館.

トンを見よう.琵琶湖博物館体験学習の日,琵琶湖博物館.

琵琶湖博物館体験学習の日,完琶湖博物館.

完琶湖博物館体験学習の日,琵琶湖博物館.

1997,(9月13日),草木染めで楽しもう.茸琶湖博物館体験学習の日,琵琶湖博物館.

1997,(9月27日),草木染めで楽しもう.琵琶湖博物館体験学習の日,琵琶湖博物館.

1997,(10月11日),鉱物に親しもう.

1997,(10月25日),鉱物に親しもう.

1997,(11月 8日),木の実で遊ぼう.

1997,(11月22日),木の実で遊ぼう.

1997,(12月13日),鏡餅をつくろう.

1998,(1月10日),水鳥に親しもう.

1998,(1月24日),水鳥に親しもう.

1998,(2月14日),藁細工で楽しもう

1998,(2月28日),藁細工で楽しもう

1998,(3月14日),ヨシ笛をつくろう

1998.(3月28日),ヨシ笛をつくろう

琵琶湖博物館体験学習の日,

琵琶湖博物館体験学習の日,

琵琶湖博物館体験学習の日,

琵琶湖博物館体験学習の日,

琵琶湖博物館体験学習の日,

琵琶湖博物館体験学習の日,

琵琶湖博物館体験学習の日,

.琵琶湖博物館体験学習の日

.琵琶湖博物館体験学習の日

.支琶湖博物館体験学習の日

.琵琶湖博物館体験学習の日

【｢教戦貞研修,研究会の受け入れの活動】
1997,(4月16日),

1997,(4月22日),

1997,(5月23日),

1997,(6月17日),

1997,(6月19日),

1997,(6月20日),

1997,(7月2日),

1997,(7月4日),

1997,(7月5日),

1997,(7月11日),

完琶湖博物館.

党琶湖博物館.

琵琶湖博物館.

琵琶湖博物館.

琵琶湖博物館.

琵琶湖博物館.

茸琶湖博物館.

,琵琶湖博物館.

,琵琶湖博物館.

,琵琶湖博物館.

,琵琶湖博物館.

全国私立高等学校定時制連絡協議会研修会.琵琶湖博物館.

草津市教職員研修会.琵琶湖博物館.

大阪府高等学校生物部会研修会.琵琶湖博物館.

アメリカ合衆国ミシガン州交流事業研修会.完琶湖博物館.

蒲生郡小中学校理科 ･科学部会研修会.完琶湖博物館.

国際交流基金中学 ･高校教員招待事業研修会.琵琶湖博物館.

滋賀県高等学校社会科研修会.琵琶湖博物館.

ミシガン州高校生等の研修会.琵琶湖博物館.

滋賀県高等学校教頭会研修会.珪琶湖博物館.

和歌山県金屋町教育委員会 ･小中学校長研修会.琵琶湖博物館.
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1997,(7月16日),中津川市教育委員会研修会.琵琶湖博物館.

1997,(7月16日),滋賀県高等学校工業部会研修会.琵琶湖博物館.

1997,(7月17日),日野町立必佐公民館研修会.発琶湖博物館.
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(7月23日),滋賀県公立小中事務研究協議会.琵琶湖博物館.

(7月25日),滋賀大学教育学部教育研修会.琵琶湖博物館.

(7月25日),博物館委員会.琵琶湖博物館.

(7月25日),小中学校プログラム開発委貞会.琵琶湖博物館.

(7月26日),淡海生涯カレッジ講座.琵琶湖博物館.
(7月29日),石川県金沢市中学校教育研究会理科部会研修会.琵琶湖博物館.

(7月29日),奈良県高等学校生物部会研修会.琵琶湖博物館.

(8月5日),滋賀県中学校教育研究会理科部会自然調査研修.琵琶湖博物館.
(8月7日),彦根市教育研究会理科部会研修会.琵琶湖博物館.

(8月7日),全国設備工業教育研究会.茸琶湖博物館.

(8月8日),滋賀県小学校教育研究会社会科部会研修会.琵琶湖博物館.

(8月9日),淡海生涯カレッジ講座.琵琶湖博物館.

(8月20日),安土町立老蘇小学校教員研修会.琵琶湖博物館.

(8月20日),岐阜県高等学校理化教育研究会研修会.琵琶湖博物館.

(8月20日),大津市立南郷小学校数月研修会.琵琶湖博物館.

(8月22日),守山市理科部会夏季研修会.琵琶湖博物館.

(8月22日),滋賀県小学校教育研究会家庭科研修会.琵琶湖博物館.

(各月25日),小学校プログラム開発委員会.琵琶湖博物館.

(8月26日),豊岡市自然科学資料研究委貞会研修会.琵琶湖博物館.

(8月26日).中学校プログラム開発委員会.完琶湖博物館.

(8月28日),立命館大学教員研修会.琵琶湖博物館.

(9月2日),岐阜県本巣郡穂積町園長 ･校長研修会.琵琶湖博物館.

(9月3日),亀岡市教育委月会研修会.琵琶湖博物館.

(9月4E]),宝塚市立学校教頭研修会.茸琶湖博物館.

(9月4日),京都府綴喜地方小 ･中学校教頭研修会.琵琶湖博物館.

(10月4日),淡海生涯カレッジ実験 ･実習講座.琵琶湖博物館.

(10月17日),博物館委員会.琵琶湖博物館.

(10月2日ヨ),大阪府高等学校定時制通信制教育研究会.琵琶湖博物館.

(10月22日),滋賀県高等学校教育研究会家庭科部会研修会.琵琶湖博物館.

(10月24日),甲賀郡小中学校理科部会実技講習会.琵琶湖博物館.

(10月28日),小中学校プログラム開発委員会.琵琶湖博物館.

(10月29日),京都市文教中学校研修会.琵琶湖博物館.

(11月12日),近畿地区高等学校通信制教員研修会.琵琶湖博物館.

(11月19日),滋賀県小学校教育研究会理科部会研修会.琵琶湖博物館.

(12月4日),滋賀県小学校教育研究会家庭科部会研修会.琵琶湖博物館.

(12月5日),美漉加茂市小中教員研修会.茸琶湖博物館.

(12月11日),奈良県大宇陀町小中学校教頭研修会.琵琶湖博物館.

(12月11日),滋賀県湖西地区高等学校初任者地域研修会.琵琶湖博物館.

(12月23日),三重県阿山郡島ヶ原小学校教員研修会.琵琶湖博物館.

(1月27日),

(1月27日),

(1月29日),

(2月3日),

(2月4日),

(2月13日),

(2月13日),

(2月17日),

財団法人レイカアデイア振興財団研修会.完琶湖博物館.

博物館委員会.琵琶湖博物館.

兵庫県教育委員会 ･文化財課研修会.琵琶湖博物館.

生駒市小学校教育振興会社会科研修会.琵琶湖博物館.

福島県教育庁文化課研修会.完琶湖博物館.

奈良県高等学校長研修会.琵琶湖博物館.

滋賀県高等学校理科実験実習研修会.琵琶湖博物館.

滋賀県高等学校教育研究会図書館部会研修会.琵琶湖博物館

(3月5日),鯖江市教育委員会視察研修.琵琶湖博物館

1998,(3月6日),滋賀県高等学校教育研究会生物研究部会研修.琵琶湖博物館.

1998.(3月10日),福井県教育庁学校教育課企画主査研修会.琵琶湖博物館.

1998,(3月22日),滋賀県教育委員会生涯学習課研修.茸琶湖博物銘.

｢滋賀県内小 ･中･高等学校体験活動.の受け入れ｣の活動

1997-1998,小 ･中 ･高等学校体験学習.琵琶湖博物館.

1997,エコ草津探検隊体験学習.琵琶湖博物館.

1997,フローティングスクール体験学習.琵琶湖博物館.

b 博物館情報活動.に関する半紙
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C 博物館資料整備活動.に関する業績

d 博物館展示活∃軌 に関する業績

e 博物館企画調整事業に関する業組

4 人事に関すること
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江島穣 EJIMA,Yutaka 理科教育

事#部交流センター主査

1 印刷物

a 論文など

b その他の印刷物
高橋政宏 ･江島 穣編,1998, ｢琵琶湖博物館利用の手引きJ,琵琶湖博物館,草津,192pp.
高橋政宏 ･江島 横笛,1998, ｢貸出標本の利用の手引き｣リーフレット,琵琶湖博物館,草津,6pp.

C 琵琶湖博物館#績集第1号に掲載されなかった1996年度以前の印刷物

2 研究活動に関する#績

a 学会講演

b 研究プロジェクト
博物館共同研究｢学校における博物館利用の実践的研究-生き生きと楽しみながら学ぶ博物館学習のあり方を求めて-｣,
研究代表者.

博物館専門研究 ｢環境教育としての教材開発｣.

C 学会役員､学会誌レフリーなど

d 学生指導､講義など

e 受賞など

3 博物館事業に関する業績

a 交流 ･サービス活動に関する業績
1997,(4月12日),春を感じてみよう.琵琶湖博物館体験学習の日,琵琶湖博物館.

1997,(4月26日),春を感じてみよう.琵琶湖博物館体験学習の日,琵琶湖博物館.

1997,(5月10日),琵琶湖のプランクトンを見よう.琵琶湖博物館体験学習の日,琵琶湖博物館.

1997,(5月24日),琵琶湖のプランクトンを見よう.茸琶湖博物館体験学習の日,琵琶湖博物館.

1997,(7月12日),紙細工で遊ぼう.琵琶湖博物館体験学習の日,琵琶湖博物館.

1997,(7月26日),耗細工で遊ぼう.琵琶湖博物館体験学習の日,党琶湖博物館.

1997,(9月13日),草木染めで楽しもう.茸琶湖博物館体験学習の日,琵琶湖博物館.

1997,(9月27日),草木染めで楽しもう.琵琶湖博物館体験学習の日,琵琶湖博物館.

1997,(10月11日),鉱物に親しもう.
1997,(10月25日),鉱物に親しもう.

1997,(11月8日),木の実で遊ぼう.

1997,(11月22日),木の実で遊ほう.

1997,(12月13日),鏡餅をつくろう.

199S,(1月10日),水鳥に親しもう.

1998,(1月24日),水鳥に親しもう.

1998,(2月14日),藁細工で楽しもう

1998,(2月28日),藁細工で楽しもう

1998,(3月14日),ヨシ笛をつくろう
1998,(3月28日),ヨシ笛をつくろう

琵琶湖博物館体験学習の日,

茸琶湖博物館体験学習の日,

琵琶湖博物館体験学習の日,

琵琶湖博物館体験学習の日,

琵琶湖博物館体験学習の日,

琵琶湖博物館体験学習の日,

琵琶湖博物館体験学習の日,

.琵琶湖博物館体験学習の日

.琵琶湖博物館体験学習の日

.琵琶湖博物館体験学習の日

.琵琶湖博物館体験学習の日

琵琶湖博物館.

琵琶湖博物館.

琵琶湖博物館.

琵琶湖博物館.

琵琶湖博物館.

琵琶湖博物館.

琵琶湖博物館.

,支琶湖博物館.

,琵琶湖博物館.

,琵琶湖博物館.

,琵琶湖博物館.

1997,(4月16日),全国私立高等学校定時制連絡協議会研修会.琵琶湖博物館.

1997,(4月22日),草津市教職員研修会.琵琶湖博物館.

1997,(5月23日),大阪府高等学校生物部会研修会.茸琶湖博物館.

1997,(6月17日),アメリカ合衆国ミシガン州交流事業研修会.茸琶湖博物館.

1997,(6月19日),蒲生郡小中学校理科 ･科学部会研修会.琵琶湖博物館.

1997,(6月20日),国際交流基金中学 ･高校数貞招待事業研修会.琵琶湖博物館

1997,(7月2日),滋賀県高等学校社会科研修会.琵琶湖博物館.

1997,(7月4日),ミシガン州高校生等の研修会.琵琶湖博物館.

1997,(7月5日),滋賀県高等学校教頭会研修会.琵琶湖博物館.

1997,(7月11日),金屋町教育委員会 ･小中学校長研修会 .菟琶湖博物館.

1997,(7月16日).中津川市教育委員会研修会.琵琶湖博物館.
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1997,(7月16日),滋賀県高等学校工業部会研修会.琵琶湖博物館.

1997,(7月17日),日野町立必佐公民館研修会.琵琶湖博物館.

1997,(7月23日),滋賀県公立小中事務研究協議会.琵琶湖博物館.

1997,(7月25日),滋賀大学教育学部教育研修会.琵琶湖博物館.

1997,(7月25日),第1匝博物館委員会.琵琶湖博物館.
1997,(7月25日),第1回プログラム開発委員会.完琶湖博物館.

1997,(7月26日),淡海生涯カレッジ講座.琵琶湖博物館.
1997,(7月29日),石川県金沢市中学校教育研究会理科部会研修会.琵琶湖博物館.

1997,(7月29日),奈良県高等学校生物部会研修会.琵琶湖博物館.

1997,(8月5日),滋賀県中学校教育研究会理科部会研修会.琵琶湖博物館.

1997,(8月7日),彦根市教育研究会理科部会研修会.琵琶湖博物館.

1997,(8月7日),全国設備工業教育研究会.琵琶湖博物館.

1997,(8月8日),滋賀県小学校研究会社会科部会研修会.琵琶湖博物館.

1997,(8月9日),淡海生涯カレッジ講座.支琶湖博物館.
1997,(8月20日),安土町立老蘇小学校教員研修会.茸琶湖博物館.

1997,(8月20日),岐阜県高等学校理化教育研究会研修会.琵琶湖博物館.

1997,(8月20日),南郷小学校教員研修会.完琶湖博物館.

1997,(8月22日),守山市理科部会夏季研修会.琵琶湖博物館.

1997,(8月22日),滋賀県小学校家庭科研修会.琵琶湖博物館.

1997,(8月25日),小学校プログラム開発委員会.琵琶湖博物館.

1997,(8月26日),中学校プログラム開発委員会.琵琶湖博物館.

1997,(8月28日),立命館大学教員研修会.琵琶湖博物館.

1997,(9月2日),岐阜県本巣郡穂積町園長 ･校長研修会.琵琶湖博物館.

1997,(9月3日),亀岡市教育委員会研修会.琵琶湖博物館.

1997,(9月4日),宝塚市立学校教頭研修会 .琵琶湖博物館.

1997,(9月4日),京都府綴喜地方小 ･中学校教頭研修会.琵琶湖博物館.

1997,(10月4日),淡海生涯カレッジ実験 ･実習講座 .重吉琶湖博物館.
1997,(10月17日),第2回博物館委員会.完琶湖博物館.

1997,(10月21日),大阪府高等学校定時制通信制教育研究会.琵琶湖博物館.

1997,(10月22日),滋賀県高等学校家庭科部会研修会.琵琶湖博物館.

1997,(10月24日),甲賀郡理科部会実技講習会.茸琶湖博物館.

1997,(10月29日),京都文数中学校研修会.琵琶湖博物館.

1997,(11月12日),近畿地区高等学校通信制教月研修会.完琶湖博物館.

1997,(11月19日),滋賀県小学校理科研修会.究琶湖博物館.

1997,(12月4日),滋賀県小学校家庭科研修会.琵琶湖博物館.
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(12月5日),美濃加茂市小中教員研修会.琵琶湖博物館.

(12月11日),奈良県大宇陀町教頭研修会.琵琶湖博物館.

(12月11日),滋賀県湖西地区高等学校初任者地域研修会.琵琶湖博物館

(12月23日),三重県阿山郡島ヶ原小学校教員研修会.琵琶湖博物館.

(1月27日),財田法人レイカアデイア振興財団.琵琶湖博物館.

(1月27日),第3回博物館委員会.琵琶湖博物館.

(1月29日),兵庫県教育委員会 ･文化財課研修会.琵琶湖博物館.

(2月3日),

(2月13日),
(2月13日),

(2月17日),

(3月5日),

(3月6日),

(3月10日),

(3月22日),

生駒市小学校教育振興会社会科研修会.琵琶湖博物館.

奈良県高等学校長研修会.琵琶湖博物館.

滋賀県高等学校理科実験実習研修会.琵琶湖博物館.

滋賀県高等学校教育研究会図書部会研修会.琵琶湖博物館.

鯖江市教育委員会視察研修.琵琶湖博物館.

滋賀県高等学校生物研究部会研修.琵琶湖博物館.

福井県教育庁学校教育課企画主査研修会.琵琶湖博物館.

滋賀県教育委員会生涯学習課研修.完琶湖博物館.

小 ･中 ･高等学校体験学習.琵琶湖博物館.

エコ草津探検隊体験学習.琵琶湖博物館.

フローティングスク-ル体験学習.先琶湖博物館.

b 博物館情報活動に関する業績

C 博物館資料整備活動に関する業績

d 博物館展示活動に関する業績

- 80-



e 博物館企画調整事業に関する業績

4 人事に関すること
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